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室
町
時
代
中
期
の
公
卿
で
あ
る
一
条
教
房
（
一
四
二
三
〜
一
四
八
〇
）
を
伝
称
筆
者
と
す
る
『
源
氏
物
語
』
断
簡
が
存
す
る
。
従
来
、「
葵
」・「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」・

「
柏
木
」
巻
の
五
巻
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
時
、
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
「
早
蕨
」
巻
一
葉
が
新
た
に
加
わ
り
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
定
家
本
『
源
氏
物
語
』（
個
人
蔵
）

の
忠
実
な
模
写
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
（
高
田
信
敬
論
文
）。
本
稿
で
は
、
新
た
に
見
出
し
た
学
界
未
報
告
の
「
花
散
里
」
巻
断
簡
二
葉
を
考
察
対
象
に
加
え
て
、
計
七
巻

六
四
葉
の
断
簡
を
対
象
に
書
誌
事
項
に
基
づ
い
て
諸
巻
の
情
報
を
整
理
し
、
特
に
注
記
を
有
す
る
「
若
菜
上
」
巻
断
簡
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

筆
蹟
に
基
づ
く
諸
巻
の
分
類
は
、
先
行
研
究
で
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、（
一
）
当
該
断
簡
群
の
和
歌
の
書
式
、（
二
）
字
母
の
共
通
す
る
複
数
語
句
の
筆
蹟
と

そ
の
使
用
例
、（
三
）
行
間
注
記
の
有
無
と
書
式
の
三
点
に
基
づ
き
、「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
を
同
筆
か
つ
同
一
グ
ル
ー
プ
の
写
本
で
あ
る
こ
と
を
実
証
す
る
。

「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
の
三
巻
は
、
本
行
本
文
の
行
間
に
注
を
有
す
る
。
注
記
の
伝
称
筆
者
は
、
江
戸
時
代
の
古
筆
見
の
鑑
定
に
お
い
て
教
房
の
父
兼
良
と
さ
れ

て
お
り
、
筆
蹟
も
概
ね
真
筆
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
従
来
、
注
記
内
容
に
つ
い
て
は
、
南
北
朝
時
代
に
成
立
し
た
四
辻
善
成
著
『
河
海
抄
』
の
説
か
ら
の
引
用
が
多
く
、
室
町

時
代
に
成
立
し
た
一
条
兼
良
著
『
花
鳥
余
情
』
の
説
と
の
関
連
性
が
希
薄
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
、
当
該
断
簡
が
『
花
鳥
余
情
』
の
利
用
を
前
提
と
し
て
い
る
と
位
置
付
け
ら
れ

て
き
た
（
高
田
信
敬
論
文
）。
し
か
し
、「
若
菜
上
」
巻
断
簡
の
注
記
を
再
検
証
す
る
と
、『
花
鳥
余
情
』
独
自
の
説
だ
け
で
な
く
、
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
素
寂
著
『
紫
明
抄
』

独
自
の
説
を
引
用
す
る
事
例
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
当
該
断
簡
の
注
記
は
、『
紫
明
抄
』・『
河
海
抄
』・『
花
鳥
余
情
』
の
三
書
に
お
け
る
各
説
を
参
照
し
つ
つ
、
選
別
し
た

う
え
で
注
と
し
て
記
す
傾
向
が
あ
る
。
当
該
断
簡
は
、
網
羅
的
に
先
行
注
釈
書
の
文
言
を
取
捨
選
択
し
て
集
成
し
た
り
、
自
説
を
述
べ
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
本
文
を
読
解

す
る
た
め
の
実
用
的
な
写
本
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
。
当
該
断
簡
の
注
記
は
、
写
本
の
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
読
解
の
一
助
と
な
る
和
歌
や
古
記
録
に
関
す
る
注
釈
書
の
文

言
を
は
じ
め
、
人
物
比
定
や
物
語
内
容
に
関
す
る
短
文
の
解
釈
、
漢
字
の
ル
ビ
を
適
宜
、
メ
モ
書
き
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
以
上
の
注
記
の
検
討
に
基
づ

く
と
、
当
該
三
巻
の
断
簡
は
、
文
明
四
（
一
四
七
二
）
年
の
『
花
鳥
余
情
』
成
立
以
後
、
兼
良
が
、
所
持
し
て
い
た
教
房
筆
本
に
注
を
書
き
込
ん
だ
写
本
で
あ
る
と
位
置
付
け

ら
れ
る
。
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は
じ
め
に

室
町
時
代
中
期
の
公
卿
で
あ
る
一い
ち
じ
よ
う
の
り
ふ
さ

条
教
房
（
一
四
二
三
〜
一
四
八
〇
）
を
伝
称
筆

者
と
す
る『
源
氏
物
語
』断
簡
が
存
す
る
。
小
松
茂
美『
古
筆
学
大
成
』（
講
談
社
）は
、

「
葵
」
巻
五
葉
・「
常
夏
」
巻
四
葉
・「
野
分
」
巻
二
葉
・「
若
菜
上
」
巻
二
四
葉
・「
柏

木
」
巻
一
葉
の
計
五
巻
三
六
葉
の
図
版
を
掲
出
し
て
い
る
（
１
）。
小
林
強
「
源
氏
物

語
関
係
古
筆
切
資
料
集
成
稿
」
は
、「
葵
」
巻
五
葉
・「
常
夏
」
巻
六
葉
・「
野
分
」

巻
四
葉
・「
若
菜
上
」
巻
三
〇
葉
・「
柏
木
」
巻
一
葉
の
計
五
巻
四
六
葉
の
所
在
情
報

を
報
告
し
て
い
る
（
２
）。
上
記
の
諸
巻
に
加
え
、
近
時
、
高
田
信
敬
は
、
鶴
見
大
学

図
書
館
所
蔵
「
早
蕨
」
巻
断
簡
が
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
定
家
本
『
源
氏

物
語
』（
個
人
蔵
）
の
忠
実
な
模
写
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
（
３
）。

本
稿
で
は
、先
行
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
六
巻
に
加
え
、新
た
に
見
出
し
た
「
花

散
里
」巻
断
簡
二
葉
を
含
め
た
計
七
巻
六
四
葉
の
断
簡（
本
稿
末
尾
の【
表
四
】参
照
）

を
対
象
に
、
特
に
行
間
注
記
を
有
す
る
「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
の
書
誌

事
項
の
分
析
と
検
討
を
通
し
て
、
伝
教
房
筆
『
源
氏
物
語
』
断
簡
の
位
置
付
け
を
行

な
う
。
な
お
、
本
稿
で
用
い
る
「
断
簡
○
」
の
通
番
は
、
本
稿
末
尾
の
【
表
四
】
の

通
番
と
対
応
し
て
い
る
。

一　

書
誌

《「
葵
」
巻
》

八
葉
掲
出
。
元
の
書
形
と
形
態
は
、
四
半
形
の
冊
子
本
。
一
面
一
〇
行
書
き
の
法

量
は
、
断
簡
１
が
縦
二
七
・
〇
×
横
一
九
・
八
糎
。
字
高
は
、
平
均
二
二
糎
。
和
歌
は
、

改
行
二
字
下
げ
で
末
尾
は
地
の
文
に
連
接
す
る
（
断
簡
７
）。
断
簡
２
・
５
・
６
に
古

筆
了り
よ
う
せ
つ
雪（
一
六
一
二
〜
一
六
七
五
）の
極
き
わ
め

札ふ
だ

が
付
属
す
る
。
本
文
は
、青
表
紙
本
系
統
。

断
簡
７
の
影
印
に
朱
点
と
朱
合
点
の
二
種
の
符
号
が
存
す
る
が
、
他
の
六
葉
の
ツ
レ

に
は
朱
の
句
読
が
見
ら
れ
な
い
。
注
記
な
し
。
断
簡
３
・
４
・
５
の
本
文
で
は
、
ウ
音

便
の
語
に
対
し
て
「
く
」
と
墨
で
傍
記
さ
れ
る
。
他
の
六
巻
の
断
簡
の
い
ず
れ
と
も

筆
蹟
が
異
な
る
。

《「
花
散
里
」
巻
》

二
葉
掲
出
。
現
状
、
学
界
に
未
報
告
の
断
簡
。
元
の
書
形
と
形
態
は
、
四
半
形
の

冊
子
本
。
一
面
九
行
書
き
の
法
量
は
、
断
簡
１
が
縦
二
三
・
〇
×
横
一
三
・
五
糎
、
断

簡
２
が
縦
二
四
・
〇
×
横
一
五
・
六
糎
。
字
高
は
、
平
均
二
一
・
二
糎
。「
花
散
里
」
巻

に
は
全
四
首
の
和
歌
が
存
す
る
が
、
和
歌
を
含
む
断
簡
は
現
状
見
出
せ
て
い
な
い
。

断
簡
１
・
２
に
と
も
に
平ひ
ら

塚つ
か

平へ
い

兵べ

衛え

（
生
没
年
未
詳
）
の
極
札
が
付
属
す
る
。
極
札

裏
面
に
「
右
宗
屋
」
の
黒
長
方
を
有
す
る
が
鑑
定
年
月
は
未
詳
。
本
文
は
、
青
表
紙

本
系
統
。
尊そ
ん

経け
い

閣か
く

文
庫
蔵
定
家
本
「
花
散
里
」
巻
本
文
と
は
異
な
り
、
当
該
断
簡
と

の
関
連
は
認
め
ら
れ
な
い
。
朱
点
・
朱
合
点
あ
り
。
注
記
な
し
。
九
行
書
き
の
断
簡

２
の
左
端
の
裁
断
箇
所
に
次
行
の
文
字
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
一
〇
行

分
の
本
文
を
有
す
る
。
他
の
六
巻
の
筆
蹟
の
い
ず
れ
と
も
一
致
せ
ず
、
各
字
が
丸
み

を
帯
び
た
定
家
流
の
書
き
ぶ
り
で
連
綿
も
少
な
い
。

《「
常
夏
」
巻
》

七
葉
掲
出
。
元
の
書
形
と
形
態
は
、
四
半
形
の
冊
子
本
。
一
面
一
〇
行
書
き
の
法

量
は
、
断
簡
３
が
縦
二
五
・
八
×
横
一
八
・
二
糎
、
断
簡
４
が
縦
二
五
・
七
×
横

一
八
・
〇
糎
。
字
高
は
、
平
均
二
二
糎
。
和
歌
は
、
改
行
三
字
下
げ
で
末
尾
は
地
の

文
に
連
接
す
る
（
断
簡
２
・
７
）。
断
簡
１
に
古
筆
本
家
初
代
了り
よ
う
さ佐
（
一
五
七
二
〜

は
じ
め
に

一　

書
誌

二　

先
行
研
究
の
問
題
点
と
新
た
な
分
類
案

三　
「
若
菜
上
」
巻
断
簡
の
注
記
内
容

四　

成
立
時
期

結
び
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Summary

This study examines kohitsu-gire fragments of The Tale of Genji attributed to Ichijō Norifusa (1423–1480), a 

mid-Muromachi court noble. Until recently, only fi ve chapters (“Aoi,” “Tokonatsu,” “Nowaki,” “Wakana jō,” and 

“Kashiwagi”) were known. More recently, a fragment of the “Sawarabi” chapter, preserved in the Tsurumi 

University Library, was identifi ed as a precise copy of the Teika manuscript (privately owned, designated an 

Important Cultural Property). In this paper, the author further incorporates two newly identifi ed and previously 

unreported fragments of the “Hanachirusato” chapter. Altogether, this study deals with seven chapters and 

fi fty-nine fragments, gathering and systematizing bibliographical data and focusing on those fragments that 

retain annotations.

The classifi cation of these fragments by calligraphic features has long been a matter of scholarly debate. In 

order to reconsider the issue, this study applies a threefold method: (1) the format of waka within the text, (2) 

the orthographic features of recurring characters and phrases, and (3) the presence and format of interlinear 

annotations. On this basis, the “Tokonatsu,” “Nowaki,” and “Wakana jō” fragments can be attributed to the 

same handwriting and regarded as part of the same manuscript group.

A distinctive feature of these three chapters is the presence of annotations inserted between the lines of the 

main text . Conventionally, these annotations have been ascribed to Norifusa’s father, Ichijō Kanera (1402–

1481), and the handwriting has largely been regarded as his own. Kanera is known as the author of Kachō yosei 

(1472), one of the most important Muromachi-period exegetical texts on Genji. Previous scholarship has 

emphasized that the annotations draw extensively on Yotsutsuji Yoshinari (1326–1402)’s Kakaishō (ca.1362–

1367), while exhibiting little direct relation t o Kachō yosei, and thus has considered them to presuppose its use. 

A re-examination of the “Wakana jō” fragment, however, reveals citations not only from Kachō yosei but also 

from Shimeishō (ca.1293) by Sojaku (Unknown), in addition to Kakaishō. In other words, the annotations 

selectively cite across multiple commentaries, rather than simply compiling them or proposing original 

interpretations.

These fi ndings indicate that the fragments should be understood not as comprehensive exegetical works but 

as practical manuscripts for reading, where brief notes were added within the limited margins: identifi cations of 

characters, short interpretations, references to waka and historical records, or occasional furigana.

Overall, the evidence suggests that after the compilation of Kachō yosei in 1472, Kanera himself annotated 

Norifusa’s copy of The Tale of Genji.

Key words: The Tale of Genji. kohitsu-gire fragments, manuscript, appraisers of old handwriting, Ichijō Norifusa, 

Ichijō Kanera, old commentary



2743 総研大文化科学研究 第22号（2026）（ ）

は
じ
め
に

室
町
時
代
中
期
の
公
卿
で
あ
る
一い
ち
じ
よ
う
の
り
ふ
さ

条
教
房
（
一
四
二
三
〜
一
四
八
〇
）
を
伝
称
筆

者
と
す
る『
源
氏
物
語
』断
簡
が
存
す
る
。
小
松
茂
美『
古
筆
学
大
成
』（
講
談
社
）は
、

「
葵
」
巻
五
葉
・「
常
夏
」
巻
四
葉
・「
野
分
」
巻
二
葉
・「
若
菜
上
」
巻
二
四
葉
・「
柏

木
」
巻
一
葉
の
計
五
巻
三
六
葉
の
図
版
を
掲
出
し
て
い
る
（
１
）。
小
林
強
「
源
氏
物

語
関
係
古
筆
切
資
料
集
成
稿
」
は
、「
葵
」
巻
五
葉
・「
常
夏
」
巻
六
葉
・「
野
分
」

巻
四
葉
・「
若
菜
上
」
巻
三
〇
葉
・「
柏
木
」
巻
一
葉
の
計
五
巻
四
六
葉
の
所
在
情
報

を
報
告
し
て
い
る
（
２
）。
上
記
の
諸
巻
に
加
え
、
近
時
、
高
田
信
敬
は
、
鶴
見
大
学

図
書
館
所
蔵
「
早
蕨
」
巻
断
簡
が
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
定
家
本
『
源
氏

物
語
』（
個
人
蔵
）
の
忠
実
な
模
写
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
（
３
）。

本
稿
で
は
、先
行
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
六
巻
に
加
え
、新
た
に
見
出
し
た
「
花

散
里
」巻
断
簡
二
葉
を
含
め
た
計
七
巻
六
四
葉
の
断
簡（
本
稿
末
尾
の【
表
四
】参
照
）

を
対
象
に
、
特
に
行
間
注
記
を
有
す
る
「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
の
書
誌

事
項
の
分
析
と
検
討
を
通
し
て
、
伝
教
房
筆
『
源
氏
物
語
』
断
簡
の
位
置
付
け
を
行

な
う
。
な
お
、
本
稿
で
用
い
る
「
断
簡
○
」
の
通
番
は
、
本
稿
末
尾
の
【
表
四
】
の

通
番
と
対
応
し
て
い
る
。

一　

書
誌

《「
葵
」
巻
》

八
葉
掲
出
。
元
の
書
形
と
形
態
は
、
四
半
形
の
冊
子
本
。
一
面
一
〇
行
書
き
の
法

量
は
、
断
簡
１
が
縦
二
七
・
〇
×
横
一
九
・
八
糎
。
字
高
は
、
平
均
二
二
糎
。
和
歌
は
、

改
行
二
字
下
げ
で
末
尾
は
地
の
文
に
連
接
す
る
（
断
簡
７
）。
断
簡
２
・
５
・
６
に
古

筆
了り

よ
う
せ
つ
雪（
一
六
一
二
〜
一
六
七
五
）の
極
き
わ
め

札ふ
だ

が
付
属
す
る
。
本
文
は
、青
表
紙
本
系
統
。

断
簡
７
の
影
印
に
朱
点
と
朱
合
点
の
二
種
の
符
号
が
存
す
る
が
、
他
の
六
葉
の
ツ
レ

に
は
朱
の
句
読
が
見
ら
れ
な
い
。
注
記
な
し
。
断
簡
３
・
４
・
５
の
本
文
で
は
、
ウ
音

便
の
語
に
対
し
て
「
く
」
と
墨
で
傍
記
さ
れ
る
。
他
の
六
巻
の
断
簡
の
い
ず
れ
と
も

筆
蹟
が
異
な
る
。

《「
花
散
里
」
巻
》

二
葉
掲
出
。
現
状
、
学
界
に
未
報
告
の
断
簡
。
元
の
書
形
と
形
態
は
、
四
半
形
の

冊
子
本
。
一
面
九
行
書
き
の
法
量
は
、
断
簡
１
が
縦
二
三
・
〇
×
横
一
三
・
五
糎
、
断

簡
２
が
縦
二
四
・
〇
×
横
一
五
・
六
糎
。
字
高
は
、
平
均
二
一
・
二
糎
。「
花
散
里
」
巻

に
は
全
四
首
の
和
歌
が
存
す
る
が
、
和
歌
を
含
む
断
簡
は
現
状
見
出
せ
て
い
な
い
。

断
簡
１
・
２
に
と
も
に
平ひ
ら

塚つ
か

平へ
い

兵べ

衛え

（
生
没
年
未
詳
）
の
極
札
が
付
属
す
る
。
極
札

裏
面
に
「
右
宗
屋
」
の
黒
長
方
を
有
す
る
が
鑑
定
年
月
は
未
詳
。
本
文
は
、
青
表
紙

本
系
統
。
尊そ
ん

経け
い

閣か
く

文
庫
蔵
定
家
本
「
花
散
里
」
巻
本
文
と
は
異
な
り
、
当
該
断
簡
と

の
関
連
は
認
め
ら
れ
な
い
。
朱
点
・
朱
合
点
あ
り
。
注
記
な
し
。
九
行
書
き
の
断
簡

２
の
左
端
の
裁
断
箇
所
に
次
行
の
文
字
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
一
〇
行

分
の
本
文
を
有
す
る
。
他
の
六
巻
の
筆
蹟
の
い
ず
れ
と
も
一
致
せ
ず
、
各
字
が
丸
み

を
帯
び
た
定
家
流
の
書
き
ぶ
り
で
連
綿
も
少
な
い
。

《「
常
夏
」
巻
》

七
葉
掲
出
。
元
の
書
形
と
形
態
は
、
四
半
形
の
冊
子
本
。
一
面
一
〇
行
書
き
の
法

量
は
、
断
簡
３
が
縦
二
五
・
八
×
横
一
八
・
二
糎
、
断
簡
４
が
縦
二
五
・
七
×
横

一
八
・
〇
糎
。
字
高
は
、
平
均
二
二
糎
。
和
歌
は
、
改
行
三
字
下
げ
で
末
尾
は
地
の

文
に
連
接
す
る
（
断
簡
２
・
７
）。
断
簡
１
に
古
筆
本
家
初
代
了り
よ
う
さ佐
（
一
五
七
二
〜

は
じ
め
に

一　

書
誌

二　

先
行
研
究
の
問
題
点
と
新
た
な
分
類
案

三　
「
若
菜
上
」
巻
断
簡
の
注
記
内
容

四　

成
立
時
期

結
び
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Summary

This study examines kohitsu-gire fragments of The Tale of Genji attributed to Ichijō Norifusa (1423–1480), a 

mid-Muromachi court noble. Until recently, only fi ve chapters (“Aoi,” “Tokonatsu,” “Nowaki,” “Wakana jō,” and 

“Kashiwagi”) were known. More recently, a fragment of the “Sawarabi” chapter, preserved in the Tsurumi 

University Library, was identifi ed as a precise copy of the Teika manuscript (privately owned, designated an 

Important Cultural Property). In this paper, the author further incorporates two newly identifi ed and previously 

unreported fragments of the “Hanachirusato” chapter. Altogether, this study deals with seven chapters and 

fi fty-nine fragments, gathering and systematizing bibliographical data and focusing on those fragments that 

retain annotations.

The classifi cation of these fragments by calligraphic features has long been a matter of scholarly debate. In 

order to reconsider the issue, this study applies a threefold method: (1) the format of waka within the text, (2) 

the orthographic features of recurring characters and phrases, and (3) the presence and format of interlinear 

annotations. On this basis, the “Tokonatsu,” “Nowaki,” and “Wakana jō” fragments can be attributed to the 

same handwriting and regarded as part of the same manuscript group.

A distinctive feature of these three chapters is the presence of annotations inserted between the lines of the 

main text . Conventionally, these annotations have been ascribed to Norifusa’s father, Ichijō Kanera (1402–

1481), and the handwriting has largely been regarded as his own. Kanera is known as the author of Kachō yosei 

(1472), one of the most important Muromachi-period exegetical texts on Genji. Previous scholarship has 

emphasized that the annotations draw extensively on Yotsutsuji Yoshinari (1326–1402)’s Kakaishō (ca.1362–

1367), while exhibiting little direct relation t o Kachō yosei, and thus has considered them to presuppose its use. 

A re-examination of the “Wakana jō” fragment, however, reveals citations not only from Kachō yosei but also 

from Shimeishō (ca.1293) by Sojaku (Unknown), in addition to Kakaishō. In other words, the annotations 

selectively cite across multiple commentaries, rather than simply compiling them or proposing original 

interpretations.

These fi ndings indicate that the fragments should be understood not as comprehensive exegetical works but 

as practical manuscripts for reading, where brief notes were added within the limited margins: identifi cations of 

characters, short interpretations, references to waka and historical records, or occasional furigana.

Overall, the evidence suggests that after the compilation of Kachō yosei in 1472, Kanera himself annotated 

Norifusa’s copy of The Tale of Genji.

Key words: The Tale of Genji. kohitsu-gire fragments, manuscript, appraisers of old handwriting, Ichijō Norifusa, 

Ichijō Kanera, old commentary
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「
新
撰
古
筆
名
葉
集
」・
見
返
題
「
増
補
新
撰
古
筆
名
葉
集
」）
や
、
神
田
家
四
代
道

伴
が
作
成
に
関
与
し
た
と
さ
れ
る
『
古こ

筆ひ
つ

切ぎ
れ

名め
い

物ぶ
つ

』（
京
都
市
歴
史
資
料
館
蔵
本
。

請
求
記
号
Ｄ
Ｉ
Ｇ
–
Ｋ
Ｔ
Ｒ
Ｓ
–
一
三
六
）
な
ど
に
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。
古
筆

別
家
二
代
了
仲
著
『
古
筆
切
名
物
』（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
）
に
は
、
教
房
の
項
に
「
源

氏
切　

四
半
只
紙
」
と
見
ら
れ
る
（
７
）。
ま
た
、『
古こ

筆ひ
つ

家け

秘ひ

書し
よ

』（
内
閣
文
庫
蔵
本
）

に
は
、「
四
半　

八
寸
八
分　

九
行　

源
氏
／
同　

八
寸
四
分　

十
行　

同
」
と
あ
り
、

『
古こ

筆ひ
つ

切ぎ
れ

目め

安や
す

』（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
）
に
は
、「
源
氏
切　

上
」
と
あ
る
（
８
）。
他
方
、

前
掲
の
了
仲
著
『
古
筆
切
名
物
』
と
近
し
い
内
容
を
有
す
る
『
類る
い

葉よ
う

集し
ゆ
う』（
池
田
家
本
）

に
は
、「
源
氏
切　

四
半
只
紙
」
と
あ
り
、
古
筆
本
家
七
代
了り
よ
う

延え
ん

（
一
七
〇
三
〜

一
七
七
四
）
撰
と
さ
れ
る
『
古
筆
類
葉
集
』（
蓬
左
文
庫
蔵
本
）
に
は
、「
源
氏
切　

上
」

と
あ
る
（
９
）。
以
上
、『
源
氏
物
語
』
断
簡
は
、
古
筆
本
家
・
別
家
の
手
控
え
台
帳

の
類
で
は
広
く
認
知
さ
れ
て
い
た
と
思
し
い
。

古
筆
家
初
代
了
佐
の
極
札
は
、「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
に
、
二
代
了

栄
の
極
札
は
、「
若
菜
上
」
巻
に
そ
れ
ぞ
れ
付
属
す
る
。
現
段
階
で
の
調
査
範
囲
で

言
え
ば
、
最
初
期
の
古
筆
家
の
鑑
定
は
、
こ
れ
ら
三
巻
に
集
中
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
他
方
、「
葵
」
巻
断
簡
三
葉
に
付
属
す
る
古
筆
了
雪
の
極
札
や
、「
花
散
里
」

巻
断
簡
二
葉
に
付
属
す
る
平
塚
平
兵
衛
の
極
札
に
基
づ
く
と
、
当
該
断
簡
群
を
巻

ご
と
に
か
つ
、
鑑
定
し
た
古
筆
見
ご
と
に
分
類
す
る
方
法
も
有
効
だ
ろ
う
（
10
）。

二　

先
行
研
究
の
問
題
点
と
新
た
な
分
類
案

一
条
教
房
を
伝
称
筆
者
と
す
る
一
連
の
『
源
氏
物
語
』
断
簡
の
う
ち
注
記
を
含
む
断

簡
に
つ
い
て
、
古
筆
見
の
鑑
定
の
通
り
、
本
文
を
一
条
教
房
、
注
記
を
一
条
兼
良
が
書

写
し
た
と
判
断
で
き
る
の
か
。
先
行
研
究
の
指
摘
を
整
理
・
再
検
証
し
つ
つ
検
討
す
る
。

当
該
断
簡
群
の
筆
蹟
に
関
し
て
小
松
茂
美
は
、「
了
佐
の
生
き
た
時
代
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
筆
者
の
自
筆
奥
書
や
、
書
写
時
か
ら
遠
か
ら
ぬ
時
期
の
識
語
な
ど
を
伴
う

室
町
時
代
の
冊
子
本
や
巻
子
本
が
、
い
く
つ
も
遺
存
し
て
い
た
可
能
性
が
充
分
に
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
筆
者
鑑
定
は
信
憑
性
が
高
い
」
と
説
き
、
教
房
の
自
署
名

短
冊
一
葉
と
比
較
し
、「
ま
ぎ
れ
も
な
く
同
筆
」
と
結
論
し
た
が
、「
柏
木
」
巻
の
み

は
「
書
風
・
寸
法
と
も
に
自
筆
本
に
近
い
が
、
こ
れ
は
原
本
を
見
な
が
ら
写
し
た
臨

模
本
」
で
あ
り
、
他
の
巻
の
断
簡
と
は
異
筆
で
あ
る
と
解
す
る
（
11
）。
後
に
中
葉
芳

子
は
、「
常
夏
」
巻
断
簡
一
葉
の
解
題
で
「
一
条
教
房
と
伝
え
る
こ
の
源
氏
物
語
の

断
簡
の
筆
跡
と
教
房
の
短
冊
の
筆
跡
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
共
に
定
家
様
で
、
同

筆
と
認
め
ら
れ
る
。（
中
略
）
葵
・
常
夏
・
野
分
・
若
菜
上
・
柏
木
巻
の
ツ
レ
が
伝

存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
五
十
四
帖
す
べ
て
を
教
房
一
人
で
書
写
し
た
も
の

で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
」
と
説
き
、
本
行
本
文
の
書
写
者
に
つ
い
て
小
松
の
指
摘

を
踏
襲
す
る
（
12
）。

他
方
、
先
の
二
氏
と
は
異
な
る
見
解
と
し
て
高
田
信
敬
は
、
下
記
の
通
り
説
述

す
る
。し

か
し
葵
巻
と
そ
れ
以
外
と
は
明
ら
か
に
異
筆
、
常
夏
巻
以
下
は
纏
ま
っ
て
同

筆
と
も
み
ら
れ
よ
う
が
、
常
夏
・
野
分
と
若
菜
上
と
は
酷
似
す
る
筆
跡
な
が
ら

別
手
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
ま
た
柏
木
も
さ
ら
に
異
な
る
筆
つ
き
で
あ
る
。
も

し
教
房
の
筆
跡
を
求
め
る
な
ら
ば
、
常
夏
・
野
分
と
若
菜
上
の
切
の
い
ず
れ
か
。

す
な
わ
ち
伝
教
房
筆
の
断
簡
か
ら
推
測
さ 

れ
る
『
源
氏
物
語
』
が
仮
に
一
具
の

も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
四
筆
以
上
の
寄
り
合
い
書
き
と
な
る
。（
13
）

各
巻
毎
に
筆
蹟
が
異
な
る
と
の
指
摘
は
、
首
肯
さ
れ
る
。
筆
蹟
に
関
す
る
三
氏
の

見
解
を
略
解
す
る
と
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

【
小
松
説
】 「
葵
」・「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
…
真
筆
／

「
柏
木
」
巻
…
異
筆

【
中
葉
説
】 「
葵
」・「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」・「
柏
木
」
巻
…
真
筆

【
高
田
説
】 「
葵
」
巻
…
異
筆
／「
常
夏
」・「
野
分
」
巻
…
真
筆
？
／

「
若
菜
上
」
巻
…
真
筆
？
／
「
柏
木
」
巻
…
異
筆

た
し
か
に
、『
古
筆
学
大
成
』
掲
載
の
短
冊
の
筆
蹟
と
断
簡
の
仮
名
・
漢
字
と
を
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一
六
六
二
）
の
極
札
、
断
簡
５
に
古
筆
本
家
六
代
了り
よ
う
お
ん
音
（
一
六
七
四
〜
一
七
二
五
）

の
極
札
が
そ
れ
ぞ
れ
付
属
す
る
。
本
文
は
、
河
内
本
系
統
。
朱
点
・
朱
合
点
あ
り
。

注
記
あ
り
。「
野
分
」
巻
と
「
若
菜
上
」
巻
断
簡
と
同
筆
で
ツ
レ
と
判
断
で
き
る
。

《「
野
分
」
巻
》

三
葉
掲
出
。元
の
書
形
と
形
態
は
、四
半
形
の
冊
子
本
。一
面
九
行
書
き
の
法
量
は
、

断
簡
２
が
縦
二
五
・
二
×
横
一
四
・
二
糎
。
字
高
は
、
未
測
定
。
和
歌
は
、
改
行
三
字

下
げ
で
末
尾
は
地
の
文
に
連
接
す
る
（
断
簡
２
）。
断
簡
２
に
古
筆
本
家
六
代
了
音

の
極
札
、
断
簡
３
に
古
筆
本
家
初
代
了
佐
と
二
代
畠は

た
け

山や
ま

牛ぎ
ゆ
う

庵あ
ん

（
一
六
二
五
〜

一
六
九
三
）
の
極
札
が
そ
れ
ぞ
れ
付
属
す
る
。
本
文
は
、
河
内
本
系
統
。
朱
点
・
朱

合
点
あ
り
。
注
記
あ
り
。「
常
夏
」
巻
と
「
若
菜
上
」
巻
断
簡
と
同
筆
で
ツ
レ
と
判

断
で
き
る
。

《「
若
菜
上
」
巻
》

三
九
葉
掲
出
。
元
の
書
形
と
形
態
は
、
四
半
形
の
冊
子
本
。
一
面
一
〇
行
書
き
の

法
量
は
、
断
簡
７
が
縦
二
五
・
八
×
横
一
八
・
五
糎
、
断
簡
13
が
縦
二
五
・
七
×
横

一
八
・
三
糎
、
断
簡
19
・
20
が
と
も
に
縦
二
五
・
四
×
横
一
九
・
五
糎
。
字
高
は
、
平
均

二
二
糎
。
断
簡
19
の
右
端
と
20
の
左
端
に
あ
る
余
白
に
等
間
隔
の
綴
穴
痕
が
あ
る
た

め
、
装
訂
が
袋
綴
装
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
さ
ら
に
、
断
簡
38
・
39
は
、
本
文
が

連
接
す
る
断
簡
で
あ
り
、
原
本
調
査
を
し
た
断
簡
38
に
あ
る
四
箇
所
の
虫
損
が
、
影

印
本
に
載
る
断
簡
39
に
お
い
て
線
対
称
の
位
置
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
４
）。

こ
こ
か
ら
袋
綴
一
紙
の
う
ち
断
簡
38
が
オ
モ
テ
の
五
〜
一
〇
行
目
、
断
簡
39
が
ウ
ラ

の
一
〜
八
行
目
に
相
当
す
る 

こ
と
が
判
ぜ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
断
簡
37
の
影
印
本
に

も
断
簡
38
と
同
形
の
虫
損
を
視
認
で
き
、
断
簡
38
・
39
の
前
丁
オ
モ
テ
七
〜
一
〇
行

目
に
相
当
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
（
５
）。
つ
ま
り
、
こ
の
虫
損
は
、
分
割
前
の

冊
子
本
の
時
か
ら
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
和
歌
は
、
改
行
三
字
下
げ
で
末
尾
は
地

の
文
に
連
接
す
る
（
断
簡
11
・
12
）。
断
簡
34
に
古
筆
本
家
初
代
了
佐
の
極
札
、
断
簡

23
・
24
に
古
筆
本
家
二
代
了り
よ
う

栄え
い

（
一
六
〇
七
〜
一
六
七
八
）、
断
簡
３
・７
に
古
筆
本

家
六
代
了
音
、
断
簡
37
に
古
筆
本
家
五
代
了り
よ
う

珉み
ん

（
一
六
四
五
〜
一
七
〇
一
）、
断
簡

12
に
神
田
家
四
代
道ど
う

伴は
ん

（
一
六
七
八
〜
一
七
四
九
）、
断
簡
38
に
初
代
朝あ
さ

倉く
ら

茂も

入に
ゆ
う（
生

没
年
未
詳
）
の
極
札
が
そ
れ
ぞ
れ
付
属
す
る
。
本
文
は
、
河
内
本
系
統
。
朱
点
・
朱

合
点
あ
り
。
注
記
あ
り
。「
常
夏
」
巻
と
「
野
分
」
巻
断
簡
と
同
筆
で
ツ
レ
と
判
断
で

き
る
。

《「
柏
木
」
巻
》

四
葉
掲
出
。
元
の
書
形
と
形
態
は
、四
半
形
の
冊
子
本
。
法
量
と
字
高
は
、未
測
定
。

断
簡
２
・
３
・
４
は
、
本
文
一
〇
行
書
き
。
和
歌
は
、
改
行
二
字
下
げ
で
末
尾
は
地
の

文
に
連
接
す
る
（
断
簡
１
）。
断
簡
２
に
古
筆
別
家
三
代
了り

よ
う

仲ち
ゆ
う（
一
六
五
六
〜

一
七
三
六
）、
断
簡
４
に
神
田
家
四
代
道ど
う

伴は
ん

（
一
六
七
八
〜
一
七
四
九
）
の
極
札
が

そ
れ
ぞ
れ
付
属
す
る
。
本
文
は
、青
表
紙
本
系
統
。
朱
点
・
朱
合
点
な
し
。
注
記
な
し
。

他
の
六
巻
の
断
簡
の
い
ず
れ
と
も
筆
蹟
が
異
な
る
。

《「
早
蕨
」
巻
》

一
葉
掲
出
。
元
の
書
形
と
形
態
は
、
四
半
形
の
冊
子
本
。
図
版
と
書
誌
情
報
は
、

高
田
信
敬
の
報
告
に
拠
る
（
６
）。
一
面
九
行
書
き
の
法
量
は
、
縦
二
四
・
三
×
横

一
六
・
四
糎
。
字
高
は
、
約
二
一
糎
。
和
歌
は
、
改
行
二
字
下
げ
で
末
尾
は
地
の
文

に
連
接
す
る
。
初
代
朝
倉
茂
入
の
極
札
が
付
属
す
る
。
重
要
文
化
財
指
定
の
定
家
本

『
源
氏
物
語
』「
早
蕨
」
巻
（
個
人
蔵
）
の
忠
実
な
模
写
本
。
本
文
は
、青
表
紙
本
系
統
。

他
の
六
巻
の
断
簡
の
い
ず
れ
と
も
筆
蹟
が
異
な
る
。

以
上
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
幾
点
か
言
及
を
加
え
る
。
ま
ず
、「
常
夏
」・「
野
分
」・

「
若
菜
上
」
巻
断
簡
の
本
文
は
、
河
内
本
系
統
で
あ
り
、
他
方
、「
葵
」・「
花
散
里
」・

「
柏
木
」
巻
断
簡
の
本
文
は
、
青
表
紙
本
系
統
で
あ
る
。
ま
た
、「
早
蕨
」
巻
は
、
定

家
本
「
早
蕨
」
巻
（
個
人
蔵
）
の
忠
実
な
模
写
本
で
あ
る
。
現
状
、「
早
蕨
」
巻
断

簡
を
除
く
、
他
の
六
巻
の
断
簡
本
文
と
特
定
の
伝
本
と
の
直
接
的
な
影
響
関
係
を
認

め
る
た
め
の
傍
証
は
、
見
出
せ
て
い
な
い
。

次
に
、
伝
称
筆
者
を
一
条
教
房
と
鑑
定
す
る
古
筆
見
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
教
房

を
伝
称
筆
者
と
す
る
『
源
氏
物
語
』
断
簡
は
、
文
化
五
（
一
八
〇
八
）
年
刊
『
古こ

筆ひ
つ

名め
い

葉よ
う

集し
ゆ
う』
を
は
じ
め
、
安
政
五
（
一
八
八
五
）
年
刊
『
増
補
古
筆
名
葉
集
』（
外
題
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「
新
撰
古
筆
名
葉
集
」・
見
返
題
「
増
補
新
撰
古
筆
名
葉
集
」）
や
、
神
田
家
四
代
道

伴
が
作
成
に
関
与
し
た
と
さ
れ
る
『
古こ

筆ひ
つ

切ぎ
れ

名め
い

物ぶ
つ

』（
京
都
市
歴
史
資
料
館
蔵
本
。

請
求
記
号
Ｄ
Ｉ
Ｇ
–
Ｋ
Ｔ
Ｒ
Ｓ
–
一
三
六
）
な
ど
に
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。
古
筆

別
家
二
代
了
仲
著
『
古
筆
切
名
物
』（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
）
に
は
、
教
房
の
項
に
「
源

氏
切　

四
半
只
紙
」
と
見
ら
れ
る
（
７
）。
ま
た
、『
古こ

筆ひ
つ

家け

秘ひ

書し
よ

』（
内
閣
文
庫
蔵
本
）

に
は
、「
四
半　

八
寸
八
分　

九
行　

源
氏
／
同　

八
寸
四
分　

十
行　

同
」
と
あ
り
、

『
古こ

筆ひ
つ

切ぎ
れ

目め

安や
す

』（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
）
に
は
、「
源
氏
切　

上
」
と
あ
る
（
８
）。
他
方
、

前
掲
の
了
仲
著
『
古
筆
切
名
物
』
と
近
し
い
内
容
を
有
す
る
『
類る
い

葉よ
う

集し
ゆ
う』（
池
田
家
本
）

に
は
、「
源
氏
切　

四
半
只
紙
」
と
あ
り
、
古
筆
本
家
七
代
了り
よ
う

延え
ん

（
一
七
〇
三
〜

一
七
七
四
）
撰
と
さ
れ
る
『
古
筆
類
葉
集
』（
蓬
左
文
庫
蔵
本
）
に
は
、「
源
氏
切　

上
」

と
あ
る
（
９
）。
以
上
、『
源
氏
物
語
』
断
簡
は
、
古
筆
本
家
・
別
家
の
手
控
え
台
帳

の
類
で
は
広
く
認
知
さ
れ
て
い
た
と
思
し
い
。

古
筆
家
初
代
了
佐
の
極
札
は
、「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
に
、
二
代
了

栄
の
極
札
は
、「
若
菜
上
」
巻
に
そ
れ
ぞ
れ
付
属
す
る
。
現
段
階
で
の
調
査
範
囲
で

言
え
ば
、
最
初
期
の
古
筆
家
の
鑑
定
は
、
こ
れ
ら
三
巻
に
集
中
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
他
方
、「
葵
」
巻
断
簡
三
葉
に
付
属
す
る
古
筆
了
雪
の
極
札
や
、「
花
散
里
」

巻
断
簡
二
葉
に
付
属
す
る
平
塚
平
兵
衛
の
極
札
に
基
づ
く
と
、
当
該
断
簡
群
を
巻

ご
と
に
か
つ
、
鑑
定
し
た
古
筆
見
ご
と
に
分
類
す
る
方
法
も
有
効
だ
ろ
う
（
10
）。

二　

先
行
研
究
の
問
題
点
と
新
た
な
分
類
案

一
条
教
房
を
伝
称
筆
者
と
す
る
一
連
の
『
源
氏
物
語
』
断
簡
の
う
ち
注
記
を
含
む
断

簡
に
つ
い
て
、
古
筆
見
の
鑑
定
の
通
り
、
本
文
を
一
条
教
房
、
注
記
を
一
条
兼
良
が
書

写
し
た
と
判
断
で
き
る
の
か
。
先
行
研
究
の
指
摘
を
整
理
・
再
検
証
し
つ
つ
検
討
す
る
。

当
該
断
簡
群
の
筆
蹟
に
関
し
て
小
松
茂
美
は
、「
了
佐
の
生
き
た
時
代
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
筆
者
の
自
筆
奥
書
や
、
書
写
時
か
ら
遠
か
ら
ぬ
時
期
の
識
語
な
ど
を
伴
う

室
町
時
代
の
冊
子
本
や
巻
子
本
が
、
い
く
つ
も
遺
存
し
て
い
た
可
能
性
が
充
分
に
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
筆
者
鑑
定
は
信
憑
性
が
高
い
」
と
説
き
、
教
房
の
自
署
名

短
冊
一
葉
と
比
較
し
、「
ま
ぎ
れ
も
な
く
同
筆
」
と
結
論
し
た
が
、「
柏
木
」
巻
の
み

は
「
書
風
・
寸
法
と
も
に
自
筆
本
に
近
い
が
、
こ
れ
は
原
本
を
見
な
が
ら
写
し
た
臨

模
本
」
で
あ
り
、
他
の
巻
の
断
簡
と
は
異
筆
で
あ
る
と
解
す
る
（
11
）。
後
に
中
葉
芳

子
は
、「
常
夏
」
巻
断
簡
一
葉
の
解
題
で
「
一
条
教
房
と
伝
え
る
こ
の
源
氏
物
語
の

断
簡
の
筆
跡
と
教
房
の
短
冊
の
筆
跡
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
共
に
定
家
様
で
、
同

筆
と
認
め
ら
れ
る
。（
中
略
）
葵
・
常
夏
・
野
分
・
若
菜
上
・
柏
木
巻
の
ツ
レ
が
伝

存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
五
十
四
帖
す
べ
て
を
教
房
一
人
で
書
写
し
た
も
の

で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
」
と
説
き
、
本
行
本
文
の
書
写
者
に
つ
い
て
小
松
の
指
摘

を
踏
襲
す
る
（
12
）。

他
方
、
先
の
二
氏
と
は
異
な
る
見
解
と
し
て
高
田
信
敬
は
、
下
記
の
通
り
説
述

す
る
。し

か
し
葵
巻
と
そ
れ
以
外
と
は
明
ら
か
に
異
筆
、
常
夏
巻
以
下
は
纏
ま
っ
て
同

筆
と
も
み
ら
れ
よ
う
が
、
常
夏
・
野
分
と
若
菜
上
と
は
酷
似
す
る
筆
跡
な
が
ら

別
手
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
ま
た
柏
木
も
さ
ら
に
異
な
る
筆
つ
き
で
あ
る
。
も

し
教
房
の
筆
跡
を
求
め
る
な
ら
ば
、
常
夏
・
野
分
と
若
菜
上
の
切
の
い
ず
れ
か
。

す
な
わ
ち
伝
教
房
筆
の
断
簡
か
ら
推
測
さ 

れ
る
『
源
氏
物
語
』
が
仮
に
一
具
の

も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
四
筆
以
上
の
寄
り
合
い
書
き
と
な
る
。（
13
）

各
巻
毎
に
筆
蹟
が
異
な
る
と
の
指
摘
は
、
首
肯
さ
れ
る
。
筆
蹟
に
関
す
る
三
氏
の

見
解
を
略
解
す
る
と
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

【
小
松
説
】 「
葵
」・「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
…
真
筆
／

「
柏
木
」
巻
…
異
筆

【
中
葉
説
】 「
葵
」・「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」・「
柏
木
」
巻
…
真
筆

【
高
田
説
】 「
葵
」
巻
…
異
筆
／「
常
夏
」・「
野
分
」
巻
…
真
筆
？
／

「
若
菜
上
」
巻
…
真
筆
？
／
「
柏
木
」
巻
…
異
筆

た
し
か
に
、『
古
筆
学
大
成
』
掲
載
の
短
冊
の
筆
蹟
と
断
簡
の
仮
名
・
漢
字
と
を
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一
六
六
二
）
の
極
札
、
断
簡
５
に
古
筆
本
家
六
代
了り
よ
う
お
ん
音
（
一
六
七
四
〜
一
七
二
五
）

の
極
札
が
そ
れ
ぞ
れ
付
属
す
る
。
本
文
は
、
河
内
本
系
統
。
朱
点
・
朱
合
点
あ
り
。

注
記
あ
り
。「
野
分
」
巻
と
「
若
菜
上
」
巻
断
簡
と
同
筆
で
ツ
レ
と
判
断
で
き
る
。

《「
野
分
」
巻
》

三
葉
掲
出
。元
の
書
形
と
形
態
は
、四
半
形
の
冊
子
本
。一
面
九
行
書
き
の
法
量
は
、

断
簡
２
が
縦
二
五
・
二
×
横
一
四
・
二
糎
。
字
高
は
、
未
測
定
。
和
歌
は
、
改
行
三
字

下
げ
で
末
尾
は
地
の
文
に
連
接
す
る
（
断
簡
２
）。
断
簡
２
に
古
筆
本
家
六
代
了
音

の
極
札
、
断
簡
３
に
古
筆
本
家
初
代
了
佐
と
二
代
畠は
た
け

山や
ま

牛ぎ
ゆ
う

庵あ
ん

（
一
六
二
五
〜

一
六
九
三
）
の
極
札
が
そ
れ
ぞ
れ
付
属
す
る
。
本
文
は
、
河
内
本
系
統
。
朱
点
・
朱

合
点
あ
り
。
注
記
あ
り
。「
常
夏
」
巻
と
「
若
菜
上
」
巻
断
簡
と
同
筆
で
ツ
レ
と
判

断
で
き
る
。

《「
若
菜
上
」
巻
》

三
九
葉
掲
出
。
元
の
書
形
と
形
態
は
、
四
半
形
の
冊
子
本
。
一
面
一
〇
行
書
き
の

法
量
は
、
断
簡
７
が
縦
二
五
・
八
×
横
一
八
・
五
糎
、
断
簡
13
が
縦
二
五
・
七
×
横

一
八
・
三
糎
、
断
簡
19
・
20
が
と
も
に
縦
二
五
・
四
×
横
一
九
・
五
糎
。
字
高
は
、
平
均

二
二
糎
。
断
簡
19
の
右
端
と
20
の
左
端
に
あ
る
余
白
に
等
間
隔
の
綴
穴
痕
が
あ
る
た

め
、
装
訂
が
袋
綴
装
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
さ
ら
に
、
断
簡
38
・
39
は
、
本
文
が

連
接
す
る
断
簡
で
あ
り
、
原
本
調
査
を
し
た
断
簡
38
に
あ
る
四
箇
所
の
虫
損
が
、
影

印
本
に
載
る
断
簡
39
に
お
い
て
線
対
称
の
位
置
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
４
）。

こ
こ
か
ら
袋
綴
一
紙
の
う
ち
断
簡
38
が
オ
モ
テ
の
五
〜
一
〇
行
目
、
断
簡
39
が
ウ
ラ

の
一
〜
八
行
目
に
相
当
す
る 

こ
と
が
判
ぜ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
断
簡
37
の
影
印
本
に

も
断
簡
38
と
同
形
の
虫
損
を
視
認
で
き
、
断
簡
38
・
39
の
前
丁
オ
モ
テ
七
〜
一
〇
行

目
に
相
当
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
（
５
）。
つ
ま
り
、
こ
の
虫
損
は
、
分
割
前
の

冊
子
本
の
時
か
ら
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
和
歌
は
、
改
行
三
字
下
げ
で
末
尾
は
地

の
文
に
連
接
す
る
（
断
簡
11
・
12
）。
断
簡
34
に
古
筆
本
家
初
代
了
佐
の
極
札
、
断
簡

23
・
24
に
古
筆
本
家
二
代
了り
よ
う

栄え
い

（
一
六
〇
七
〜
一
六
七
八
）、
断
簡
３
・７
に
古
筆
本

家
六
代
了
音
、
断
簡
37
に
古
筆
本
家
五
代
了り
よ
う

珉み
ん

（
一
六
四
五
〜
一
七
〇
一
）、
断
簡

12
に
神
田
家
四
代
道ど

う

伴は
ん

（
一
六
七
八
〜
一
七
四
九
）、
断
簡
38
に
初
代
朝あ
さ

倉く
ら

茂も

入に
ゆ
う（
生

没
年
未
詳
）
の
極
札
が
そ
れ
ぞ
れ
付
属
す
る
。
本
文
は
、
河
内
本
系
統
。
朱
点
・
朱

合
点
あ
り
。
注
記
あ
り
。「
常
夏
」
巻
と
「
野
分
」
巻
断
簡
と
同
筆
で
ツ
レ
と
判
断
で

き
る
。

《「
柏
木
」
巻
》

四
葉
掲
出
。
元
の
書
形
と
形
態
は
、四
半
形
の
冊
子
本
。
法
量
と
字
高
は
、未
測
定
。

断
簡
２
・
３
・
４
は
、
本
文
一
〇
行
書
き
。
和
歌
は
、
改
行
二
字
下
げ
で
末
尾
は
地
の

文
に
連
接
す
る
（
断
簡
１
）。
断
簡
２
に
古
筆
別
家
三
代
了り
よ
う

仲ち
ゆ
う（
一
六
五
六
〜

一
七
三
六
）、
断
簡
４
に
神
田
家
四
代
道ど
う

伴は
ん

（
一
六
七
八
〜
一
七
四
九
）
の
極
札
が

そ
れ
ぞ
れ
付
属
す
る
。
本
文
は
、青
表
紙
本
系
統
。
朱
点
・
朱
合
点
な
し
。
注
記
な
し
。

他
の
六
巻
の
断
簡
の
い
ず
れ
と
も
筆
蹟
が
異
な
る
。

《「
早
蕨
」
巻
》

一
葉
掲
出
。
元
の
書
形
と
形
態
は
、
四
半
形
の
冊
子
本
。
図
版
と
書
誌
情
報
は
、

高
田
信
敬
の
報
告
に
拠
る
（
６
）。
一
面
九
行
書
き
の
法
量
は
、
縦
二
四
・
三
×
横

一
六
・
四
糎
。
字
高
は
、
約
二
一
糎
。
和
歌
は
、
改
行
二
字
下
げ
で
末
尾
は
地
の
文

に
連
接
す
る
。
初
代
朝
倉
茂
入
の
極
札
が
付
属
す
る
。
重
要
文
化
財
指
定
の
定
家
本

『
源
氏
物
語
』「
早
蕨
」
巻
（
個
人
蔵
）
の
忠
実
な
模
写
本
。
本
文
は
、青
表
紙
本
系
統
。

他
の
六
巻
の
断
簡
の
い
ず
れ
と
も
筆
蹟
が
異
な
る
。

以
上
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
幾
点
か
言
及
を
加
え
る
。
ま
ず
、「
常
夏
」・「
野
分
」・

「
若
菜
上
」
巻
断
簡
の
本
文
は
、
河
内
本
系
統
で
あ
り
、
他
方
、「
葵
」・「
花
散
里
」・

「
柏
木
」
巻
断
簡
の
本
文
は
、
青
表
紙
本
系
統
で
あ
る
。
ま
た
、「
早
蕨
」
巻
は
、
定

家
本
「
早
蕨
」
巻
（
個
人
蔵
）
の
忠
実
な
模
写
本
で
あ
る
。
現
状
、「
早
蕨
」
巻
断

簡
を
除
く
、
他
の
六
巻
の
断
簡
本
文
と
特
定
の
伝
本
と
の
直
接
的
な
影
響
関
係
を
認

め
る
た
め
の
傍
証
は
、
見
出
せ
て
い
な
い
。

次
に
、
伝
称
筆
者
を
一
条
教
房
と
鑑
定
す
る
古
筆
見
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
教
房

を
伝
称
筆
者
と
す
る
『
源
氏
物
語
』
断
簡
は
、
文
化
五
（
一
八
〇
八
）
年
刊
『
古こ

筆ひ
つ

名め
い

葉よ
う

集し
ゆ
う』
を
は
じ
め
、
安
政
五
（
一
八
八
五
）
年
刊
『
増
補
古
筆
名
葉
集
』（
外
題
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書
写
す
る
場
合
、
筆
蹟
の
他
に
、
和
歌
の
書
き
出
し
の
形
式
が
統
一
さ
れ
て
い
る
か

否
か
も
、「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
が
ツ
レ
で
あ
る
こ
と
を
実
証
す
る
た

め
の
判
断
基
準
の
一
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。

次
に
共
通
す
る
字
母
を
使
用
す
る
語
句
の
筆
蹟
と
、
そ
の
使
用
例
に
つ
い
て
、「
た

ま
ふ
」
の
語
を
例
に
検
討
し
て
み
た
い
（【
表
二
】
参
照
）。「
た
ま
ふ
」
の
語
が
用

い
ら
れ
た
本
文
を
有
す
る
断
簡
は
、
下
記
の
一
〇
例
で
あ
る
。

・ 「
葵
」
巻
…
二
例
（
断
簡
８
の
三
・
五
行
目
）

・ 「
花
散
里
」
巻
…
一
例
（
断
簡
２
の
六
行
目
）

・ 「
常
夏
」
巻
…
二
例
（
断
簡
１
の
一
行
目
・
断
簡
５
の
三
行
目
）

・ 「
野
分
」
巻
…
一
例
（
断
簡
２
の
四
行
目
）

・ 「
若
菜
上
」
巻
断
簡
…
四
例
（
断
簡
１
の
五
行
目
・
13
の
四
行
目
・
20
の
三
行
目
・

21
の
五
行
目
）

「
葵
」
巻
が
「
多
末
不
」、「
花
散
里
」
巻
が
「
太
末
不
」
で
あ
る
一
方
で
、
刮
目

す
べ
き
は
、「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
断
簡
が
い
ず
れ
も
「
堂
末
不
」
と

す
る
点
で
あ
る
。
筆
蹟
の
み
な
ら
ず
、
特
定
の
語
の
字
母
の
使
用
例
ま
で
共
通
す
る

点
を
も
踏
ま
え
る
と
、「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
断
簡
が
ツ
レ
で
あ
る
こ

と
の
信
憑
性
が
高
く
な
る
。

最
後
に
行
間
注
記
の
有
無
と
形
式
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
稿
に
て
調
査
対
象
と

し
た
断
簡
に
つ
き
行
間
注
記
の
有
無
と
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
悉
皆
的
に
調
査
し
た

（
本
稿
末
尾
【
表
四
】
参
照
）。
注
記
内
容
は
、（
一
）
人
物
比
定
、（
二
）
漢
字
ル
ビ
、

（
三
）
典
拠
と
な
る
和
歌
や
記
録
書
の
引
用
の
三
種
に
分
類
で
き
る
。「
花
散
里
」・

「
柏
木
」・「
早
蕨
」
巻
に
は
行
間
注
記
が
見
ら
れ
な
い
。「
葵
」
巻
断
簡
に
は
、
上
記

三
種
の
注
記
は
な
く
、
断
簡
３
・
４
・
５
の
本
文
に
「
か
な
し
うく

」
の
ご
と
く
、
ウ
音

便
の
箇
所
に
「
く
」
が
併
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
ウ
音
便
の
注
記
は
、
他
の

巻
の
断
簡
に
は
見
ら
れ
な
い
、「
葵
」
巻
断
簡
独
自
の
書
き
入
れ
で
あ
る
。

特
に
留
意
し
た
い
の
は
、（
三
）
典
拠
と
な
る
和
歌
や
記
録
書
の
引
用
の
注
記
を

有
す
る
「
常
夏
」
巻
三
葉
（
断
簡
３
・
４
・
７
）・「
野
分
」
巻
一
葉
（
断
簡
１
）・「
若

【
表
二
】
諸
巻
の
「
た
ま
ふ
」
の
字
母
と
筆
蹟

「
葵
」
巻
断
簡
８　

三
行
目

「
野
分
」
巻
断
簡
２　

四
行
目

「
葵
」
巻
断
簡
８　

五
行
目

「
若
菜
上
」
巻
断
簡
１　

五
行
目

「
花
散
里
」
巻
断
簡
２　

六
行
目

「
若
菜
上
」
巻
断
簡
13　

四
行
目

「
常
夏
」
巻
断
簡
１　

一
行
目

「
若
菜
上
」
巻
断
簡
20　

三
行
目

「
常
夏
」
巻
断
簡
５　

三
行
目

「
若
菜
上
」
巻
断
簡
21　

五
行
目
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そ
れ
ぞ
れ
比
較
す
る
と
、
定
家
流
の
書
き
ぶ
り
が
見
ら
れ
、
書
流
の
近
似
性
は
認
め

ら
れ
る
（
14
）。
し
か
し
、
つ
ぶ
さ
に
単
字
の
書
体
・
書
形
と
連
綿
の
運
筆
の
あ
り
方

を
比
較
す
る
と
、
必
ず
し
も
筆
蹟
が
同
一
で
、
両
者
同
筆
と
結
論
す
る
に
は
早
計
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
諸
巻
の
断
簡
の
中
で
も
筆
蹟
は
一
定
せ
ず
、
複

数
の
筆
が
認
め
ら
れ
る
。
小
松
・
中
葉
の
見
解
の
問
題
点
は
、
断
簡
と
比
較
す
る
際

の
筆
蹟
資
料
が
教
房
の
短
冊
一
葉
の
み
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
教
房
の
自

筆
・
真
筆
資
料
は
僅
少
で
あ
る
た
め
、
容
易
に
十
分
な
比
較
資
料
を
集
成
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
（
15
）。
だ
が
、
短
冊
に
限
っ
て
み
て
も
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
短

冊
手
鑑
『
筆
陳
』（
九
九
―
二
〇
一
）
に
一
葉
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
短
冊
手
鑑
「
手

鏡
」
第
二
帖
（
Ｗ
Ａ
四
八
―
一
）
に
一
葉
と
そ
れ
ぞ
れ
存
し
、
ま
た
版
本
な
が
ら
慶

安
四
年
刊
行
『
大
手
鑑
』
に
一
葉
が
摸
さ
れ
、
計
四
葉
分
の
短
冊
を
活
用
で
き
る
。

ま
た
、 

高
田
の
指
摘
に
つ
い
て
、
諸
巻
の
断
簡
が
一
筆
に
成
る
も
の
で
は
な
く
、

複
数
の
筆
蹟
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
点
は
肯
定
で
き
る
が
、「
常
夏
・
野
分
と
若

菜
上
と
は
酷
似
す
る
筆
跡
な
が
ら
別
手
で
は
な
い
か
」
と
す
る
推
論
と
、「
も
し
教

房
の
筆
跡
を
求
め
る
な
ら
ば
、
常
夏
・
野
分
と
若
菜
上
の
切
の
い
ず
れ
か
」
と
す
る

推
断
に
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
（
16
）。
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
本
稿
の
立
場
は
、

「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
の
三
巻
が
と
も
に
同
筆
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

そ
の
根
拠
は
、
主
に
和
歌
の
書
式
、
共
通
す
る
字
母
を
使
用
す
る
語
句
の
筆
蹟
と
そ

の
使
用
例
、
行
間
注
記
の
有
無
と
形
式
の
三
点
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
当
該
断
簡
群
の
和
歌
の
書
式
に
つ
い
て
検
討
す
る
（【
表
一
】
参
照
）。
和

歌
を
含
む
断
簡
は
、「
葵
」
巻
断
簡
７
、「
常
夏
」
巻
断
簡
２
・７
、「
野
分
」
巻
断
簡
２
、

「
若
菜
上
」
断
簡
11
・
12
、「
柏
木
」
巻
断
簡
１
、「
早
蕨
」
断
簡
１
の
計
八
葉
を
数

え
る
。「
葵
」・「
柏
木
」
巻
断
簡
、
お
よ
び
定
家
本
を
忠
実
に
臨
模
し
た
「
早
蕨
」

巻
断
簡
は
、
い
ず
れ
も
二
字
程
度
の
字
下
げ
で
和
歌
が
記
さ
れ
る
。
一
方
、「
常
夏
」・

「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
断
簡
は
、
三
者
と
も
に
三
字
程
度
の
字
下
げ
で
和
歌
が
記

さ
れ
る
（「
若
菜
上
」
巻
断
簡
12
に
お
け
る
行
頭
か
ら
和
歌
の
書
き
出
し
ま
で
の
法

量
は
二
・
三
糎
）。
一
具
の
『
源
氏
物
語
』
写
本
に
お
い
て
複
数
の
巻
を
同
じ
人
間
が

【
表
一
】
諸
巻
の
和
歌
の
字
下
げ

「
葵
」
巻
断
簡
７　

二
字
分
の
字
下
げ

「
若
菜
上
」
巻
断
簡
11　

三
字
分
の
字
下
げ

「
常
夏
」
巻
断
簡
２　

三
字
分
の
字
下
げ

「
若
菜
上
」
巻
断
簡
12　

三
字
分
の
字
下
げ

「
常
夏
」
巻
断
簡
７　

三
字
分
の
字
下
げ

「
柏
木
」
巻
断
簡
１　

二
字
分
の
字
下
げ

「
野
分
」
巻
断
簡
２　

三
字
分
の
字
下
げ
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書
写
す
る
場
合
、
筆
蹟
の
他
に
、
和
歌
の
書
き
出
し
の
形
式
が
統
一
さ
れ
て
い
る
か

否
か
も
、「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
が
ツ
レ
で
あ
る
こ
と
を
実
証
す
る
た

め
の
判
断
基
準
の
一
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。

次
に
共
通
す
る
字
母
を
使
用
す
る
語
句
の
筆
蹟
と
、
そ
の
使
用
例
に
つ
い
て
、「
た

ま
ふ
」
の
語
を
例
に
検
討
し
て
み
た
い
（【
表
二
】
参
照
）。「
た
ま
ふ
」
の
語
が
用

い
ら
れ
た
本
文
を
有
す
る
断
簡
は
、
下
記
の
一
〇
例
で
あ
る
。

・ 「
葵
」
巻
…
二
例
（
断
簡
８
の
三
・
五
行
目
）

・ 「
花
散
里
」
巻
…
一
例
（
断
簡
２
の
六
行
目
）

・ 「
常
夏
」
巻
…
二
例
（
断
簡
１
の
一
行
目
・
断
簡
５
の
三
行
目
）

・ 「
野
分
」
巻
…
一
例
（
断
簡
２
の
四
行
目
）

・ 「
若
菜
上
」
巻
断
簡
…
四
例
（
断
簡
１
の
五
行
目
・
13
の
四
行
目
・
20
の
三
行
目
・

21
の
五
行
目
）

「
葵
」
巻
が
「
多
末
不
」、「
花
散
里
」
巻
が
「
太
末
不
」
で
あ
る
一
方
で
、
刮
目

す
べ
き
は
、「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
断
簡
が
い
ず
れ
も
「
堂
末
不
」
と

す
る
点
で
あ
る
。
筆
蹟
の
み
な
ら
ず
、
特
定
の
語
の
字
母
の
使
用
例
ま
で
共
通
す
る

点
を
も
踏
ま
え
る
と
、「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
断
簡
が
ツ
レ
で
あ
る
こ

と
の
信
憑
性
が
高
く
な
る
。

最
後
に
行
間
注
記
の
有
無
と
形
式
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
稿
に
て
調
査
対
象
と

し
た
断
簡
に
つ
き
行
間
注
記
の
有
無
と
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
悉
皆
的
に
調
査
し
た

（
本
稿
末
尾
【
表
四
】
参
照
）。
注
記
内
容
は
、（
一
）
人
物
比
定
、（
二
）
漢
字
ル
ビ
、

（
三
）
典
拠
と
な
る
和
歌
や
記
録
書
の
引
用
の
三
種
に
分
類
で
き
る
。「
花
散
里
」・

「
柏
木
」・「
早
蕨
」
巻
に
は
行
間
注
記
が
見
ら
れ
な
い
。「
葵
」
巻
断
簡
に
は
、
上
記

三
種
の
注
記
は
な
く
、
断
簡
３
・
４
・
５
の
本
文
に
「
か
な
し
うく

」
の
ご
と
く
、
ウ
音

便
の
箇
所
に
「
く
」
が
併
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
ウ
音
便
の
注
記
は
、
他
の

巻
の
断
簡
に
は
見
ら
れ
な
い
、「
葵
」
巻
断
簡
独
自
の
書
き
入
れ
で
あ
る
。

特
に
留
意
し
た
い
の
は
、（
三
）
典
拠
と
な
る
和
歌
や
記
録
書
の
引
用
の
注
記
を

有
す
る
「
常
夏
」
巻
三
葉
（
断
簡
３
・
４
・
７
）・「
野
分
」
巻
一
葉
（
断
簡
１
）・「
若

【
表
二
】
諸
巻
の
「
た
ま
ふ
」
の
字
母
と
筆
蹟

「
葵
」
巻
断
簡
８　

三
行
目

「
野
分
」
巻
断
簡
２　

四
行
目

「
葵
」
巻
断
簡
８　

五
行
目

「
若
菜
上
」
巻
断
簡
１　

五
行
目

「
花
散
里
」
巻
断
簡
２　

六
行
目

「
若
菜
上
」
巻
断
簡
13　

四
行
目

「
常
夏
」
巻
断
簡
１　

一
行
目

「
若
菜
上
」
巻
断
簡
20　

三
行
目

「
常
夏
」
巻
断
簡
５　

三
行
目

「
若
菜
上
」
巻
断
簡
21　

五
行
目
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そ
れ
ぞ
れ
比
較
す
る
と
、
定
家
流
の
書
き
ぶ
り
が
見
ら
れ
、
書
流
の
近
似
性
は
認
め

ら
れ
る
（
14
）。
し
か
し
、
つ
ぶ
さ
に
単
字
の
書
体
・
書
形
と
連
綿
の
運
筆
の
あ
り
方

を
比
較
す
る
と
、
必
ず
し
も
筆
蹟
が
同
一
で
、
両
者
同
筆
と
結
論
す
る
に
は
早
計
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
諸
巻
の
断
簡
の
中
で
も
筆
蹟
は
一
定
せ
ず
、
複

数
の
筆
が
認
め
ら
れ
る
。
小
松
・
中
葉
の
見
解
の
問
題
点
は
、
断
簡
と
比
較
す
る
際

の
筆
蹟
資
料
が
教
房
の
短
冊
一
葉
の
み
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
教
房
の
自

筆
・
真
筆
資
料
は
僅
少
で
あ
る
た
め
、
容
易
に
十
分
な
比
較
資
料
を
集
成
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
（
15
）。
だ
が
、
短
冊
に
限
っ
て
み
て
も
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
短

冊
手
鑑
『
筆
陳
』（
九
九
―
二
〇
一
）
に
一
葉
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
短
冊
手
鑑
「
手

鏡
」
第
二
帖
（
Ｗ
Ａ
四
八
―
一
）
に
一
葉
と
そ
れ
ぞ
れ
存
し
、
ま
た
版
本
な
が
ら
慶

安
四
年
刊
行
『
大
手
鑑
』
に
一
葉
が
摸
さ
れ
、
計
四
葉
分
の
短
冊
を
活
用
で
き
る
。

ま
た
、 

高
田
の
指
摘
に
つ
い
て
、
諸
巻
の
断
簡
が
一
筆
に
成
る
も
の
で
は
な
く
、

複
数
の
筆
蹟
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
点
は
肯
定
で
き
る
が
、「
常
夏
・
野
分
と
若

菜
上
と
は
酷
似
す
る
筆
跡
な
が
ら
別
手
で
は
な
い
か
」
と
す
る
推
論
と
、「
も
し
教

房
の
筆
跡
を
求
め
る
な
ら
ば
、
常
夏
・
野
分
と
若
菜
上
の
切
の
い
ず
れ
か
」
と
す
る

推
断
に
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
（
16
）。
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
本
稿
の
立
場
は
、

「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
の
三
巻
が
と
も
に
同
筆
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

そ
の
根
拠
は
、
主
に
和
歌
の
書
式
、
共
通
す
る
字
母
を
使
用
す
る
語
句
の
筆
蹟
と
そ

の
使
用
例
、
行
間
注
記
の
有
無
と
形
式
の
三
点
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
当
該
断
簡
群
の
和
歌
の
書
式
に
つ
い
て
検
討
す
る
（【
表
一
】
参
照
）。
和

歌
を
含
む
断
簡
は
、「
葵
」
巻
断
簡
７
、「
常
夏
」
巻
断
簡
２
・７
、「
野
分
」
巻
断
簡
２
、

「
若
菜
上
」
断
簡
11
・
12
、「
柏
木
」
巻
断
簡
１
、「
早
蕨
」
断
簡
１
の
計
八
葉
を
数

え
る
。「
葵
」・「
柏
木
」
巻
断
簡
、
お
よ
び
定
家
本
を
忠
実
に
臨
模
し
た
「
早
蕨
」

巻
断
簡
は
、
い
ず
れ
も
二
字
程
度
の
字
下
げ
で
和
歌
が
記
さ
れ
る
。
一
方
、「
常
夏
」・

「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
断
簡
は
、
三
者
と
も
に
三
字
程
度
の
字
下
げ
で
和
歌
が
記

さ
れ
る
（「
若
菜
上
」
巻
断
簡
12
に
お
け
る
行
頭
か
ら
和
歌
の
書
き
出
し
ま
で
の
法

量
は
二
・
三
糎
）。
一
具
の
『
源
氏
物
語
』
写
本
に
お
い
て
複
数
の
巻
を
同
じ
人
間
が

【
表
一
】
諸
巻
の
和
歌
の
字
下
げ

「
葵
」
巻
断
簡
７　

二
字
分
の
字
下
げ

「
若
菜
上
」
巻
断
簡
11　

三
字
分
の
字
下
げ

「
常
夏
」
巻
断
簡
２　

三
字
分
の
字
下
げ

「
若
菜
上
」
巻
断
簡
12　

三
字
分
の
字
下
げ

「
常
夏
」
巻
断
簡
７　

三
字
分
の
字
下
げ

「
柏
木
」
巻
断
簡
１　

二
字
分
の
字
下
げ

「
野
分
」
巻
断
簡
２　

三
字
分
の
字
下
げ
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《
断
簡
１
》（
一
〇
二
六
頁
五
〜
一
二
行
目
）

も
を
は
さ
ら
に
も
い
は
す
は
か
な
き
御
あ
そ
ひ
も
の
ま
て
す
こ
し

ゆ
へ
あ
る
か
き
り
を
は
た
ゝ
こ
の
御
か
た
に
と
り
わ
た
し
た
て

ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
て
そ
の
つ
き
〳
〵
を
な
ん
こ
と
み
こ
た
ち
に
は
御

 

処
分

そ
ふ
む
と
も
あ
り
け
る
春
宮
は
か
ゝ
る
御
な
や
み
に
そ
へ
て
世

 

承
平
四
年
朱
雀
院
御
処
分
事
有
李
部
王
記

を
そ
む
か
せ
た
ま
へ
き
御
心
つ
か
ひ
に
な
ん
と
き
か
せ
給
て
わ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

承
香
殿
女
御 

ひ
け
く
ろ
の
大
将
の
妹
也

た
ら
せ
給
へ
り
は
ゝ
女
御
も
そ
ひ
き
こ
え
さ
せ
給
て
ま
い
り
た

ま
へ
り
す
く
れ
た
る
御
お
ほ
え
に
し
も
あ
ら
さ
り
し
か
と
宮
の
か
く

て
お
は
し
ま
す
御
す
く
せ
の
か
き
り
な
く
め
て
た
け
れ
は
と
し

こ
ろ
の
御
物
か
た
り
こ
ま
や
か
に
き
こ
え
さ
せ
給
け
り
宮
に

も
よ
ろ
つ
の
事
世
を
た
も
ち
給
は
ん
御
心
つ
か
ひ
な
と
き
こ
え

四
・
五
行
目
の
行
間
の
注
記
「
承
平
四
年
朱
雀
院
御
処
分
事
有
李
部
王
記
」
は
、

『
花
鳥
余
情
』
の
「
そ
の
つ
き
〳
〵
を
な
ん
こ
と
み
こ
た
ち
に
は
御
そ
ふ
ん
と
も
有

け
る
」
に
対
す
る
注
「
宇
多
天
皇
御
門
を
は
御
出
家
の
ゝ
ち
朱
雀
院
と
申
侍
り　

承

平
四
年
に
朱
雀
院
御
処
分
の
事
あ
り　

吏
部
王
記
に
見
え
た
り
」
に
相
当
す
る
。『
花

鳥
余
情
』
で
は
、
漢
字
と
仮
名
交
じ
り
で
訓
ま
れ
て
い
る
が
、
断
簡
の
注
記
内
容
と

一
致
す
る
。『
吏り

部ぶ

王お
う

記き

』
を
典
拠
と
す
る
指
摘
は
、『
河
海
抄
』
に
は
見
え
な
い
。

《
断
簡
９
》（
一
〇
五
六
頁
一
三
行
目
〜
一
〇
五
七
頁
六
行
目
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

 

律

か
き
り
い
た
し
て
か
へ
り
こ
ゑ
に
な
る
よ
の
ふ
け
ゆ
く
ま
ゝ
に

も
の
ゝ
し
ら
へ
と
も
な
つ
か
し
く
か
は
り
て
あ
を
や
き
あ
そ
ひ
給

 

〽
あ
を
や
き
を
か
た
い
と
に
よ
り
て
鶯
の
ぬ
ふ
て
ふ
か
さ
は
梅
の
花
か
さ
催
馬
律

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

此
御
遊
夜
景
な
る
に
よ
り
て
ね
く
ら
の
鶯
と
い
へ
り

ほ
と
け
に
ね
く
ら
の
う
く
ひ
す
お
と
ろ
き
ぬ
へ
く
い
み
し
く
お
も
し
ろ

 

古
今
集
青
柳
哥
は
か
へ
し
物
と
め
り

し
わ
た
く
し
こ
と
の
さ
ま
に
し
な
し
給
て
ろ
く
な
と
い
と
き
や

【表三】「若菜上」巻断簡の注記一覧
断簡
通番

「若菜上」巻断簡の注記 紫明抄 河海抄 花鳥余情

1 承平四年朱雀院御処分事有李部王記 ― ― ○
8 西宮抄云累代御物在宜陽殿恒例御物納蔵人所又有延喜御記所 ― ○ ―

9

あをやきをかたいとによりて鶯のぬふてふかさは梅の花かさ催馬楽 ○ ○ ―
此御遊夜景なるによりてねくらの鶯といへり ― ― ○
古今集青柳哥はかへし物とめり ― ― ―
とし月の行ゑもしらぬ山かつはたきのをとにや春をしるらん拾 ― ○ ―
かそへしる人なかりせはいたつらに谷の松としをつまゝし後 ― ― ○

10

折つれは袖こそにほへ梅の花ありとやこゝに鶯のなく古 ○ ○ ―
梅かゝをさくらのはなにゝほはせて柳かえたにさかせてしかな拾 ― ― ○
すこしきはかり也 ― ― ○
紫上はさくらにたとへる心也 ― ― ○

12
女三宮を紫上と母かたのいとこにておはします事也 ― ― ○
世のうきめみえぬ山ちに入らんには思ふ人こそほたしなりけれ古 ○ ○ ―
人のおやの心はやみにあらねとも子を思ふみちにまとひぬるかな ○ ― ―

14 なきなそと人にはいひてありぬへし心のとはゝいかゝこたへん ○ ○ ―

15
むら鳥のたちにしわかな今さらにことなしふともしるしあらめや ○ ○ ―
和泉守事 ― ○ ―
いつみなるしのたのもりのくすの木も千えにわかれて物をこそ思へ六帖 ― ― ○

20 高名録帯落花形鶴通天鴛通天也 ― ○ ―
21 延喜十六年御賀内の御引出物嵯峨御手跡一褁琴和琴各一面云々天皇於朱雀院奉賀上皇五十賀 ― ○ ―

25
熊　狼　施 ○ ― ―
身をすてゝ山に入にし我なれはくまくらはん事もしられす六帖 ― ○ ―

27 漢孝文帝の遺詔事 ― ― ―
33 耶輸陀羅　福地のそのにたねまきてあはんかならす有為のみやこに　不知誰事 ― ○ ―
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菜
上
」
巻
一
二
葉
（
断
簡
１
・
８
・
９
・
10
・
12
・
14
・
15
・
20
・
21
・
24
・
25
・

33
）
の
三
巻
の
断
簡
で
あ
る
。
和
歌
に
関
す
る
注
記
に
は
、
い
ず
れ
も
朱
合
点
を
有

す
る
点
で
概
ね
共
通
す
る
。

以
上
、「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
断
簡
に
お
け
る
和
歌
の
書
式
と
、
特

定
の
語
句
の
筆
蹟
お
よ
び
そ
の
使
用
例
と
、
行
間
注
記
の
書
式
と
の
共
通
性
に
鑑
み

る
と
、「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
断
簡
は
い
ず
れ
も
同
筆
で
ツ
レ
で
あ
る

と
判
断
で
き
る
。
な
お
、
上
記
三
巻
が
教
房
真
筆
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
短
冊
に
お

け
る
文
字
の
筆
順
・
運
筆
・
書
体
に
留
意
し
比
較
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
教
房
の
筆
に

成
る
と
認
め
得
る
が
、
現
状
、
比
較
対
象
の
筆
蹟
資
料
が
僅
少
で
あ
る
た
め
、
筆
蹟

の
み
に
基
づ
く
判
断
に
は
慎
重
な
立
場
を
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三　
「
若
菜
上
」
巻
断
簡
の
注
記
内
容

教
房
と
兼
良
と
が
「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
断
簡
を
書
写
し
た
と
す
る

点
に
つ
い
て
、
筆
蹟
と
は
別
に
注
記
内
容
の
検
討
か
ら
そ
の
蓋
然
性
を
高
め
て
み
た

い
。
こ
れ
ら
断
簡
群
に
存
す
る
注
記
に
つ
い
て
小
松
茂
美
は
、「『
源
氏
物
語
』
の
本

文
書
写
と
い
う
大
業
の
上
に
、
一
条
教
房
み
ず
か
ら
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
に
い
ど

ん
だ
姿
が
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
、
本
文
と
注
記
の
い
ず
れ
も
教
房
の
一
筆

に
成
る
と
指
摘
す
る
（
17
）。
し
か
し
、
本
行
本
文
と
注
記
と
の
筆
蹟
は
、
明
ら
か
に

異
筆
で
あ
る
た
め
、
教
房
と
の
事
績
の
対
照
に
は
存
疑
で
あ
る
。

他
方
、
中
葉
芳
子
は
、「
墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
注
は
、
教
房
の
父
兼
良
の
筆
と

思
わ
れ
、
兼
良
の
息
子
へ
の
教
授
の
ほ
ど
が
窺
わ
れ
て
興
味
深
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
」
と
、
兼
良
の
筆
に
成
る
こ
と
を
認
め
た
う
え
で
、
兼
良
と
教
房
父
子
に
よ
り
書

写
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
と
位
置
付
け
る
（
18
）。
ま
た
、
高
田
信
敬
は
、「
実
物
を
見

る
限
り
、
本
文
と
は
別
筆
―
特
に
漢
字
は
差
が
大
き
い
―
と
認
め
ら
れ
、
極
め
の
通

り
兼
良
筆
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
」
と
説
き
、
比
較
す
べ
き
筆
蹟
資
料
と
し
て
冷れ
い

泉ぜ
い

家け

時し
ぐ
れ雨
亭て
い

文
庫
蔵
『
伊い

勢せ

物も
の

語が
た
り

愚ぐ

見け
ん

抄し
よ
う』
を
掲
げ
て
い
る
（
19
）。

断
簡
に
見
え
る
注
記
内
容
に
つ
い
て
高
田
は
、
下
記
の
通
り
纏
め
る
。

書
入
れ
の
内
容
は
兼
良
の
著
作
『
花
鳥
余
情
』
と
関
わ
り
が
薄
く
、『
河
海
抄
』

に
近
い
。（
中
略
）
他
の
ツ
レ
に
存
す
る
書
き
入
れ
も
『
河
海
抄
』
の
指
摘
す

る
引
歌
を
転
記
し
た
も
の
が
多
く
、『
花
鳥
余
情
』
と
関
連
す
る
項
目
は
、
現

存
資
料
の
範
囲
に
お
い
て
稀
で
あ
る
。（
中
略
）
と
に
か
く
細
字
書
き
入
れ
に

は
問
題
が
多
く
残
る
。
つ
い
で
に
記
す
と
、『
花
鳥
余
情
』
は
『
河
海
抄
』
の

遺
漏
を
補
い
錯
誤
を
訂
す
る
目
的
で
編
ま
れ
た
注
釈
ゆ
え
、『
河
海
抄
』
の
記

述
を
正
し
い
と
認
め
た
場
合
、『
花
鳥
余
情
』
は
そ
れ
に
言
及
し
な
い
の
が
基

本
姿
勢
で
あ
る
。
ゆ
え
に
『
花
鳥
余
情
』
は
『
河
海
抄
』
を
手
元
に
備
え
て
い

な
い
と
十
分
な
効
果
を
発
揮
し
な
い
。
諸
注
集
成
を
意
図
す
る
著
作
と
は
異
質

な
の
だ
か
ら
。
よ
っ
て
伝
教
房
筆
源
氏
物
語
切
書
き
入
れ
に
『
河
海
抄
』
の
引

用
が
多
い
こ
と
は
、『
花
鳥
余
情
』
の
利
用
を
前
提
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。（
20
）

高
田
は
、
断
簡
の
注
記
と
兼
良
の
『
花
鳥
余
情
』
と
の
関
連
性
が
希
薄
で
あ
り
、
注

記
に
『
河
海
抄
』
か
ら
の
引
用
が
多
い
こ
と
を
踏
ま
え
、『
花
鳥
余
情
』
の
利
用
を
前

提
と
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
断
簡
の
注
記
に
は
、『
河
海
抄
』
の
説
を
多
く

含
み
、『
花
鳥
余
情
』
と
併
用
す
る
こ
と
が
前
提
に
あ
る
と
の
指
摘
は
、
実
用
的
な
観

点
に
よ
る
位
置
付
け
と
し
て
も
理
に
か
な
っ
た
説
明
で
あ
り
、注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

断
簡
の
注
記
内
容
を
再
検
証
す
る
と
、『
花
鳥
余
情
』
と
の
関
連
性
が
希
薄
で
あ
る
と

は
言
え
な
い
た
め
、
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。
伝
存
数
の
多
い
「
若
菜
上
」
巻
断
簡
の

注
記
に
つ
い
て
言
え
ば
、
本
稿
に
掲
げ
た
全
三
九
葉
の
う
ち
注
記
を
含
む
の
は
一
二
葉

あ
る
。
た
し
か
に
、
高
田
の
指
摘
の
通
り
、『
河
海
抄
』
の
説
を
引
く
注
記
は
、
計

一
〇
葉
の
中
に
一
二
箇
所
に
あ
る
。
し
か
し
、
断
簡
五
葉
の
中
に
は
、
先
行
す
る
『
源

氏
釈
』・『
紫
明
抄
』・『
河
海
抄
』
等
の
古
注
釈
書
の
説
に
は
見
ら
れ
な
い
、『
花
鳥
余
情
』

独
自
の
注
記
が
計
七
箇
所
存
す
る
の
で
あ
る
（
断
簡
１
・
９
・
10
・
12
・
15
）。
当
該

五
葉
の
注
記
を
順
に
確
認
す
る
（【
表
三
】
参
照
）。
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《
断
簡
１
》（
一
〇
二
六
頁
五
〜
一
二
行
目
）

も
を
は
さ
ら
に
も
い
は
す
は
か
な
き
御
あ
そ
ひ
も
の
ま
て
す
こ
し

ゆ
へ
あ
る
か
き
り
を
は
た
ゝ
こ
の
御
か
た
に
と
り
わ
た
し
た
て

ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
て
そ
の
つ
き
〳
〵
を
な
ん
こ
と
み
こ
た
ち
に
は
御

 

処
分

そ
ふ
む
と
も
あ
り
け
る
春
宮
は
か
ゝ
る
御
な
や
み
に
そ
へ
て
世

 

承
平
四
年
朱
雀
院
御
処
分
事
有
李
部
王
記

を
そ
む
か
せ
た
ま
へ
き
御
心
つ
か
ひ
に
な
ん
と
き
か
せ
給
て
わ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

承
香
殿
女
御 

ひ
け
く
ろ
の
大
将
の
妹
也

た
ら
せ
給
へ
り
は
ゝ
女
御
も
そ
ひ
き
こ
え
さ
せ
給
て
ま
い
り
た

ま
へ
り
す
く
れ
た
る
御
お
ほ
え
に
し
も
あ
ら
さ
り
し
か
と
宮
の
か
く

て
お
は
し
ま
す
御
す
く
せ
の
か
き
り
な
く
め
て
た
け
れ
は
と
し

こ
ろ
の
御
物
か
た
り
こ
ま
や
か
に
き
こ
え
さ
せ
給
け
り
宮
に

も
よ
ろ
つ
の
事
世
を
た
も
ち
給
は
ん
御
心
つ
か
ひ
な
と
き
こ
え

四
・
五
行
目
の
行
間
の
注
記
「
承
平
四
年
朱
雀
院
御
処
分
事
有
李
部
王
記
」
は
、

『
花
鳥
余
情
』
の
「
そ
の
つ
き
〳
〵
を
な
ん
こ
と
み
こ
た
ち
に
は
御
そ
ふ
ん
と
も
有

け
る
」
に
対
す
る
注
「
宇
多
天
皇
御
門
を
は
御
出
家
の
ゝ
ち
朱
雀
院
と
申
侍
り　

承

平
四
年
に
朱
雀
院
御
処
分
の
事
あ
り　

吏
部
王
記
に
見
え
た
り
」
に
相
当
す
る
。『
花

鳥
余
情
』
で
は
、
漢
字
と
仮
名
交
じ
り
で
訓
ま
れ
て
い
る
が
、
断
簡
の
注
記
内
容
と

一
致
す
る
。『
吏り

部ぶ

王お
う

記き

』
を
典
拠
と
す
る
指
摘
は
、『
河
海
抄
』
に
は
見
え
な
い
。

《
断
簡
９
》（
一
〇
五
六
頁
一
三
行
目
〜
一
〇
五
七
頁
六
行
目
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

 

律

か
き
り
い
た
し
て
か
へ
り
こ
ゑ
に
な
る
よ
の
ふ
け
ゆ
く
ま
ゝ
に

も
の
ゝ
し
ら
へ
と
も
な
つ
か
し
く
か
は
り
て
あ
を
や
き
あ
そ
ひ
給

 

〽
あ
を
や
き
を
か
た
い
と
に
よ
り
て
鶯
の
ぬ
ふ
て
ふ
か
さ
は
梅
の
花
か
さ
催
馬
律

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

此
御
遊
夜
景
な
る
に
よ
り
て
ね
く
ら
の
鶯
と
い
へ
り

ほ
と
け
に
ね
く
ら
の
う
く
ひ
す
お
と
ろ
き
ぬ
へ
く
い
み
し
く
お
も
し
ろ

 

古
今
集
青
柳
哥
は
か
へ
し
物
と
め
り

し
わ
た
く
し
こ
と
の
さ
ま
に
し
な
し
給
て
ろ
く
な
と
い
と
き
や

【表三】「若菜上」巻断簡の注記一覧
断簡
通番

「若菜上」巻断簡の注記 紫明抄 河海抄 花鳥余情

1 承平四年朱雀院御処分事有李部王記 ― ― ○
8 西宮抄云累代御物在宜陽殿恒例御物納蔵人所又有延喜御記所 ― ○ ―

9

あをやきをかたいとによりて鶯のぬふてふかさは梅の花かさ催馬楽 ○ ○ ―
此御遊夜景なるによりてねくらの鶯といへり ― ― ○
古今集青柳哥はかへし物とめり ― ― ―
とし月の行ゑもしらぬ山かつはたきのをとにや春をしるらん拾 ― ○ ―
かそへしる人なかりせはいたつらに谷の松としをつまゝし後 ― ― ○

10

折つれは袖こそにほへ梅の花ありとやこゝに鶯のなく古 ○ ○ ―
梅かゝをさくらのはなにゝほはせて柳かえたにさかせてしかな拾 ― ― ○
すこしきはかり也 ― ― ○
紫上はさくらにたとへる心也 ― ― ○

12
女三宮を紫上と母かたのいとこにておはします事也 ― ― ○
世のうきめみえぬ山ちに入らんには思ふ人こそほたしなりけれ古 ○ ○ ―
人のおやの心はやみにあらねとも子を思ふみちにまとひぬるかな ○ ― ―

14 なきなそと人にはいひてありぬへし心のとはゝいかゝこたへん ○ ○ ―

15
むら鳥のたちにしわかな今さらにことなしふともしるしあらめや ○ ○ ―
和泉守事 ― ○ ―
いつみなるしのたのもりのくすの木も千えにわかれて物をこそ思へ六帖 ― ― ○

20 高名録帯落花形鶴通天鴛通天也 ― ○ ―
21 延喜十六年御賀内の御引出物嵯峨御手跡一褁琴和琴各一面云々天皇於朱雀院奉賀上皇五十賀 ― ○ ―

25
熊　狼　施 ○ ― ―
身をすてゝ山に入にし我なれはくまくらはん事もしられす六帖 ― ○ ―

27 漢孝文帝の遺詔事 ― ― ―
33 耶輸陀羅　福地のそのにたねまきてあはんかならす有為のみやこに　不知誰事 ― ○ ―

瀧山　　嵐  伝一条教房筆源氏物語断簡考
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菜
上
」
巻
一
二
葉
（
断
簡
１
・
８
・
９
・
10
・
12
・
14
・
15
・
20
・
21
・
24
・
25
・

33
）
の
三
巻
の
断
簡
で
あ
る
。
和
歌
に
関
す
る
注
記
に
は
、
い
ず
れ
も
朱
合
点
を
有

す
る
点
で
概
ね
共
通
す
る
。

以
上
、「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
断
簡
に
お
け
る
和
歌
の
書
式
と
、
特

定
の
語
句
の
筆
蹟
お
よ
び
そ
の
使
用
例
と
、
行
間
注
記
の
書
式
と
の
共
通
性
に
鑑
み

る
と
、「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
断
簡
は
い
ず
れ
も
同
筆
で
ツ
レ
で
あ
る

と
判
断
で
き
る
。
な
お
、
上
記
三
巻
が
教
房
真
筆
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
短
冊
に
お

け
る
文
字
の
筆
順
・
運
筆
・
書
体
に
留
意
し
比
較
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
教
房
の
筆
に

成
る
と
認
め
得
る
が
、
現
状
、
比
較
対
象
の
筆
蹟
資
料
が
僅
少
で
あ
る
た
め
、
筆
蹟

の
み
に
基
づ
く
判
断
に
は
慎
重
な
立
場
を
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三　
「
若
菜
上
」
巻
断
簡
の
注
記
内
容

教
房
と
兼
良
と
が
「
常
夏
」・「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
断
簡
を
書
写
し
た
と
す
る

点
に
つ
い
て
、
筆
蹟
と
は
別
に
注
記
内
容
の
検
討
か
ら
そ
の
蓋
然
性
を
高
め
て
み
た

い
。
こ
れ
ら
断
簡
群
に
存
す
る
注
記
に
つ
い
て
小
松
茂
美
は
、「『
源
氏
物
語
』
の
本

文
書
写
と
い
う
大
業
の
上
に
、
一
条
教
房
み
ず
か
ら
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
に
い
ど

ん
だ
姿
が
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
、
本
文
と
注
記
の
い
ず
れ
も
教
房
の
一
筆

に
成
る
と
指
摘
す
る
（
17
）。
し
か
し
、
本
行
本
文
と
注
記
と
の
筆
蹟
は
、
明
ら
か
に

異
筆
で
あ
る
た
め
、
教
房
と
の
事
績
の
対
照
に
は
存
疑
で
あ
る
。

他
方
、
中
葉
芳
子
は
、「
墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
注
は
、
教
房
の
父
兼
良
の
筆
と

思
わ
れ
、
兼
良
の
息
子
へ
の
教
授
の
ほ
ど
が
窺
わ
れ
て
興
味
深
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
」
と
、
兼
良
の
筆
に
成
る
こ
と
を
認
め
た
う
え
で
、
兼
良
と
教
房
父
子
に
よ
り
書

写
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
と
位
置
付
け
る
（
18
）。
ま
た
、
高
田
信
敬
は
、「
実
物
を
見

る
限
り
、
本
文
と
は
別
筆
―
特
に
漢
字
は
差
が
大
き
い
―
と
認
め
ら
れ
、
極
め
の
通

り
兼
良
筆
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
」
と
説
き
、
比
較
す
べ
き
筆
蹟
資
料
と
し
て
冷れ
い

泉ぜ
い

家け

時し
ぐ
れ雨
亭て
い

文
庫
蔵
『
伊い

勢せ

物も
の

語が
た
り

愚ぐ

見け
ん

抄し
よ
う』
を
掲
げ
て
い
る
（
19
）。

断
簡
に
見
え
る
注
記
内
容
に
つ
い
て
高
田
は
、
下
記
の
通
り
纏
め
る
。

書
入
れ
の
内
容
は
兼
良
の
著
作
『
花
鳥
余
情
』
と
関
わ
り
が
薄
く
、『
河
海
抄
』

に
近
い
。（
中
略
）
他
の
ツ
レ
に
存
す
る
書
き
入
れ
も
『
河
海
抄
』
の
指
摘
す

る
引
歌
を
転
記
し
た
も
の
が
多
く
、『
花
鳥
余
情
』
と
関
連
す
る
項
目
は
、
現

存
資
料
の
範
囲
に
お
い
て
稀
で
あ
る
。（
中
略
）
と
に
か
く
細
字
書
き
入
れ
に

は
問
題
が
多
く
残
る
。
つ
い
で
に
記
す
と
、『
花
鳥
余
情
』
は
『
河
海
抄
』
の

遺
漏
を
補
い
錯
誤
を
訂
す
る
目
的
で
編
ま
れ
た
注
釈
ゆ
え
、『
河
海
抄
』
の
記

述
を
正
し
い
と
認
め
た
場
合
、『
花
鳥
余
情
』
は
そ
れ
に
言
及
し
な
い
の
が
基

本
姿
勢
で
あ
る
。
ゆ
え
に
『
花
鳥
余
情
』
は
『
河
海
抄
』
を
手
元
に
備
え
て
い

な
い
と
十
分
な
効
果
を
発
揮
し
な
い
。
諸
注
集
成
を
意
図
す
る
著
作
と
は
異
質

な
の
だ
か
ら
。
よ
っ
て
伝
教
房
筆
源
氏
物
語
切
書
き
入
れ
に
『
河
海
抄
』
の
引

用
が
多
い
こ
と
は
、『
花
鳥
余
情
』
の
利
用
を
前
提
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。（
20
）

高
田
は
、
断
簡
の
注
記
と
兼
良
の
『
花
鳥
余
情
』
と
の
関
連
性
が
希
薄
で
あ
り
、
注

記
に
『
河
海
抄
』
か
ら
の
引
用
が
多
い
こ
と
を
踏
ま
え
、『
花
鳥
余
情
』
の
利
用
を
前

提
と
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
断
簡
の
注
記
に
は
、『
河
海
抄
』
の
説
を
多
く

含
み
、『
花
鳥
余
情
』
と
併
用
す
る
こ
と
が
前
提
に
あ
る
と
の
指
摘
は
、
実
用
的
な
観

点
に
よ
る
位
置
付
け
と
し
て
も
理
に
か
な
っ
た
説
明
で
あ
り
、注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

断
簡
の
注
記
内
容
を
再
検
証
す
る
と
、『
花
鳥
余
情
』
と
の
関
連
性
が
希
薄
で
あ
る
と

は
言
え
な
い
た
め
、
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。
伝
存
数
の
多
い
「
若
菜
上
」
巻
断
簡
の

注
記
に
つ
い
て
言
え
ば
、
本
稿
に
掲
げ
た
全
三
九
葉
の
う
ち
注
記
を
含
む
の
は
一
二
葉

あ
る
。
た
し
か
に
、
高
田
の
指
摘
の
通
り
、『
河
海
抄
』
の
説
を
引
く
注
記
は
、
計

一
〇
葉
の
中
に
一
二
箇
所
に
あ
る
。
し
か
し
、
断
簡
五
葉
の
中
に
は
、
先
行
す
る
『
源

氏
釈
』・『
紫
明
抄
』・『
河
海
抄
』
等
の
古
注
釈
書
の
説
に
は
見
ら
れ
な
い
、『
花
鳥
余
情
』

独
自
の
注
記
が
計
七
箇
所
存
す
る
の
で
あ
る
（
断
簡
１
・
９
・
10
・
12
・
15
）。
当
該

五
葉
の
注
記
を
順
に
確
認
す
る
（【
表
三
】
参
照
）。
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な
り
け
れ
や
み
を
は
る
け
て
き
こ
ゆ
る
も
を
こ
か
ま
し
く
や
と
あ
り

〽
人
の
お
や
の
心
は
や
み
に
あ
ら
ね
と
も
子
を
思
ふ
み
ち
に
ま
と
ひ
ぬ
る
か
な

二
・
三
行
目
の
行
間
の
注
記
「
女
三
宮
を
紫
上
と
母
か
た
の
い
と
こ
に
て
お
は
し

ま
す
事
也
」
は
、『
花
鳥
余
情
』
の
注
と
の
み
一
致
す
る
。
四
・
五
行
目
の
行
間
の
注

記
「
世
の
う
き
め
み
え
ぬ
山
ち
に
入
ら
ん
に
は
思
ふ
人
こ
そ
ほ
た
し
な
り
け
れ
古
」

は
、『
古
今
和
歌
集
』（
雑
下
・
九
五
五
・
物
部
吉
名
）
を
引
き
、『
紫
明
抄
』・『
河

海
抄
』
も
当
該
歌
を 

引
く
が
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
『
花
鳥
余
情
』
で
は
、「
こ
の

世
は
子
に
よ
す
る
詞
也
」
と
内
容
に
関
す
る
注
を
記
す
。
ま
た
、
最
終
行
の
注
記
は
、

裁
断
箇
所
と
重
な
る
も
の
の
、
判
読
可
能
で
あ
る
。
注
記
「
人
の
お
や
の
心
は
や
み

に
あ
ら
ね
と
も
子
を
思
ふ
み
ち
に
ま
と
ひ
ぬ
る
か
な
」
は
、『
後
撰
和
歌
集
』（
雑
一
・

一
一
〇
二
・
兼
輔
）
を
典
拠
と
す
る
和
歌
で
あ
り
、
こ
れ
は
『
紫
明
抄
』
の
み
が
指

摘
す
る
に
と
ど
ま
り
、『
河
海
抄
』・『
花
鳥
余
情
』
と
も
に
見
ら
れ
な
い
。

《
断
簡
15
》（
一
〇
六
九
頁
九
行
目
〜
一
〇
七
〇
頁
二
行
目
）

も
け
さ
や
か
に
き
よ
ま
は
り
て
た
ち
に
し
わ
か
な
い
ま
さ
ら
に
と
り
か
へ

 

〽
む
ら
鳥
の
た
ち
に
し
わ
か
な
今
さ
ら
に
こ
と
な
し
ふ
と
も
し
る
し
あ
ら
め　
　

和
泉
守
事

し
給
へ
き
に
や
と
お
ほ
し
お
こ
し
て
こ
の
し
の
た
の
も
り
を
み
ち

 

〽
い
つ
み
な
る
し
の
た
の
も
り
の
く
す
の
木
も
千
え
に
わ
か
れ
て
物
を
こ
そ
思
へ
六
帖

の
し
る
へ
に
て
ま
う
て
給
女
君
に
は
ひ
ん
か
し
の
院
に
も
の
す
る
ひ

た
ち
の
君
の
ひ
こ
ろ
わ
つ
ら
ひ
て
ひ
さ
し
く
な
り
に
け
る
を
も
の

さ
は
か
し
き
ま
き
れ
に
と
ふ
ら
は
ね
は
い
と
を
し
く
て
な
ん
ひ

る
な
と
け
さ
や
か
に
わ
た
ら
ん
も
ひ
ん
な
き
を
よ
の
ま
に
し
の
ひ

て
と
な
ん
お
も
ひ
は
へ
る
ひ
と
に
も
か
く
と
も
し
ら
せ
し
と
き
こ
え

給
て
い
と
い
た
く
心
け
さ
う
し
給
を
れ
い
は
さ
し
も
み
え
給
は

ぬ
あ
た
り
を
あ
や
し
と
み
給
て
お
も
ひ
あ
は
せ
給
事
も
あ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

 
 

 
   　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

と
ひ
め
宮
の
御
事
の
ゝ
ち
は
な
に
こ
と
も
い
と
す
ぬ
◦
る
か
た
の
や
う

一
・
二
行
目
の
行
間
の
注
記
「
む
ら
鳥
の
た
ち
に
し
わ
か
な
今
さ
ら
に
こ
と
な
し

ふ
と
も
し
る
し
あ
ら
め
や
」
は
、『
古
今
和
歌
集
』（
恋
三
・
六
七
四
）
を
典
拠
と
す

る
和
歌
で
あ
り
、『
源
氏
釈
』・『
紫
明
抄
』・『
河
海
抄
』
に
も
引
か
れ
る
が
、『
花
鳥

余
情
』に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
箇
所
は
、各
注
釈
書
の
間
で
諸
説
が
分
か
れ
て
い
る
。

同
じ
行
の
「
和
泉
守
事
」
は
、『
河
海
抄
』
に
「
和
泉
守
事
也
。
和
泉
国
名
所
な
れ

は
也
」
と
あ
る
。
次
の
二
・
三
行
目
の
行
間
の
注
記
「
い
つ
み
な
る
し
の
た
の
も
り

の
く
す
の
木
も
千
え
に
わ
か
れ
て
物
を
こ
そ
思
へ
六
帖
」
は
、『
古
今
和
歌
六
帖
』

（
一
〇
四
九
）
の
和
歌
を
注
記
す
る
。『
紫
明
抄
』
で
は
、「
わ
か
思
事
の
し
け
さ
に

な
ら
ふ
れ
は
し
の
た
の
も
り
の
千
枝
は
も
の
か
は
」
と
、三
奏
本
『
金
葉
和
歌
集
』（
恋

下
・
四
三
三
・
増
基
法
師
）
の
和
歌
を
注
記
す
る
が
、『
花
鳥
余
情
』
に
は
、「
六
帖

い
つ
み
な
る
し
の
た
の
も
り
の
く
す
の
木
も
千
枝
に
わ
か
れ
て
物
を
こ
そ
お
も
へ
」

（
初
稿
本
系
統
の
松
永
本
に
は
「
六
帖
」
な
し
）
と
あ
り
、
断
簡
と
一
致
す
る
。

以
上
、「
若
菜
上
」
巻
断
簡
の
う
ち
『
花
鳥
余
情
』
の
注
記
と
一
致
す
る
文
言
を

有
す
る
五
葉
は
、
い
ず
れ
も
『
源
氏
釈
』・『
紫
明
抄
』・『
河
海
抄
』
の
古
注
釈
書
の

説
と
重
複
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
断
簡
の
注
記
は
、『
花
鳥
余
情
』
の
利
用
を
前

提
と
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
先
行
注
釈
書
と
同
様
の
扱
い
で
『
花
鳥
余
情
』

の
説
も
適
宜
参
照
し
、
引
い
て
い
る
と
判
ぜ
ら
れ
る
。

「
若
菜
上
」
断
簡
の
注
記
内
容
に
つ
い
て
、
先
行
す
る
古
注
釈
書
と
の
比
較
か
ら

下
記
の
通
り
分
類
で
き
る
（【
表
三
】
参
照
）。

・『
紫
明
抄
』
の
み
と
一
致
…
断
簡
12
・
25

・『
河
海
抄
』
の
み
と
一
致
…
断
簡
９
・
15
・
20
・
21
・
25

・『
紫
明
抄
』
と
『
河
海
抄
』
と
一
致
…
断
簡
９
・
10
・
12
・
14
・
15

・『
花
鳥
余
情
』
と
の
み
一
致
…
断
簡
１
・
９
・
10
・
12
・
15

「
若
菜
上
」
巻
断
簡
の
注
記
内
容
に
つ
き
『
紫
明
抄
』・『
河
海
抄
』・『
花
鳥
余
情
』

と
の
注
の
有
無
に
つ
い
て
表
に
掲
出
し
た
。こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
断
簡
１
・
９
・

10
・
12
・
15
に
存
す
る
注
記
は
、『
花
鳥
余
情
』
に
の
み
見
ら
れ
る
説
で
あ
り
、『
紫

明
抄
』・『
河
海
抄
』
の
説
と
重
複
し
な
い
。
一
方
、『
紫
明
抄
』
と
『
河
海
抄
』
の
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う
さ
く
に
ま
う
け
ら
れ
た
り
け
り
あ
か
月
に
か
む
の
君
か
へ
り

給
御
を
く
り
物
な
と
あ
り
け
り
か
う
よ
を
す
つ
る
や
う
に
て
あ

 

〽
と
し
月
の
行
ゑ
も
し
ら
ぬ
山
か
つ
は
た
き
の
を
と
に
や
春
を
し
る
ら
ん
拾

か
し
く
ら
す
ほ
と
に
と
し
月
の
ゆ
く
ゑ
も
し
ら
す
か
ほ
な
る
を
か

 

〽
か
そ
へ
し
る
人
な
か
り
せ
は
い
た
つ
ら
に
谷
の
松
と
や
と
し
を
つ
ま
ゝ
し
後

う
か
そ
へ
し
ら
せ
給
へ
る
に
つ
け
て
は
心
ほ
そ
く
な
ん
と
き
〳
〵
は

お
ひ
や
ま
さ
る
と
み
た
ま
へ
く
ら
へ
よ
か
し
か
く
ふ
る
め
か
し
き
み
の

と
こ
ろ
せ
さ
に
お
も
ふ
に
し
た
か
ひ
て
た
い
め
ん
な
き
も
い
と
〳
〵

二
・
三
行
目
の
行
間
の
注
記
「
あ
を
や
き
を
か
た
い
と
に
よ
り
て
鶯
の
ぬ
ふ
て
ふ

か
さ
は
梅
の
花
か
さ
催
馬
楽
律
」
は
、『
古
今
和
歌
集
』（
神
あ
そ
び
の
う
た
・

一
〇
八
一
）
の
「
か
へ
し
も
の
の
う
た
」
の
和
歌
で
あ
る
。
三
・
四
行
目
の
行
間
の

注
記
「
古
今
集
青
柳
哥
は
か
へ
し
物
と
あ
り
」
は
、こ
れ
を
指
す
。『
紫
明
抄
』
に
「
あ

を
や
き
を
、
か
た
い
と
に
よ
り
て
、
を
け
や
、
鶯
の
、
を
け
や
、
ぬ
ふ
て
ふ
か
さ
は
、

む
め
の
花
か
さ　

青
柳
、
律
、
長
生
楽
序
、
拍
子
十
二
各
六
」、『
河
海
抄
』
に
「
青

柳
催
馬
楽
律
長
生
楽
序
拍
子
十
二
」
と
あ
る
が
、
当
該
箇
所
へ
の
注
は
『
花
鳥
余
情
』
に
見

ら
れ
な
い
。
同
じ
行
間
に
あ
る
次
の
注
記
「
此
御
遊
夜
景
な
る
に
よ
り
て
ね
く
ら
の

鶯
と
い
へ
り
」
は
、『
花
鳥
余
情
』
に
「
此
御
遊
夜
景
な
る
に
よ
り
て
か
く
い
へ
り
」

と
あ
り
、先
行
注
釈
書
に
は
見
ら
れ
な
い
。
六
・
七
行
目
の
行
間
の
注
記
は
、『
河
海
抄
』

の
説
を
踏
襲
す
る
も
の
で
、『
花
鳥
余
情
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
最
後
の
七
・
八
行
目

の
行
間
の
注
記
は
、『
花
鳥
余
情
』
か
ら
見
ら
れ
る
注
釈
で
あ
り
、
後
に
三
さ
ん
じ
よ
う条
西に
し

実さ
ね

隆た
か

の
『
細
さ
い
り
ゆ
う
し
ょ
う

流
抄
』、
九く
じ
ょ
う条
稙た
ね
み
ち通
の
『
孟も
う
し
ん
し
ょ
う

津
抄
』
に
も
踏
襲
さ
れ
る
。

《
断
簡
10
》（
一
〇
六
四
頁
六
〜
一
三
行
目
）

 

〽
折
つ
れ
は
袖
こ
そ
に
ほ
へ
梅
の
花
あ
り
と
や
こ
ゝ
に
鶯
の
な
く
古

か
く
し
て
み
す
を
し
あ
け
て
な
か
め
給
へ
る
さ
ま
ゆ
め
に
も
か
ゝ
る

人
の
お
や
に
て
お
も
き
く
ら
ゐ
と
み
え
給
は
す
わ
か
う
な
ま
め
か
し

き
御
さ
ま
な
り
御
か
へ
り
す
こ
し
ほ
と
ふ
る
心
ち
す
れ
は
い
り
給
て
を
ん
な

君
に
は
な
み
せ
た
て
ま
つ
り
給
は
な
と
い
は
ゝ
か
く
こ
そ
に
ほ
は
ま
ほ
し

 

〽
梅
か
ゝ
を
さ
く
ら
の
は
な
に
ゝ
ほ
は
せ
て
柳
か
え
た
に
さ
か
せ
て
し
か
な
拾　
　

す
こ
し
き
は
か
り
也

け
れ
な
さ
く
ら
に
う
つ
し
て
は
又
ち
り
は
か
り
も
心
わ
く
る
か
た
な
く
や
あ
ら

 

紫
上を

桜は
さ
く
ら
に
た
と
へ
る
心
也

ま
し
な
と
の
給
ふ
こ
れ
も
あ
ま
た
う
つ
ろ
は
ぬ
ほ
と
め
と
ま
る
に
や
あ

 
 

 
 

 

女
三
宮

ら
ん
は
な
の
さ
か
り
に
な
ら
へ
て
み
は
や
な
と
の
給
に
御
返
あ
り
く
れ

な
ゐ
の
う
す
や
う
に
あ
さ
や
か
に
を
し
つ
ゝ
ま
れ
た
る
を
む
ね
つ
ふ
れ

て
御
て
の
い
と
わ
か
き
を
し
は
し
み
せ
た
て
ま
つ
ら
て
あ
ら
は
や

冒
頭
の
注
記
「
折
つ
れ
は
袖
こ
そ
に
ほ
へ
梅
の
花
あ
り
と
や
こ
ゝ
に
鶯
の
な
く
古
」

は
、『
古
今
和
歌
集
』（
春
上
・
三
二
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
の
和
歌
を
引
き
、『
源
氏
釈
』・

『
紫
明
抄
』・『
河
海
抄
』
に
も
引
か
れ
る
が
、『
花
鳥
余
情
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
次

の
四
・
五
行
目
の
行
間
の
注
記
「
梅
か
ゝ
を
さ
く
ら
の
は
な
に
ゝ
ほ
は
せ
て
柳
か
え

た
に
さ
か
せ
て
し
か
な
拾
」
は
、『
後
拾
遺
和
歌
集
』（
春
上
・
八
二
・
中
原
致
時
）

の
和
歌
を
典
拠
と
し
て
指
摘
す
る
。『
花
鳥
余
情
』
に
は
、「
梅
か
ゝ
を
さ
く
ら
の
花

に
に
ほ
は
せ
て
の
心
也
」
と
あ
り
、
断
簡
の
注
記
内
容
と
一
致
す
る
。
な
お
、
注
記

の
「
拾
」
は
、
通
常
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
略
称
で
あ
る
が
、
典
拠
は
『
後
拾
遺
和
歌
』

で
あ
る
た
め
、
注
記
の
誤
記
で
あ
る
。
五
・
六
行
目
の
行
間
の
注
記
「
紫
上
はを

桜さ
く

ら
に
た
と
へ
る
心
也
」
は
、『
花
鳥
余
情
』
の
「
紫
の
う
へ
を
は
桜
に
た
と
へ
給
へ
り
」

と
一
致
す
る
。
次
の
「
す
こ
し
き
は
か
り
也
」
の
注
記
も
、『
花
鳥
余
情
』
の
み
に

見
ら
れ
る
注
記
で
、「
ち
り
は
か
り
は
す
こ
し
き
は
か
り
也
」
と
あ
る
。

《
断
簡
12
》（
一
〇
六
七
頁
一
〜
五
行
目
）

そ
こ
ゝ
と
に
あ
り
お
さ
な
き
人
の
心
ち
な
き
さ
ま
に
て
う
つ
ろ
ひ

も
の
す
ら
ん
を
つ
み
な
く
お
ほ
し
ゆ
る
し
て
う
し
ろ
み
給
へ
た

 

女
三
宮
を
紫
上
と
母
か
た
の
い
と
こ
に
て
お
は
し
ま
す
事
也

つ
ね
給
へ
き
ゆ
へ
も
や
あ
ら
ん
と
そ

 
 

 

そ
む
き
に
し
こ
の
よ
に
の
こ
る
心
こ
そ
い
る
山
み
ち
の
ほ
た
し

 

〽
世
の
う
き
め
み
え
ぬ
山
ち
に
入
ら
ん
に
は
思
ふ
人
こ
そ
ほ
た
し
な
り
け
れ
古
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な
り
け
れ
や
み
を
は
る
け
て
き
こ
ゆ
る
も
を
こ
か
ま
し
く
や
と
あ
り

〽
人
の
お
や
の
心
は
や
み
に
あ
ら
ね
と
も
子
を
思
ふ
み
ち
に
ま
と
ひ
ぬ
る
か
な

二
・
三
行
目
の
行
間
の
注
記
「
女
三
宮
を
紫
上
と
母
か
た
の
い
と
こ
に
て
お
は
し

ま
す
事
也
」
は
、『
花
鳥
余
情
』
の
注
と
の
み
一
致
す
る
。
四
・
五
行
目
の
行
間
の
注

記
「
世
の
う
き
め
み
え
ぬ
山
ち
に
入
ら
ん
に
は
思
ふ
人
こ
そ
ほ
た
し
な
り
け
れ
古
」

は
、『
古
今
和
歌
集
』（
雑
下
・
九
五
五
・
物
部
吉
名
）
を
引
き
、『
紫
明
抄
』・『
河

海
抄
』
も
当
該
歌
を 

引
く
が
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
『
花
鳥
余
情
』
で
は
、「
こ
の

世
は
子
に
よ
す
る
詞
也
」
と
内
容
に
関
す
る
注
を
記
す
。
ま
た
、
最
終
行
の
注
記
は
、

裁
断
箇
所
と
重
な
る
も
の
の
、
判
読
可
能
で
あ
る
。
注
記
「
人
の
お
や
の
心
は
や
み

に
あ
ら
ね
と
も
子
を
思
ふ
み
ち
に
ま
と
ひ
ぬ
る
か
な
」
は
、『
後
撰
和
歌
集
』（
雑
一
・

一
一
〇
二
・
兼
輔
）
を
典
拠
と
す
る
和
歌
で
あ
り
、
こ
れ
は
『
紫
明
抄
』
の
み
が
指

摘
す
る
に
と
ど
ま
り
、『
河
海
抄
』・『
花
鳥
余
情
』
と
も
に
見
ら
れ
な
い
。

《
断
簡
15
》（
一
〇
六
九
頁
九
行
目
〜
一
〇
七
〇
頁
二
行
目
）

も
け
さ
や
か
に
き
よ
ま
は
り
て
た
ち
に
し
わ
か
な
い
ま
さ
ら
に
と
り
か
へ

 

〽
む
ら
鳥
の
た
ち
に
し
わ
か
な
今
さ
ら
に
こ
と
な
し
ふ
と
も
し
る
し
あ
ら
め　
　

和
泉
守
事

し
給
へ
き
に
や
と
お
ほ
し
お
こ
し
て
こ
の
し
の
た
の
も
り
を
み
ち

 

〽
い
つ
み
な
る
し
の
た
の
も
り
の
く
す
の
木
も
千
え
に
わ
か
れ
て
物
を
こ
そ
思
へ
六
帖

の
し
る
へ
に
て
ま
う
て
給
女
君
に
は
ひ
ん
か
し
の
院
に
も
の
す
る
ひ

た
ち
の
君
の
ひ
こ
ろ
わ
つ
ら
ひ
て
ひ
さ
し
く
な
り
に
け
る
を
も
の

さ
は
か
し
き
ま
き
れ
に
と
ふ
ら
は
ね
は
い
と
を
し
く
て
な
ん
ひ

る
な
と
け
さ
や
か
に
わ
た
ら
ん
も
ひ
ん
な
き
を
よ
の
ま
に
し
の
ひ

て
と
な
ん
お
も
ひ
は
へ
る
ひ
と
に
も
か
く
と
も
し
ら
せ
し
と
き
こ
え

給
て
い
と
い
た
く
心
け
さ
う
し
給
を
れ
い
は
さ
し
も
み
え
給
は

ぬ
あ
た
り
を
あ
や
し
と
み
給
て
お
も
ひ
あ
は
せ
給
事
も
あ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

 
 

 
   　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

と
ひ
め
宮
の
御
事
の
ゝ
ち
は
な
に
こ
と
も
い
と
す
ぬ
◦
る
か
た
の
や
う

一
・
二
行
目
の
行
間
の
注
記
「
む
ら
鳥
の
た
ち
に
し
わ
か
な
今
さ
ら
に
こ
と
な
し

ふ
と
も
し
る
し
あ
ら
め
や
」
は
、『
古
今
和
歌
集
』（
恋
三
・
六
七
四
）
を
典
拠
と
す

る
和
歌
で
あ
り
、『
源
氏
釈
』・『
紫
明
抄
』・『
河
海
抄
』
に
も
引
か
れ
る
が
、『
花
鳥

余
情
』に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
箇
所
は
、各
注
釈
書
の
間
で
諸
説
が
分
か
れ
て
い
る
。

同
じ
行
の
「
和
泉
守
事
」
は
、『
河
海
抄
』
に
「
和
泉
守
事
也
。
和
泉
国
名
所
な
れ

は
也
」
と
あ
る
。
次
の
二
・
三
行
目
の
行
間
の
注
記
「
い
つ
み
な
る
し
の
た
の
も
り

の
く
す
の
木
も
千
え
に
わ
か
れ
て
物
を
こ
そ
思
へ
六
帖
」
は
、『
古
今
和
歌
六
帖
』

（
一
〇
四
九
）
の
和
歌
を
注
記
す
る
。『
紫
明
抄
』
で
は
、「
わ
か
思
事
の
し
け
さ
に

な
ら
ふ
れ
は
し
の
た
の
も
り
の
千
枝
は
も
の
か
は
」
と
、三
奏
本
『
金
葉
和
歌
集
』（
恋

下
・
四
三
三
・
増
基
法
師
）
の
和
歌
を
注
記
す
る
が
、『
花
鳥
余
情
』
に
は
、「
六
帖

い
つ
み
な
る
し
の
た
の
も
り
の
く
す
の
木
も
千
枝
に
わ
か
れ
て
物
を
こ
そ
お
も
へ
」

（
初
稿
本
系
統
の
松
永
本
に
は
「
六
帖
」
な
し
）
と
あ
り
、
断
簡
と
一
致
す
る
。

以
上
、「
若
菜
上
」
巻
断
簡
の
う
ち
『
花
鳥
余
情
』
の
注
記
と
一
致
す
る
文
言
を

有
す
る
五
葉
は
、
い
ず
れ
も
『
源
氏
釈
』・『
紫
明
抄
』・『
河
海
抄
』
の
古
注
釈
書
の

説
と
重
複
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
断
簡
の
注
記
は
、『
花
鳥
余
情
』
の
利
用
を
前

提
と
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
先
行
注
釈
書
と
同
様
の
扱
い
で
『
花
鳥
余
情
』

の
説
も
適
宜
参
照
し
、
引
い
て
い
る
と
判
ぜ
ら
れ
る
。

「
若
菜
上
」
断
簡
の
注
記
内
容
に
つ
い
て
、
先
行
す
る
古
注
釈
書
と
の
比
較
か
ら

下
記
の
通
り
分
類
で
き
る
（【
表
三
】
参
照
）。

・『
紫
明
抄
』
の
み
と
一
致
…
断
簡
12
・
25

・『
河
海
抄
』
の
み
と
一
致
…
断
簡
９
・
15
・
20
・
21
・
25

・『
紫
明
抄
』
と
『
河
海
抄
』
と
一
致
…
断
簡
９
・
10
・
12
・
14
・
15

・『
花
鳥
余
情
』
と
の
み
一
致
…
断
簡
１
・
９
・
10
・
12
・
15

「
若
菜
上
」
巻
断
簡
の
注
記
内
容
に
つ
き
『
紫
明
抄
』・『
河
海
抄
』・『
花
鳥
余
情
』

と
の
注
の
有
無
に
つ
い
て
表
に
掲
出
し
た
。こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
断
簡
１
・
９
・

10
・
12
・
15
に
存
す
る
注
記
は
、『
花
鳥
余
情
』
に
の
み
見
ら
れ
る
説
で
あ
り
、『
紫

明
抄
』・『
河
海
抄
』
の
説
と
重
複
し
な
い
。
一
方
、『
紫
明
抄
』
と
『
河
海
抄
』
の
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う
さ
く
に
ま
う
け
ら
れ
た
り
け
り
あ
か
月
に
か
む
の
君
か
へ
り

給
御
を
く
り
物
な
と
あ
り
け
り
か
う
よ
を
す
つ
る
や
う
に
て
あ

 

〽
と
し
月
の
行
ゑ
も
し
ら
ぬ
山
か
つ
は
た
き
の
を
と
に
や
春
を
し
る
ら
ん
拾

か
し
く
ら
す
ほ
と
に
と
し
月
の
ゆ
く
ゑ
も
し
ら
す
か
ほ
な
る
を
か

 

〽
か
そ
へ
し
る
人
な
か
り
せ
は
い
た
つ
ら
に
谷
の
松
と
や
と
し
を
つ
ま
ゝ
し
後

う
か
そ
へ
し
ら
せ
給
へ
る
に
つ
け
て
は
心
ほ
そ
く
な
ん
と
き
〳
〵
は

お
ひ
や
ま
さ
る
と
み
た
ま
へ
く
ら
へ
よ
か
し
か
く
ふ
る
め
か
し
き
み
の

と
こ
ろ
せ
さ
に
お
も
ふ
に
し
た
か
ひ
て
た
い
め
ん
な
き
も
い
と
〳
〵

二
・
三
行
目
の
行
間
の
注
記
「
あ
を
や
き
を
か
た
い
と
に
よ
り
て
鶯
の
ぬ
ふ
て
ふ

か
さ
は
梅
の
花
か
さ
催
馬
楽
律
」
は
、『
古
今
和
歌
集
』（
神
あ
そ
び
の
う
た
・

一
〇
八
一
）
の
「
か
へ
し
も
の
の
う
た
」
の
和
歌
で
あ
る
。
三
・
四
行
目
の
行
間
の

注
記
「
古
今
集
青
柳
哥
は
か
へ
し
物
と
あ
り
」
は
、こ
れ
を
指
す
。『
紫
明
抄
』
に
「
あ

を
や
き
を
、
か
た
い
と
に
よ
り
て
、
を
け
や
、
鶯
の
、
を
け
や
、
ぬ
ふ
て
ふ
か
さ
は
、

む
め
の
花
か
さ　

青
柳
、
律
、
長
生
楽
序
、
拍
子
十
二
各
六
」、『
河
海
抄
』
に
「
青

柳
催
馬
楽
律
長
生
楽
序
拍
子
十
二
」
と
あ
る
が
、
当
該
箇
所
へ
の
注
は
『
花
鳥
余
情
』
に
見

ら
れ
な
い
。
同
じ
行
間
に
あ
る
次
の
注
記
「
此
御
遊
夜
景
な
る
に
よ
り
て
ね
く
ら
の

鶯
と
い
へ
り
」
は
、『
花
鳥
余
情
』
に
「
此
御
遊
夜
景
な
る
に
よ
り
て
か
く
い
へ
り
」

と
あ
り
、先
行
注
釈
書
に
は
見
ら
れ
な
い
。
六
・
七
行
目
の
行
間
の
注
記
は
、『
河
海
抄
』

の
説
を
踏
襲
す
る
も
の
で
、『
花
鳥
余
情
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
最
後
の
七
・
八
行
目

の
行
間
の
注
記
は
、『
花
鳥
余
情
』
か
ら
見
ら
れ
る
注
釈
で
あ
り
、
後
に
三
さ
ん
じ
よ
う条
西に
し

実さ
ね

隆た
か

の
『
細
さ
い
り
ゆ
う
し
ょ
う

流
抄
』、
九く
じ
ょ
う条
稙た
ね
み
ち通
の
『
孟も
う
し
ん
し
ょ
う

津
抄
』
に
も
踏
襲
さ
れ
る
。

《
断
簡
10
》（
一
〇
六
四
頁
六
〜
一
三
行
目
）

 

〽
折
つ
れ
は
袖
こ
そ
に
ほ
へ
梅
の
花
あ
り
と
や
こ
ゝ
に
鶯
の
な
く
古

か
く
し
て
み
す
を
し
あ
け
て
な
か
め
給
へ
る
さ
ま
ゆ
め
に
も
か
ゝ
る

人
の
お
や
に
て
お
も
き
く
ら
ゐ
と
み
え
給
は
す
わ
か
う
な
ま
め
か
し

き
御
さ
ま
な
り
御
か
へ
り
す
こ
し
ほ
と
ふ
る
心
ち
す
れ
は
い
り
給
て
を
ん
な

君
に
は
な
み
せ
た
て
ま
つ
り
給
は
な
と
い
は
ゝ
か
く
こ
そ
に
ほ
は
ま
ほ
し

 

〽
梅
か
ゝ
を
さ
く
ら
の
は
な
に
ゝ
ほ
は
せ
て
柳
か
え
た
に
さ
か
せ
て
し
か
な
拾　
　

す
こ
し
き
は
か
り
也

け
れ
な
さ
く
ら
に
う
つ
し
て
は
又
ち
り
は
か
り
も
心
わ
く
る
か
た
な
く
や
あ
ら

 

紫
上を

桜は
さ
く
ら
に
た
と
へ
る
心
也

ま
し
な
と
の
給
ふ
こ
れ
も
あ
ま
た
う
つ
ろ
は
ぬ
ほ
と
め
と
ま
る
に
や
あ

 
 

 
 

 

女
三
宮

ら
ん
は
な
の
さ
か
り
に
な
ら
へ
て
み
は
や
な
と
の
給
に
御
返
あ
り
く
れ

な
ゐ
の
う
す
や
う
に
あ
さ
や
か
に
を
し
つ
ゝ
ま
れ
た
る
を
む
ね
つ
ふ
れ

て
御
て
の
い
と
わ
か
き
を
し
は
し
み
せ
た
て
ま
つ
ら
て
あ
ら
は
や

冒
頭
の
注
記
「
折
つ
れ
は
袖
こ
そ
に
ほ
へ
梅
の
花
あ
り
と
や
こ
ゝ
に
鶯
の
な
く
古
」

は
、『
古
今
和
歌
集
』（
春
上
・
三
二
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
の
和
歌
を
引
き
、『
源
氏
釈
』・

『
紫
明
抄
』・『
河
海
抄
』
に
も
引
か
れ
る
が
、『
花
鳥
余
情
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
次

の
四
・
五
行
目
の
行
間
の
注
記
「
梅
か
ゝ
を
さ
く
ら
の
は
な
に
ゝ
ほ
は
せ
て
柳
か
え

た
に
さ
か
せ
て
し
か
な
拾
」
は
、『
後
拾
遺
和
歌
集
』（
春
上
・
八
二
・
中
原
致
時
）

の
和
歌
を
典
拠
と
し
て
指
摘
す
る
。『
花
鳥
余
情
』
に
は
、「
梅
か
ゝ
を
さ
く
ら
の
花

に
に
ほ
は
せ
て
の
心
也
」
と
あ
り
、
断
簡
の
注
記
内
容
と
一
致
す
る
。
な
お
、
注
記

の
「
拾
」
は
、
通
常
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
略
称
で
あ
る
が
、
典
拠
は
『
後
拾
遺
和
歌
』

で
あ
る
た
め
、
注
記
の
誤
記
で
あ
る
。
五
・
六
行
目
の
行
間
の
注
記
「
紫
上
はを

桜さ
く

ら
に
た
と
へ
る
心
也
」
は
、『
花
鳥
余
情
』
の
「
紫
の
う
へ
を
は
桜
に
た
と
へ
給
へ
り
」

と
一
致
す
る
。
次
の
「
す
こ
し
き
は
か
り
也
」
の
注
記
も
、『
花
鳥
余
情
』
の
み
に

見
ら
れ
る
注
記
で
、「
ち
り
は
か
り
は
す
こ
し
き
は
か
り
也
」
と
あ
る
。

《
断
簡
12
》（
一
〇
六
七
頁
一
〜
五
行
目
）

そ
こ
ゝ
と
に
あ
り
お
さ
な
き
人
の
心
ち
な
き
さ
ま
に
て
う
つ
ろ
ひ

も
の
す
ら
ん
を
つ
み
な
く
お
ほ
し
ゆ
る
し
て
う
し
ろ
み
給
へ
た

 

女
三
宮
を
紫
上
と
母
か
た
の
い
と
こ
に
て
お
は
し
ま
す
事
也

つ
ね
給
へ
き
ゆ
へ
も
や
あ
ら
ん
と
そ

 
 

 

そ
む
き
に
し
こ
の
よ
に
の
こ
る
心
こ
そ
い
る
山
み
ち
の
ほ
た
し

 

〽
世
の
う
き
め
み
え
ぬ
山
ち
に
入
ら
ん
に
は
思
ふ
人
こ
そ
ほ
た
し
な
り
け
れ
古
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条
家
相
伝
の
『
紫
明
抄
』
を
所
持
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
諸
条
件
に
鑑
み
る
と
、
兼
良
は
、
応
仁
の
乱
後
の
二
条
家
の
学
説
を
相

伝
し
、『
花
鳥
余
情
』
を
完
成
さ
せ
た
文
明
年
間
以
後
、
所
持
し
て
い
た
教
房
筆
『
源

氏
物
語
』
写
本
に
注
を
書
き
入
れ
た
と
考
え
ら 

れ
よ
う
。

結
び一

条
教
房
を
伝
称
筆
者
と
す
る
『
源
氏
物
語
』
断
簡
に
つ
い
て
、
書
誌
的
観
点
か

ら
の
整
理
を
す
る
と
と
も
に
、教
房
の
父
兼
良
筆
と
さ
れ
る
注
記
を
有
す
る
「
常
夏
」・

「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
断
簡
を
対
象
に
検
討
し
て
き
た
。
従
来
、
伝
教
房
筆
『
源

氏
物
語
』
断
簡
の
注
記
は
、『
花
鳥
余
情
』
と
の
関
連
性
が
希
薄
で
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
た
が
、
む
し
ろ
『
花
鳥
余
情
』
独
自
の
説
を
踏
襲
す
る
注
記
が
幾
例
も
存
す

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
同
筆
で
一
連
の
ツ
レ
と
判
断
さ
れ
る
「
常
夏
」・「
野
分
」・

「
若
菜
上
」
巻
断
簡
は
、『
紫
明
抄
』・『
河
海
抄
』・『
花
鳥
余
情
』
の
説
を
選
別
し
て
、

特
に
『
紫
明
抄
』・『
河
海
抄
』
の
説
と
、『
花
鳥
余
情
』
の
説
と
を
重
複
さ
せ
ず
に

適
宜
、
先
行
注
釈
書
の
文
言
を
書
き
入
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
当
該
断
簡
は
、

『
源
氏
物
語
』
の
本
文
を
書
写
し
た
写
本
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
余
白
へ
読
解
の
一
助

と
な
る
文
言
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
実
用
的
な
使
用
目
的
が
窺
え
る
。

向
後
、
一
条
教
房
自
筆
・
真
筆
資
料
を
博
捜
し
、
筆
蹟
比
較
の
観
点
か
ら
も
改
め

て
傍
証
を
固
め
て
い
き
た
い
。

付
記本

稿
の
引
用
文
に
付
し
た
傍
線
は
、
私
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
歌
番
号
は
『
新

編　

国
歌
大
観
』
に
拠
る
。
断
簡
本
文
の
校
勘
に
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
下
記
の
通

り
。
池
田
亀
鑑
編
著
『
源
氏
物
語
大
成　

校
異
篇
』
第
一
〜
五
冊
（
中
央
公
論
社
、

一
九
八
四
〜
一
九
八
五
年
）、
加
藤
洋
介
編
『
河
内
本
源
氏
物
語
校
異
集
成
』（
風
間

書
房
、
二
〇
〇
一
年
）、
源
氏
物
語
別
本
集
成
刊
行
会
編
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
』

第
三
・
六
・
七
・
八
・
九
・
一
三
巻
（
お
う
ふ
う
、一
九
九
〇
〜
二
〇
〇
一
年
）、同
編
『
源

氏
物
語
別
本
集
成
続
』
第
三
・
六
・
七
巻
（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
六
〜
二
〇
一
〇
年
）。

古
注
釈
書
の
テ
キ
ス
ト
は
、
下
記
の
通
り
。『
源
氏
釈
』
…
中
野
幸
一
・
栗
山
元

子
編
『
源
氏
物
語
古
註
釈
叢
刊　

第
一
巻　

源
氏
釈　

奥
入　

光
源
氏
物
語
抄
』（
武

蔵
野
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）、『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書　

第
四
十
二
巻　

源
氏
釈　

源

氏
狭
衣
百
番
歌
合
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
九
年
）、『
紫
明
抄
』
…
田
坂
憲
二
編
『
源

氏
物
語
古
注
集
成　

紫
明
抄
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
四
年
）、『
河
海
抄
』
…
玉
上

琢
彌
編
、
山
本
利
達
・
石
田
穣
二
校
訂
『
紫
明
抄　

河
海
抄
』（
角
川
書
店
、

一
九
六
八
年
）、『
天
理
大
学
図
書
館
善
本
叢
書　

河
海
抄　

伝
兼
良
筆
本　

二
』（
八

木
書
店
、
一
九
八
五
年
）、
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
細
川
家
北
岡
文
庫
（
永
青
文
庫
）

蔵
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
よ
り
閲
覧
）、『
花
鳥
余
情
』

…
伊
井
春
樹
編
『
源
氏
物
語
古
注
集
成
１　

松
永
本
花
鳥
余
情
』（
桜
楓
社
、

一
九
七
八
年
）、
中
野
幸
一
編
『
源
氏
物
語
古
註
釈
叢
刊　

第
二
巻　

花
鳥
余
情　

源
氏
和
秘
抄　

源
氏
物
語
之
内
不
審
条
　々

源
語
秘
訣　

口
伝
抄
』（
武
蔵
野
書
院
、

一
九
七
八
年
）、『
龍
門
文
庫
善
本
叢
刊　

別
編
二　

花
鳥
余
情
』（
勉
誠
社
、

一
九
八
六
年
）
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
花
鳥
余
情
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
紙
焼
き
写

真
に
拠
る
）。

記
録
類
の
テ
キ
ス
ト
は
、下
記
の
通
り
。『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』・『
後
法
興
院
記
』・

『
宣
胤
卿
記
』
…
増
補
続
史
料
大
成
本
。

ま
た
、
筆
蹟
の
比
較
に
用
い
た
画
像
は
、
誌
面
へ
の
掲
載
の
都
合
で
鮮
明
度
を
調

整
し
た
。

ご
所
蔵
断
簡
の
閲
覧
・
調
査
へ
の
ご
快
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
断
簡
の
所
在
情
報
と
書
誌
情
報
と
を
ご
提
供
い
た
だ

き
ま
し
た
舟
見
一
哉
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
１
） 

小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成　

第
二
十
三
巻　

物
語　

物
語
注
釈
一
』（
講
談
社
、

一
九
九
二
年
、
通
番
二
七
四
〜
三
〇
八
）、
同
『
古
筆
学
大
成　

第
三
十
巻　

論
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二
書
に
見
ら
れ
る
説
は
、『
花
鳥
余
情
』
で
は
踏
襲
せ
ず
、
こ
ち
ら
も
重
複
し
な
い
。

し
た
が
っ
て
、「
若
菜
上
」
巻
断
簡
の
注
記
は
、
三
書
に
見
ら
れ
る
説
を
明
確
に
選

別
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
、「
常
夏
」
巻
の
断
簡
３
・
４
・
７
と
「
野
分
」

巻
の
断
簡
１
の
注
記
は
、
概
ね
先
行
注
釈
書
の
説
と
一
致
し
、
集
成
し
た
範
囲
内
に

『
花
鳥
余
情
』
独
自
の
説
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
若
菜
上
」
巻
断
簡
の
注
記
は
、『
紫
明
抄
』・『
河
海
抄
』・『
花
鳥

余
情
』
の
三
書
の
説
を
取
捨
選
択
し
て
、
適
宜
、
記
載
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

留
意
し
た
い
の
は
、『
花
鳥
余
情
』
の
説
を
引
く
ば
あ
い
、『
紫
明
抄
』・『
河
海
抄
』

を
は
じ
め
と
す
る
先
行
注
釈
書
と
重
複
せ
ず
、『
紫
明
抄
』・『
河
海
抄
』・『
花
鳥
余
情
』

の
三
書
に
お
け
る
説
を
選
別
し
て
注
記
す
る
点
で
あ
る
。「
若
菜
上
」
巻
断
簡
の
注

記
は
、
網
羅
的
に
先
行
注
釈
書
の
文
言
を
取
捨
選
択
し
て
集
成
し
た
り
、
自
説
を
述

べ
た
り
す
る
類
の
注
釈
で
は
な
い
。「
若
菜
上
」
巻
断
簡
は
、
あ
く
ま
で
も
本
文
が

中
心
の
写
本
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
天
の
余
白
や
行
間
の
ス
ペ
ー
ス
に
読
解
の
一
助
と

な
る
和
歌
や
古
記
録
に
関
す
る
注
釈
書
の
文
言
を
は
じ
め
、
人
物
比
定
や
物
語
内
容

に
関
す
る
短
文
の
解
釈
、
漢
字
ル
ビ
を
適
宜
、
メ
モ
書
き
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
点

に
特
徴
が
あ
る
。

四　

成
立
時
期

「
若
菜
上
」
巻
断
簡
の
注
記
内
容
に
『
紫
明
抄
』・『
河
海
抄
』・『
花
鳥
余
情
』
の

三
書
の
説
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
書
写
さ
れ
た
時
期
に
関
す
る
問
題
が

浮
上
す
る
。「
若
菜
上
」
巻
断
簡
の
注
記
の
書
写
者
は
、
伝
称
筆
者
の
通
り
一
条
教

房
が
本
文
を
書
写
し
、
父
兼
良
が
注
を
書
き
入
れ
た
と
す
る
ば
あ
い
、
そ
の
書
写
時

期
は
い
つ
頃
か
。

教
房
は
、
永
享
一
一
（
一
四
三
九
）
年
、
正
三
位
権
中
納
言
に
就
任
以
降
、
権
大
納

言
、
内
大
臣
、
左
大
臣
等
を
経
て
、
長
禄
二
（
一
四
五
八
）
年
の
関
白
氏
長
者
と
な
っ

た
。
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
、
応
仁
の
乱
勃
発
後
、
戦
禍
を
逃
れ
る
べ
く
一
条
家

の
人
々
は
、
兼
良
息
で
大だ
い

乗じ
よ
う

院い
ん

門も
ん

跡ぜ
き

の
尋じ
ん
そ
ん尊
（
一
四
三
〇
〜
一
五
〇
八
）
を
頼
り
、

京
都
か
ら
奈
良
に
疎
開
す
る
。
兼
良
、
教
房
、
教
房
息
の
政ま
さ
ふ
さ房
は
、
当
初
、
一
条
室

町
邸
に
留
ま
っ
た
（『
後ご

法ほ
う

興こ
う

院い
ん

記き

』
応
仁
元
年
八
月
二
五
日
条
）。
最
初
に
尋
尊
の

母
東
御
方
が
奈
良
に
避
難
し
、
そ
の
翌
々
日
、
教
房
が
奈
良
に
避
難
し
た
。
そ
の
四

日
後
、
兼
良
と
政
房
も
避
難
し
て
き
た
。
同
年
九
月
、
教
房
は
、
父
兼
良
を
は
じ
め

と
す
る
親
族
に
宿
所
を
譲
る
た
め
に
、
妻
宣
旨
局
と
と
も
に
土
佐
国
一
条
領
幡は

た
の
し
よ
う

多
荘

（
高
知
県
南
西
部
）
に
向
け
て
奈
良
を
出
立
し
た
（『
大だ
い

乗じ
よ
う

院い
ん

寺じ

社し
や

雑ぞ
う

事じ

記き

』
応
仁

二
年
九
月
六
日
条
）。
教
房
は
、
文
明
一
二
年
一
〇
月
に
没
す
る
ま
で
、
京
都
に
戻

る
こ
と
な
く
、
土
佐
で
生
涯
を
終
え
た
（『
宣の
ぶ

胤た
ね

卿き
よ
う

記き

』
文
明
一
二
年
一
一
月
二
八

日
条
・『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
同
一
二
月
七
日
条
）。
つ
ま
り
、
教
房
が
書
写
し
た

『
源
氏
物
語
』
写
本
は
、
応
仁
の
乱
以
前
、
あ
る
い
は
乱
中
の
期
間
に
は
す
で
に
兼

良
の
手
許
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
応
仁
の
乱
の
戦
禍
に
よ
り
一
条
家
の
文
庫
桃と
う

華か

坊ぼ
う

の
蔵
書
は
、一
部
疎
開
し
て
い
る
も
の
を
除
き
、そ
の
大
部
分
が
焼
失
し
た
（『
後

法
興
院
記
』
応
仁
元
年
九
月
一
九
日
条
）。
そ
の
た
め
、
教
房
筆
『
源
氏
物
語
』
写

本
は
、
応
仁
の
乱
以
前
に
書
写
さ
れ
て
い
た
ば
あ
い
、
桃
華
坊
の
焼
失
を
免
れ
得
た

と
考
え
ら
れ
る
。
記
録
上
に
お
い
て
兼
良
と
教
房
と
の
直
接
交
流
が
見
ら
れ
る
の
は
、

大
乗
院
へ
の
疎
開
の
時
期
ま
で
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て 

、『
花
鳥
余
情
』
成
立
後
に

注
記
が
書
き
込
ま
れ
た
と
す
る
と
、
兼
良
は
所
持
し
て
い
た
教
房
筆
の
『
源
氏
物
語
』

写
本
に
文
明
四
（
一
四
七
二
）
年
の
『
花
鳥
余
情
』
成
立
以
後
、
注
を
書
き
入
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
（
21
）。

兼
良
の
『
源
氏
物
語
』
注
釈
に
つ
い
て
伊
井
春
樹
は
、「
兼
良
は
『
花
鳥
余
情
』

（
文
明
四
年
十
二
月
）
を
著
作
す
る
に
あ
た
っ
て
、
数
多
く
の
資
料
を
利
用
し
た
で

あ
ろ
う
が
、
そ
の
一
つ
に
文
明
二
年
三
月
に
相
伝
し
た
二
条
家
伝
来
の
、
為
家
撰
と

す
る
「
紫
明
抄
」
ほ
か
い
く
種
か
の
秘
説
集
が
あ
っ
た
」
と
、
兼
良
が
二
条
家
の
学

説
か
ら
影
響
を
受
け
て
、『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
作
業
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
指
摘

す
る
（
22
）。
前
節
で
注
記
内
容
を
検
討
し
た
が
、『
紫
明
抄
』
の
説
の
み
と
一
致
す

る
注
記
（「
若
菜
上
」
巻
断
簡
12
・
25
）
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
注
釈

を
書
き
入
れ
る
際
、
少
な
く
と
も
文
明
二
（
一
四
七
〇
）
年
の
段
階
で
兼
良
は
、
二
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条
家
相
伝
の
『
紫
明
抄
』
を
所
持
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
諸
条
件
に
鑑
み
る
と
、
兼
良
は
、
応
仁
の
乱
後
の
二
条
家
の
学
説
を
相

伝
し
、『
花
鳥
余
情
』
を
完
成
さ
せ
た
文
明
年
間
以
後
、
所
持
し
て
い
た
教
房
筆
『
源

氏
物
語
』
写
本
に
注
を
書
き
入
れ
た
と
考
え
ら 

れ
よ
う
。

結
び一

条
教
房
を
伝
称
筆
者
と
す
る
『
源
氏
物
語
』
断
簡
に
つ
い
て
、
書
誌
的
観
点
か

ら
の
整
理
を
す
る
と
と
も
に
、教
房
の
父
兼
良
筆
と
さ
れ
る
注
記
を
有
す
る
「
常
夏
」・

「
野
分
」・「
若
菜
上
」
巻
断
簡
を
対
象
に
検
討
し
て
き
た
。
従
来
、
伝
教
房
筆
『
源

氏
物
語
』
断
簡
の
注
記
は
、『
花
鳥
余
情
』
と
の
関
連
性
が
希
薄
で
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
た
が
、
む
し
ろ
『
花
鳥
余
情
』
独
自
の
説
を
踏
襲
す
る
注
記
が
幾
例
も
存
す

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
同
筆
で
一
連
の
ツ
レ
と
判
断
さ
れ
る
「
常
夏
」・「
野
分
」・

「
若
菜
上
」
巻
断
簡
は
、『
紫
明
抄
』・『
河
海
抄
』・『
花
鳥
余
情
』
の
説
を
選
別
し
て
、

特
に
『
紫
明
抄
』・『
河
海
抄
』
の
説
と
、『
花
鳥
余
情
』
の
説
と
を
重
複
さ
せ
ず
に

適
宜
、
先
行
注
釈
書
の
文
言
を
書
き
入
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
当
該
断
簡
は
、

『
源
氏
物
語
』
の
本
文
を
書
写
し
た
写
本
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
余
白
へ
読
解
の
一
助

と
な
る
文
言
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
実
用
的
な
使
用
目
的
が
窺
え
る
。

向
後
、
一
条
教
房
自
筆
・
真
筆
資
料
を
博
捜
し
、
筆
蹟
比
較
の
観
点
か
ら
も
改
め

て
傍
証
を
固
め
て
い
き
た
い
。

付
記本

稿
の
引
用
文
に
付
し
た
傍
線
は
、
私
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
歌
番
号
は
『
新

編　

国
歌
大
観
』
に
拠
る
。
断
簡
本
文
の
校
勘
に
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
下
記
の
通

り
。
池
田
亀
鑑
編
著
『
源
氏
物
語
大
成　

校
異
篇
』
第
一
〜
五
冊
（
中
央
公
論
社
、

一
九
八
四
〜
一
九
八
五
年
）、
加
藤
洋
介
編
『
河
内
本
源
氏
物
語
校
異
集
成
』（
風
間

書
房
、
二
〇
〇
一
年
）、
源
氏
物
語
別
本
集
成
刊
行
会
編
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
』

第
三
・
六
・
七
・
八
・
九
・
一
三
巻
（
お
う
ふ
う
、一
九
九
〇
〜
二
〇
〇
一
年
）、同
編
『
源

氏
物
語
別
本
集
成
続
』
第
三
・
六
・
七
巻
（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
六
〜
二
〇
一
〇
年
）。

古
注
釈
書
の
テ
キ
ス
ト
は
、
下
記
の
通
り
。『
源
氏
釈
』
…
中
野
幸
一
・
栗
山
元

子
編
『
源
氏
物
語
古
註
釈
叢
刊　

第
一
巻　

源
氏
釈　

奥
入　

光
源
氏
物
語
抄
』（
武

蔵
野
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）、『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書　

第
四
十
二
巻　

源
氏
釈　

源

氏
狭
衣
百
番
歌
合
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
九
年
）、『
紫
明
抄
』
…
田
坂
憲
二
編
『
源

氏
物
語
古
注
集
成　

紫
明
抄
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
四
年
）、『
河
海
抄
』
…
玉
上

琢
彌
編
、
山
本
利
達
・
石
田
穣
二
校
訂
『
紫
明
抄　

河
海
抄
』（
角
川
書
店
、

一
九
六
八
年
）、『
天
理
大
学
図
書
館
善
本
叢
書　

河
海
抄　

伝
兼
良
筆
本　

二
』（
八

木
書
店
、
一
九
八
五
年
）、
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
細
川
家
北
岡
文
庫
（
永
青
文
庫
）

蔵
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
よ
り
閲
覧
）、『
花
鳥
余
情
』

…
伊
井
春
樹
編
『
源
氏
物
語
古
注
集
成
１　

松
永
本
花
鳥
余
情
』（
桜
楓
社
、

一
九
七
八
年
）、
中
野
幸
一
編
『
源
氏
物
語
古
註
釈
叢
刊　

第
二
巻　

花
鳥
余
情　

源
氏
和
秘
抄　

源
氏
物
語
之
内
不
審
条
　々

源
語
秘
訣　

口
伝
抄
』（
武
蔵
野
書
院
、

一
九
七
八
年
）、『
龍
門
文
庫
善
本
叢
刊　

別
編
二　

花
鳥
余
情
』（
勉
誠
社
、

一
九
八
六
年
）
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
花
鳥
余
情
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
紙
焼
き
写

真
に
拠
る
）。

記
録
類
の
テ
キ
ス
ト
は
、下
記
の
通
り
。『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』・『
後
法
興
院
記
』・

『
宣
胤
卿
記
』
…
増
補
続
史
料
大
成
本
。

ま
た
、
筆
蹟
の
比
較
に
用
い
た
画
像
は
、
誌
面
へ
の
掲
載
の
都
合
で
鮮
明
度
を
調

整
し
た
。

ご
所
蔵
断
簡
の
閲
覧
・
調
査
へ
の
ご
快
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
断
簡
の
所
在
情
報
と
書
誌
情
報
と
を
ご
提
供
い
た
だ

き
ま
し
た
舟
見
一
哉
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
１
） 

小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成　

第
二
十
三
巻　

物
語　

物
語
注
釈
一
』（
講
談
社
、

一
九
九
二
年
、
通
番
二
七
四
〜
三
〇
八
）、
同
『
古
筆
学
大
成　

第
三
十
巻　

論
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二
書
に
見
ら
れ
る
説
は
、『
花
鳥
余
情
』
で
は
踏
襲
せ
ず
、
こ
ち
ら
も
重
複
し
な
い
。

し
た
が
っ
て
、「
若
菜
上
」
巻
断
簡
の
注
記
は
、
三
書
に
見
ら
れ
る
説
を
明
確
に
選

別
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
、「
常
夏
」
巻
の
断
簡
３
・
４
・
７
と
「
野
分
」

巻
の
断
簡
１
の
注
記
は
、
概
ね
先
行
注
釈
書
の
説
と
一
致
し
、
集
成
し
た
範
囲
内
に

『
花
鳥
余
情
』
独
自
の
説
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
若
菜
上
」
巻
断
簡
の
注
記
は
、『
紫
明
抄
』・『
河
海
抄
』・『
花
鳥

余
情
』
の
三
書
の
説
を
取
捨
選
択
し
て
、
適
宜
、
記
載
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

留
意
し
た
い
の
は
、『
花
鳥
余
情
』
の
説
を
引
く
ば
あ
い
、『
紫
明
抄
』・『
河
海
抄
』

を
は
じ
め
と
す
る
先
行
注
釈
書
と
重
複
せ
ず
、『
紫
明
抄
』・『
河
海
抄
』・『
花
鳥
余
情
』

の
三
書
に
お
け
る
説
を
選
別
し
て
注
記
す
る
点
で
あ
る
。「
若
菜
上
」
巻
断
簡
の
注

記
は
、
網
羅
的
に
先
行
注
釈
書
の
文
言
を
取
捨
選
択
し
て
集
成
し
た
り
、
自
説
を
述

べ
た
り
す
る
類
の
注
釈
で
は
な
い
。「
若
菜
上
」
巻
断
簡
は
、
あ
く
ま
で
も
本
文
が

中
心
の
写
本
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
天
の
余
白
や
行
間
の
ス
ペ
ー
ス
に
読
解
の
一
助
と

な
る
和
歌
や
古
記
録
に
関
す
る
注
釈
書
の
文
言
を
は
じ
め
、
人
物
比
定
や
物
語
内
容

に
関
す
る
短
文
の
解
釈
、
漢
字
ル
ビ
を
適
宜
、
メ
モ
書
き
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
点

に
特
徴
が
あ
る
。

四　

成
立
時
期

「
若
菜
上
」
巻
断
簡
の
注
記
内
容
に
『
紫
明
抄
』・『
河
海
抄
』・『
花
鳥
余
情
』
の

三
書
の
説
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
書
写
さ
れ
た
時
期
に
関
す
る
問
題
が

浮
上
す
る
。「
若
菜
上
」
巻
断
簡
の
注
記
の
書
写
者
は
、
伝
称
筆
者
の
通
り
一
条
教

房
が
本
文
を
書
写
し
、
父
兼
良
が
注
を
書
き
入
れ
た
と
す
る
ば
あ
い
、
そ
の
書
写
時

期
は
い
つ
頃
か
。

教
房
は
、
永
享
一
一
（
一
四
三
九
）
年
、
正
三
位
権
中
納
言
に
就
任
以
降
、
権
大
納

言
、
内
大
臣
、
左
大
臣
等
を
経
て
、
長
禄
二
（
一
四
五
八
）
年
の
関
白
氏
長
者
と
な
っ

た
。
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
、
応
仁
の
乱
勃
発
後
、
戦
禍
を
逃
れ
る
べ
く
一
条
家

の
人
々
は
、
兼
良
息
で
大だ
い

乗じ
よ
う

院い
ん

門も
ん

跡ぜ
き

の
尋じ
ん
そ
ん尊
（
一
四
三
〇
〜
一
五
〇
八
）
を
頼
り
、

京
都
か
ら
奈
良
に
疎
開
す
る
。
兼
良
、
教
房
、
教
房
息
の
政ま

さ
ふ
さ房
は
、
当
初
、
一
条
室

町
邸
に
留
ま
っ
た
（『
後ご

法ほ
う

興こ
う

院い
ん

記き

』
応
仁
元
年
八
月
二
五
日
条
）。
最
初
に
尋
尊
の

母
東
御
方
が
奈
良
に
避
難
し
、
そ
の
翌
々
日
、
教
房
が
奈
良
に
避
難
し
た
。
そ
の
四

日
後
、
兼
良
と
政
房
も
避
難
し
て
き
た
。
同
年
九
月
、
教
房
は
、
父
兼
良
を
は
じ
め

と
す
る
親
族
に
宿
所
を
譲
る
た
め
に
、
妻
宣
旨
局
と
と
も
に
土
佐
国
一
条
領
幡は
た
の
し
よ
う

多
荘

（
高
知
県
南
西
部
）
に
向
け
て
奈
良
を
出
立
し
た
（『
大だ
い

乗じ
よ
う

院い
ん

寺じ

社し
や

雑ぞ
う

事じ

記き

』
応
仁

二
年
九
月
六
日
条
）。
教
房
は
、
文
明
一
二
年
一
〇
月
に
没
す
る
ま
で
、
京
都
に
戻

る
こ
と
な
く
、
土
佐
で
生
涯
を
終
え
た
（『
宣の
ぶ

胤た
ね

卿き
よ
う

記き

』
文
明
一
二
年
一
一
月
二
八

日
条
・『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
同
一
二
月
七
日
条
）。
つ
ま
り
、
教
房
が
書
写
し
た

『
源
氏
物
語
』
写
本
は
、
応
仁
の
乱
以
前
、
あ
る
い
は
乱
中
の
期
間
に
は
す
で
に
兼

良
の
手
許
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
応
仁
の
乱
の
戦
禍
に
よ
り
一
条
家
の
文
庫
桃と
う

華か

坊ぼ
う

の
蔵
書
は
、一
部
疎
開
し
て
い
る
も
の
を
除
き
、そ
の
大
部
分
が
焼
失
し
た
（『
後

法
興
院
記
』
応
仁
元
年
九
月
一
九
日
条
）。
そ
の
た
め
、
教
房
筆
『
源
氏
物
語
』
写

本
は
、
応
仁
の
乱
以
前
に
書
写
さ
れ
て
い
た
ば
あ
い
、
桃
華
坊
の
焼
失
を
免
れ
得
た

と
考
え
ら
れ
る
。
記
録
上
に
お
い
て
兼
良
と
教
房
と
の
直
接
交
流
が
見
ら
れ
る
の
は
、

大
乗
院
へ
の
疎
開
の
時
期
ま
で
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て 

、『
花
鳥
余
情
』
成
立
後
に

注
記
が
書
き
込
ま
れ
た
と
す
る
と
、
兼
良
は
所
持
し
て
い
た
教
房
筆
の
『
源
氏
物
語
』

写
本
に
文
明
四
（
一
四
七
二
）
年
の
『
花
鳥
余
情
』
成
立
以
後
、
注
を
書
き
入
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
（
21
）。

兼
良
の
『
源
氏
物
語
』
注
釈
に
つ
い
て
伊
井
春
樹
は
、「
兼
良
は
『
花
鳥
余
情
』

（
文
明
四
年
十
二
月
）
を
著
作
す
る
に
あ
た
っ
て
、
数
多
く
の
資
料
を
利
用
し
た
で

あ
ろ
う
が
、
そ
の
一
つ
に
文
明
二
年
三
月
に
相
伝
し
た
二
条
家
伝
来
の
、
為
家
撰
と

す
る
「
紫
明
抄
」
ほ
か
い
く
種
か
の
秘
説
集
が
あ
っ
た
」
と
、
兼
良
が
二
条
家
の
学

説
か
ら
影
響
を
受
け
て
、『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
作
業
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
指
摘

す
る
（
22
）。
前
節
で
注
記
内
容
を
検
討
し
た
が
、『
紫
明
抄
』
の
説
の
み
と
一
致
す

る
注
記
（「
若
菜
上
」
巻
断
簡
12
・
25
）
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
注
釈

を
書
き
入
れ
る
際
、
少
な
く
と
も
文
明
二
（
一
四
七
〇
）
年
の
段
階
で
兼
良
は
、
二
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の
う
ち
、
再
稿
本
を
さ
ら
に
大
内
政
弘
に
送
付
さ
れ
た
本
の
第
一
類
と
、
第
一

類
を
改
訂
し
た
一
条
家
伝
来
本
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
）
を
第
二
類
に
分
類
す
る
。

（
22
） 

伊
井
春
樹
「
兼
良
の
源
氏
学
の
形
成
―
二
条
家
の
秘
説
か
ら
『
花
鳥
余
情
』
の

成
立
へ
―
」（『
源
氏
物
語
注
釈
史
の
研
究 

室
町
前
期
』
桜
楓
社
、一
九
八
〇
年
）。

二
〇
二
五
年 

八
月
三
一
日　

受
付

二
〇
二
五
年
一
一
月
一
七
日　

採
択
決
定
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文
二
』（
講
談
社
、
一
九
九
三
年
、
補
遺
一
四
〇
）。

（
２
） 

伊
井
春
樹
編
『
本
文
研
究　

考
証
・
情
報
・
資
料　

第
六
集
』（
和
泉
書
院
、

二
〇
〇
四
年
）
所
収
。

（
３
） 
高
田
信
敬
「
定
家
本
の
模
写
―
伝
一
条
教
房
筆
四
半
切
―
」（『
文
献
学
の
栞
』

武
蔵
野
書
院
、
二
〇
二
〇
年
、
初
出
、「
定
家
本
の
模
写
」『
む
ら
さ
き
』

五
五
、二
〇
一
八
年
一
二
月
を
増
補
）。

（
４
） 

断
簡
38
の
虫
損
は
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
バ
イ
ネ
キ
稀
覯
本
・
手
稿
図
書
館
蔵
古
筆

手
鑑
所
収
断
簡
の
原
本
調
査
に
基
づ
く
。
断
簡
39
の
虫
損
は
、
個
人
蔵
古
筆
手

鑑
『
旧
錦
嚢
』
所
収
断
簡
（『
古
筆
学
大
成　

第
二
十
三
巻　

物
語　

物
語
注

釈
一
』
講
談
社
、
通
番
三
〇
一
）
の
影
印
で
視
認
で
き
る
。

（
５
） 

断
簡
37
は
、
久
曽
神
昇
『
源
氏
物
語
断
簡
集
成
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
、

第
七
六
図
）
に
拠
る
。

（
６
） 

注
（
３
）
の
高
田
論
文
に
同
じ
。

（
７
） 

武
田
則
夫
「
翻
刻
古
筆
切
名
物
」『M

U
SE

U
M

東
京
国
立
博
物
館
美
術
誌
』

（
二
三
六
、一
九
七
〇
年
一
一
月
）。

（
８
） 

高
田
信
敬
「
古
筆
切
目
安　

翻
字
・
索
引
・
解
題
」（『
鶴
見
大
学
紀
要　

第
１

部　

国
語
・
国
文
学
編
』
二
三
、一
九
八
六
年
三
月
）、
伊
井
春
樹
・
大
阪
大
学

古
代
中
世
文
学
研
究
会
編
『
新
版
古
筆
名
葉
集
』（
和
泉
書
院
、
一
九
八
八
年
）

に
拠
る
。

（
９
） 

松
本
文
子
「〔
翻
刻
〕『
類
葉
集
』
と
『
古
筆
類
葉
集
』
付　

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
『
明

翰
鈔
』
古
筆
関
係
部
分
」（『
鶴
見
日
本
文
学
』
一
一
、二
〇
〇
七
年
三
月
）。

（
10
） 

小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成　

第
二
十
三
巻　

物
語　

物
語
注
釈
一
』（
講
談
社
、

一
九
九
二
年
、
四
〇
八
頁
）
に
二
二
葉
分
の
極
札
を
作
成
し
た
古
筆
見
の
一
覧

を
付
し
て
い
る
が
、
一
部
誤
り
を
含
む
た
め
、
本
稿
で
は
、
各
種
影
印
本
や
原

本
調
査
を
し
得
た
古
筆
見
の
情
報
の
み
を
掲
載
し
た
。

（
11
） 

注
（
10
）
の
解
説
に
同
じ
。

（
12
） 

中
葉
芳
子
『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集　

第
一
集
』（
思
文
閣
出
版
、二
〇
〇
〇
年
）

所
収
「
二
五　

一
条
教
房　

四
半
切
（
源
氏
物
語
）」
項
。
同
じ
断
簡
に
つ
い

て
田
中
登
・
横
井
孝
編
『
源
氏
物
語　

古
筆
の
世
界
』（
武
蔵
野
書
院
、

二
〇
二
三
年
）
所
収
「
44
一
条
教
房　

大
四
半
切
（
常
夏
）
①
」
項
で
も
同
様

の
指
摘
を
す
る
。
な
お
、
同
著
「
43
一
条
教
房　

大
四
半
切
（
葵
）」
項
目
に

お
い
て
横
井
孝
は
、「
本
葉
は
字
が
や
や
生
硬
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
他
の
巻
と

ツ
レ
で
な
い
と
も
言
い
が
た
い
」
と
慎
重
な
立
場
を
取
る
。

（
13
） 

注
（
３
）
に
同
じ
。

（
14
） 

名
児
耶
明
「
定
家
色
紙
の
受
容
」（『
定
家
様
』
五
島
美
術
館
、
一
九
八
七
年
、

九
五
頁
）
で
は
、
教
房
を
「
定
家
流
の
書
を
よ
く
す
る
人
々
が
定
家
尊
重
の
中

で
生
ま
れ
て
き
て
い
る
」
と
位
置
付
け
る
。

（
15
） 

短
冊
の
他
に
三
井
文
庫
蔵
古
筆
手
鑑
『
た
か
ま
つ
』
に
教
房
の
花
押
を
有
す
る

長
禄
二
（
一
四
五
八
）
年
の
御
内
書
が
存
し
、
定
家
流
の
書
風
で
書
か
れ
た
公

文
書
で
あ
る
（『
三
井
文
庫
蔵 

重
要
文
化
財 

高
松
帖
』
久
保
田
淳
監
修
、
貴
重

本
刊
行
会
、
一
九
九
〇
年
）。
た
だ
し
、
御
内
書
と
断
簡
の
共
通
す
る
漢
字
の

比
較
は
、
法
量
や
書
写
内
容
が
相
違
す
る
た
め
判
断
が
難
し
い
。
同
様
に
伝
称

筆
者
を
教
房
と
す
る
書
状
も
伝
存
す
る
が
、
署
名
は
な
く
、
書
体
の
崩
し
方
も

甚
だ
し
く
、
比
較
検
討
が
難
儀
で
あ
る
（『
弘
文
荘
古
書
販
売
目
録　

日
本
の

古
文
書　

そ
の
面
白
さ
、
尊
さ
』
弘
文
荘
、
一
九
八
一
年
、
七
八
頁
）。
ま
た
、

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵『
土つ
ち

御み

門か
ど

院い
ん

百ひ
や
く

首し
ゆ

』（
請
求
記
号　

ヨ
一
―
一
九
〇
）は
、

箱
裏
の
墨
書
に
て
教
房
を
伝
称
筆
者
と
す
る
が
、
短
冊
と
断
簡
の
筆
蹟
と
は
異

筆
で
あ
る
。
他
に
も
、
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
『
忠た
だ

盛も
り

朝あ

臣そ
ん

集し
ゆ
う』

は
、
箱
書
に
と
極
札
（
古
筆
別
家
二
代
了
仲
）
で
教
房
を
伝
称
筆
者
と
す
る
が
、

短
冊
と
断
簡
の
筆
蹟
と
は
異
筆
で
あ
る
（『
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー

所
蔵　

古
典
籍
資
料
目
録
―
歌
書
編
（
三
）
―
』
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ

ン
タ
ー
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
16
） 

注
（
３
）
に
同
じ
。

（
17
） 

注
（
11
）
に
同
じ
。

（
18
） 

注
（
12
）
に
同
じ
。

（
19
） 

注
（
３
）
に
同
じ
。

（
20
） 

注
（
３
）
に
同
じ
。

（
21
） 『
花
鳥
余
情
』
諸
本
の
跋
文
に
「
文
明
四
年
龍
集
壬
辰
除
月
上
澣
桃
華
居
士

七
十
一
歳
誌
焉
」
と
あ
り
、
文
明
四
（
一
四
七
二
）
年
一
二
月
に
初
稿
本
が
完

成
し
た
こ
と
が
分
か
る
。『
花
鳥
余
情
』
は
、
文
明
四
年
の
初
稿
本
と
、
後
に

周
防
国
の
大
内
政
弘
の
所
望
に
よ
り
送
付
さ
れ
た
文
明
八
年
の
再
稿
本
と
、
文

明
一
〇
年
の
禁
裏
へ
の
献
上
本
の
三
系
統
が
存
す
る
。
岩
坪
健
「
一
条
兼
良
著

『
花
鳥
余
情
』
の
系
統
に
関
す
る
再
考
―
一
条
家
伝
来
本
、
大
内
政
弘
送
付
本
、

お
よ
び
混
態
本
の
位
置
付
け
―
」（『
源
氏
物
語
の
享
受　

注
釈
・
梗
概
・
絵
画
・

華
道
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
三
年
。
初
出
、『
同
志
社
人
文
学
』
一
八
一
、

二
〇
〇
七
年
一
一
月
）
で
は
、
従
来
の
初
稿
本
・
再
稿
本
・
献
上
本
の
三
系
統
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の
う
ち
、
再
稿
本
を
さ
ら
に
大
内
政
弘
に
送
付
さ
れ
た
本
の
第
一
類
と
、
第
一

類
を
改
訂
し
た
一
条
家
伝
来
本
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
）
を
第
二
類
に
分
類
す
る
。

（
22
） 
伊
井
春
樹
「
兼
良
の
源
氏
学
の
形
成
―
二
条
家
の
秘
説
か
ら
『
花
鳥
余
情
』
の

成
立
へ
―
」（『
源
氏
物
語
注
釈
史
の
研
究 

室
町
前
期
』
桜
楓
社
、一
九
八
〇
年
）。

二
〇
二
五
年 

八
月
三
一
日　

受
付

二
〇
二
五
年
一
一
月
一
七
日　

採
択
決
定

瀧山　　嵐  伝一条教房筆源氏物語断簡考
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文
二
』（
講
談
社
、
一
九
九
三
年
、
補
遺
一
四
〇
）。

（
２
） 

伊
井
春
樹
編
『
本
文
研
究　

考
証
・
情
報
・
資
料　

第
六
集
』（
和
泉
書
院
、

二
〇
〇
四
年
）
所
収
。

（
３
） 

高
田
信
敬
「
定
家
本
の
模
写
―
伝
一
条
教
房
筆
四
半
切
―
」（『
文
献
学
の
栞
』

武
蔵
野
書
院
、
二
〇
二
〇
年
、
初
出
、「
定
家
本
の
模
写
」『
む
ら
さ
き
』

五
五
、二
〇
一
八
年
一
二
月
を
増
補
）。

（
４
） 

断
簡
38
の
虫
損
は
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
バ
イ
ネ
キ
稀
覯
本
・
手
稿
図
書
館
蔵
古
筆

手
鑑
所
収
断
簡
の
原
本
調
査
に
基
づ
く
。
断
簡
39
の
虫
損
は
、
個
人
蔵
古
筆
手

鑑
『
旧
錦
嚢
』
所
収
断
簡
（『
古
筆
学
大
成　

第
二
十
三
巻　

物
語　

物
語
注

釈
一
』
講
談
社
、
通
番
三
〇
一
）
の
影
印
で
視
認
で
き
る
。

（
５
） 

断
簡
37
は
、
久
曽
神
昇
『
源
氏
物
語
断
簡
集
成
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
、

第
七
六
図
）
に
拠
る
。

（
６
） 

注
（
３
）
の
高
田
論
文
に
同
じ
。

（
７
） 

武
田
則
夫
「
翻
刻
古
筆
切
名
物
」『M

U
SE

U
M

東
京
国
立
博
物
館
美
術
誌
』

（
二
三
六
、一
九
七
〇
年
一
一
月
）。

（
８
） 

高
田
信
敬
「
古
筆
切
目
安　

翻
字
・
索
引
・
解
題
」（『
鶴
見
大
学
紀
要　

第
１

部　

国
語
・
国
文
学
編
』
二
三
、一
九
八
六
年
三
月
）、
伊
井
春
樹
・
大
阪
大
学

古
代
中
世
文
学
研
究
会
編
『
新
版
古
筆
名
葉
集
』（
和
泉
書
院
、
一
九
八
八
年
）

に
拠
る
。

（
９
） 

松
本
文
子
「〔
翻
刻
〕『
類
葉
集
』
と
『
古
筆
類
葉
集
』
付　

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
『
明

翰
鈔
』
古
筆
関
係
部
分
」（『
鶴
見
日
本
文
学
』
一
一
、二
〇
〇
七
年
三
月
）。

（
10
） 

小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成　

第
二
十
三
巻　

物
語　

物
語
注
釈
一
』（
講
談
社
、

一
九
九
二
年
、
四
〇
八
頁
）
に
二
二
葉
分
の
極
札
を
作
成
し
た
古
筆
見
の
一
覧

を
付
し
て
い
る
が
、
一
部
誤
り
を
含
む
た
め
、
本
稿
で
は
、
各
種
影
印
本
や
原

本
調
査
を
し
得
た
古
筆
見
の
情
報
の
み
を
掲
載
し
た
。

（
11
） 

注
（
10
）
の
解
説
に
同
じ
。

（
12
） 

中
葉
芳
子
『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集　

第
一
集
』（
思
文
閣
出
版
、二
〇
〇
〇
年
）

所
収
「
二
五　

一
条
教
房　

四
半
切
（
源
氏
物
語
）」
項
。
同
じ
断
簡
に
つ
い

て
田
中
登
・
横
井
孝
編
『
源
氏
物
語　

古
筆
の
世
界
』（
武
蔵
野
書
院
、

二
〇
二
三
年
）
所
収
「
44
一
条
教
房　

大
四
半
切
（
常
夏
）
①
」
項
で
も
同
様

の
指
摘
を
す
る
。
な
お
、
同
著
「
43
一
条
教
房　

大
四
半
切
（
葵
）」
項
目
に

お
い
て
横
井
孝
は
、「
本
葉
は
字
が
や
や
生
硬
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
他
の
巻
と

ツ
レ
で
な
い
と
も
言
い
が
た
い
」
と
慎
重
な
立
場
を
取
る
。

（
13
） 

注
（
３
）
に
同
じ
。

（
14
） 

名
児
耶
明
「
定
家
色
紙
の
受
容
」（『
定
家
様
』
五
島
美
術
館
、
一
九
八
七
年
、

九
五
頁
）
で
は
、
教
房
を
「
定
家
流
の
書
を
よ
く
す
る
人
々
が
定
家
尊
重
の
中

で
生
ま
れ
て
き
て
い
る
」
と
位
置
付
け
る
。

（
15
） 

短
冊
の
他
に
三
井
文
庫
蔵
古
筆
手
鑑
『
た
か
ま
つ
』
に
教
房
の
花
押
を
有
す
る

長
禄
二
（
一
四
五
八
）
年
の
御
内
書
が
存
し
、
定
家
流
の
書
風
で
書
か
れ
た
公

文
書
で
あ
る
（『
三
井
文
庫
蔵 

重
要
文
化
財 

高
松
帖
』
久
保
田
淳
監
修
、
貴
重

本
刊
行
会
、
一
九
九
〇
年
）。
た
だ
し
、
御
内
書
と
断
簡
の
共
通
す
る
漢
字
の

比
較
は
、
法
量
や
書
写
内
容
が
相
違
す
る
た
め
判
断
が
難
し
い
。
同
様
に
伝
称

筆
者
を
教
房
と
す
る
書
状
も
伝
存
す
る
が
、
署
名
は
な
く
、
書
体
の
崩
し
方
も

甚
だ
し
く
、
比
較
検
討
が
難
儀
で
あ
る
（『
弘
文
荘
古
書
販
売
目
録　

日
本
の

古
文
書　

そ
の
面
白
さ
、
尊
さ
』
弘
文
荘
、
一
九
八
一
年
、
七
八
頁
）。
ま
た
、

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵『
土つ
ち

御み

門か
ど

院い
ん

百ひ
や
く

首し
ゆ

』（
請
求
記
号　

ヨ
一
―
一
九
〇
）は
、

箱
裏
の
墨
書
に
て
教
房
を
伝
称
筆
者
と
す
る
が
、
短
冊
と
断
簡
の
筆
蹟
と
は
異

筆
で
あ
る
。
他
に
も
、
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
『
忠た
だ

盛も
り

朝あ

臣そ
ん

集し
ゆ
う』

は
、
箱
書
に
と
極
札
（
古
筆
別
家
二
代
了
仲
）
で
教
房
を
伝
称
筆
者
と
す
る
が
、

短
冊
と
断
簡
の
筆
蹟
と
は
異
筆
で
あ
る
（『
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー

所
蔵　

古
典
籍
資
料
目
録
―
歌
書
編
（
三
）
―
』
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ

ン
タ
ー
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
16
） 

注
（
３
）
に
同
じ
。

（
17
） 

注
（
11
）
に
同
じ
。

（
18
） 

注
（
12
）
に
同
じ
。

（
19
） 

注
（
３
）
に
同
じ
。

（
20
） 

注
（
３
）
に
同
じ
。

（
21
） 『
花
鳥
余
情
』
諸
本
の
跋
文
に
「
文
明
四
年
龍
集
壬
辰
除
月
上
澣
桃
華
居
士

七
十
一
歳
誌
焉
」
と
あ
り
、
文
明
四
（
一
四
七
二
）
年
一
二
月
に
初
稿
本
が
完

成
し
た
こ
と
が
分
か
る
。『
花
鳥
余
情
』
は
、
文
明
四
年
の
初
稿
本
と
、
後
に

周
防
国
の
大
内
政
弘
の
所
望
に
よ
り
送
付
さ
れ
た
文
明
八
年
の
再
稿
本
と
、
文

明
一
〇
年
の
禁
裏
へ
の
献
上
本
の
三
系
統
が
存
す
る
。
岩
坪
健
「
一
条
兼
良
著

『
花
鳥
余
情
』
の
系
統
に
関
す
る
再
考
―
一
条
家
伝
来
本
、
大
内
政
弘
送
付
本
、

お
よ
び
混
態
本
の
位
置
付
け
―
」（『
源
氏
物
語
の
享
受　

注
釈
・
梗
概
・
絵
画
・

華
道
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
三
年
。
初
出
、『
同
志
社
人
文
学
』
一
八
一
、

二
〇
〇
七
年
一
一
月
）
で
は
、
従
来
の
初
稿
本
・
再
稿
本
・
献
上
本
の
三
系
統
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2
野
分

873頁
3
～
9行
目

9
25.2×

14.2
―

―
○

個
人
蔵
古
筆
手
鑑
所
収（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』講
談
社
、

283）　
　『
古
筆
手
鑑
大
成
　
第
三
巻
　
文
彩
帖
（
重
美
）
根
津
美
術
館
蔵
』
角
川
書
店
、

42

3
野
分

874頁
7
～
10行
目

5
24.7×

9.2
―

―
―

ふ
く
や
ま
書
道
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑
『
久
澄
』
所
収
　
　『
古
筆
手
鑑
　
ふ
く
や
ま
書
道

美
術
館
所
蔵
品
図
録
Ⅳ
』、
26

1
若
菜
上

1026頁
5
～
12行
目

10
26.0×

17.4
―

○
―

白
鶴
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』

講
談
社
、
284）　

　『
古
筆
手
鑑
大
成
　
第
二
巻
　
手
鑑
（
白
鶴
美
術
館
）』
角
川
書
店
、

152

2
若
菜
上

1231頁
5
～
12頁

10
―

―
○

―
今
泉
隆
平
氏
所
蔵
古
筆
手
鑑
所
収

3
若
菜
上

1033頁
6
～
9行
目

5
25.3×

8.1
約
22

―
―

舟
見
一
哉
氏
所
蔵

4
若
菜
上

1236頁
5
～
12頁

10
―

―
○

―
林
家
旧
蔵
古
筆
手
鑑

5
若
菜
上

1043頁
10
～
13行
目

5
―

―
―

―
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
所
収（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』講
談
社
、

285）

6
若
菜
上

1050頁
1
～
8行
目

10
―

―
―

―
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
所
収（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』講
談
社
、

286）

7
若
菜
上

1055頁
6
～
13行
目

10
25.8×

18.5
―

―
―

石
川
県
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈

一
』
講
談
社
、
287）　

　『
古
筆
手
鑑
大
成
　
第
十
三
巻
　
手
鑑
（
石
川
県
美
術
館
）』
角

川
書
店
、
38

8
若
菜
上

1056頁
6
～
9行
目

4
25.0×

7.5
約
22

○
○

実
践
女
子
大
学
蔵
　
　『
源
氏
物
語
　
古
筆
の
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、
47

9
若
菜
上

1056頁
13行
目
～
1057頁

6行
目

10
―

―
○

○
根
津
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑
「
二
号
手
鑑
」
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　

物
語
注
釈
一
』
講
談
社
、
288）

10
若
菜
上

1064頁
6
～
13行
目

9
25.9×

16.4
―

○
○

出
光
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑
『
墨
寶
』
所
収
　
　
別
府
節
子
「
出
光
美
術
館
蔵
　
古
筆
手
鑑

『
墨
寶
』
に
つ
い
て
」『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
21、
2016年

1月
　
　『
源
氏
物
語
　
古

筆
の
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、
48

11
若
菜
上

1065頁
2
～
7行
目

8
―

―
―

―
春
敬
記
念
書
道
文
庫
蔵
手
鑑
『
筆
鑑
』
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　

物
語
注
釈
一
』
講
談
社
、
289）

12
若
菜
上

1067頁
1
～
5行
目

5
25.8×

8.0
22.3（

1行
目
）

○
―

舟
見
一
哉
氏
蔵
　
　
高
城
弘
一
氏
旧
蔵
（『
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
　
第
十
一
巻
―
朱
雀

院
・
弘
徽
殿
大
后
・
右
大
臣
』
勉
誠
出
版
）

13
若
菜
上

1068頁
9行
目
～
1069頁

2行
目

10
25.7×

18.3
―

―
―

陽
明
文
庫
蔵
古
筆
手
鑑
「
大
手
鑑
」
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物

語
注
釈
一
』
講
談
社
、
304）　

　『
古
筆
手
鑑
大
成
　
第
十
一
巻
　
大
手
鑑
（
上
）（
陽
明

文
庫
蔵
）』
角
川
書
店
、
54

14
若
菜
上

1069頁
4
～
9行
目

8
―

―
○

―
根
津
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑
「
一
号
手
鑑
」
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　

物
語
注
釈
一
』
講
談
社
、
305）

15
若
菜
上

1069頁
9行
目
～
1070頁

2行
目

10
―

―
○

○
五
島
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑
『
筆
陣
毫
戦
』
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　

物
語
注
釈
一
』
講
談
社
、
290）　

　『
定
家
様
』
五
島
美
術
館
、
102　

　『
五
島
美
術
館

の
名
品
【
絵
画
と
書
】』
五
島
美
術
館
、
ｐ
149

16
若
菜
上

1077頁
14行
目
～
1078頁

2行
目

3
25.9

5.2
―

―
原
豊
二
氏
蔵
　
　
原
豊
二
「
新
大
和
人
物
志
　
第
42回
　
一
条
兼
良
～
公
家
の
矜
持
と
し

て
の
古
典
文
学
～
」『
月
刊
大
和
路
　
な
ら
ら
』
2024年

1月
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【
表
四
】
伝
一
条
教
房
筆
『
源
氏
物
語
』
断
簡
　
所
蔵
・
所
在
情
報
一
覧

巻
名

『
源
氏
物
語
大
成
』
の
頁
数
・
行
数

行
数

法
量

字
高

注
記

漢
字
ル
ビ
・

人
物
比
定
等

所
在
・
所
収
情
報

1
葵

285頁
11行
目
～
286頁

4行
目

10
27.0×

19.8
約
22

―
―

鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
　
　
高
田
信
敬
『
文
献
学
の
栞
』
武
蔵
野
書
院
、

p158

2
葵

286頁
4
～
10行
目

10
25.1×

17.0
約
22

―
―

実
践
女
子
大
学
蔵
　
　『
源
氏
物
語
　
古
筆
の
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、
43

3
葵

289頁
14行
目
～
290頁

3行
目

5
―

―
―

○
個
人
蔵
手
鑑
『
深
懐
帖
』
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』

講
談
社
、
274）

4
葵

294頁
3
～
9行
目

10
―

―
―

○
根
津
美
術
館
蔵
手
鑑
『
翰
林
秀
葉
』
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物

語
注
釈
一
』
講
談
社
、
275）

5
葵

294頁
9
～
12行
目

5
25.0×

8.6
21.7（

1行
目
）

―
○

オ
レ
ゴ
ン
大
学
蔵
古
筆
手
鑑
所
収

6
葵

295頁
5
～
8行
目

5
―

―
―

―
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
所
収（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』講
談
社
、

303）

7
葵

295頁
8
～
14行
目

9
―

―
―

○
不
二
文
庫
蔵
古
筆
手
鑑
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』

講
談
社
、
276）

8
葵

298頁
10行
目
～
299頁

2行
目

10
―

―
―

―
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
所
収（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』講
談
社
、

277）

1
花
散
里

387頁
1
～
5行
目

8
23.0×

13.5
21.1（

1行
目
）

―
―

オ
レ
ゴ
ン
大
学
蔵
古
筆
手
鑑
所
収

2
花
散
里

389頁
4
～
9行
目

9
24.0×

15.6
21.3（

1行
目
）

―
―

舟
見
一
哉
氏
所
蔵

1
常
夏

830頁
2
～
5行
目

4
25.6×

6.9
約
22

―
○

実
践
女
子
大
学
蔵
　
　『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集
　
第
1集
』
思
文
閣
出
版
、
25　
　『
源

氏
物
語
　
古
筆
の
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、
44

2
常
夏

836頁
10行
目
～
837頁

2行
目

10
―

―
―

○
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
十
二
号
手
鑑
」
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　

物
語
注
釈
一
』
講
談
社
、
278）

3
常
夏

837頁
14行
目
～
838頁

6行
目

10
25.8×

18.2
―

○
―

『
源
氏
物
語
　
古
筆
の
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、45　

　『
源
氏
物
語
断
簡
集
成
』
汲
古
書
院
、

74　
　『
国
文
学
と
古
筆
』
春
日
井
市
道
風
記
念
館
、
ｐ
32

4
常
夏

840頁
10行
目
～
841頁

2行
目

10
25.7×

18.0
―

○
○

梅
沢
記
念
館
蔵
古
筆
手
鑑
『
あ
け
ぼ
の
』
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　

物
語
注
釈
一
』
講
談
社
、
279）　

　『
古
筆
手
鑑
大
成
　
第
七
巻
　
あ
け
ぼ
の
（
下
）
梅

沢
記
念
館
蔵
』
角
川
書
店
、
18

5
常
夏

841頁
5
～
8行
目

5
25.7×

9.0
―

―
○

石
川
県
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈

一
』
講
談
社
、
281）　

　『
古
筆
手
鑑
大
成
　
第
十
三
巻
　
手
鑑
（
石
川
県
美
術
館
）』
角

川
書
店
、
37

6
常
夏

846頁
2
～
6行
目

5
25.7×

8.8
―

―
―

出
光
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑
『
濱
千
鳥
』
所
収
　
　
別
府
節
子
「
出
光
美
術
館
　
古
筆
手
鑑

『
濱
千
鳥
』
に
つ
い
て
」『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
14、
2009年

1月
　
　『
源
氏
物
語
　

古
筆
の
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、
46

7
常
夏

849頁
2
～
8行
目

10
―

―
○

○
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
所
収（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』講
談
社
、

280）

1
野
分

863頁
1
～
4行
目

5
―

―
○

○
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
所
収（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』講
談
社
、

282）
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2
野
分

873頁
3
～
9行
目

9
25.2×

14.2
―

―
○

個
人
蔵
古
筆
手
鑑
所
収（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』講
談
社
、

283）　
　『
古
筆
手
鑑
大
成
　
第
三
巻
　
文
彩
帖
（
重
美
）
根
津
美
術
館
蔵
』
角
川
書
店
、

42

3
野
分

874頁
7
～
10行
目

5
24.7×

9.2
―

―
―

ふ
く
や
ま
書
道
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑
『
久
澄
』
所
収
　
　『
古
筆
手
鑑
　
ふ
く
や
ま
書
道

美
術
館
所
蔵
品
図
録
Ⅳ
』、
26

1
若
菜
上

1026頁
5
～
12行
目

10
26.0×

17.4
―

○
―

白
鶴
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』

講
談
社
、
284）　

　『
古
筆
手
鑑
大
成
　
第
二
巻
　
手
鑑
（
白
鶴
美
術
館
）』
角
川
書
店
、

152

2
若
菜
上

1231頁
5
～
12頁

10
―

―
○

―
今
泉
隆
平
氏
所
蔵
古
筆
手
鑑
所
収

3
若
菜
上

1033頁
6
～
9行
目

5
25.3×

8.1
約
22

―
―

舟
見
一
哉
氏
所
蔵

4
若
菜
上

1236頁
5
～
12頁

10
―

―
○

―
林
家
旧
蔵
古
筆
手
鑑

5
若
菜
上

1043頁
10
～
13行
目

5
―

―
―

―
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
所
収（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』講
談
社
、

285）

6
若
菜
上

1050頁
1
～
8行
目

10
―

―
―

―
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
所
収（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』講
談
社
、

286）

7
若
菜
上

1055頁
6
～
13行
目

10
25.8×

18.5
―

―
―

石
川
県
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈

一
』
講
談
社
、
287）　

　『
古
筆
手
鑑
大
成
　
第
十
三
巻
　
手
鑑
（
石
川
県
美
術
館
）』
角

川
書
店
、
38

8
若
菜
上

1056頁
6
～
9行
目

4
25.0×

7.5
約
22

○
○

実
践
女
子
大
学
蔵
　
　『
源
氏
物
語
　
古
筆
の
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、
47

9
若
菜
上

1056頁
13行
目
～
1057頁

6行
目

10
―

―
○

○
根
津
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑
「
二
号
手
鑑
」
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　

物
語
注
釈
一
』
講
談
社
、
288）

10
若
菜
上

1064頁
6
～
13行
目

9
25.9×

16.4
―

○
○

出
光
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑
『
墨
寶
』
所
収
　
　
別
府
節
子
「
出
光
美
術
館
蔵
　
古
筆
手
鑑

『
墨
寶
』
に
つ
い
て
」『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
21、
2016年

1月
　
　『
源
氏
物
語
　
古

筆
の
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、
48

11
若
菜
上

1065頁
2
～
7行
目

8
―

―
―

―
春
敬
記
念
書
道
文
庫
蔵
手
鑑
『
筆
鑑
』
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　

物
語
注
釈
一
』
講
談
社
、
289）

12
若
菜
上

1067頁
1
～
5行
目

5
25.8×

8.0
22.3（

1行
目
）

○
―

舟
見
一
哉
氏
蔵
　
　
高
城
弘
一
氏
旧
蔵
（『
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
　
第
十
一
巻
―
朱
雀

院
・
弘
徽
殿
大
后
・
右
大
臣
』
勉
誠
出
版
）

13
若
菜
上

1068頁
9行
目
～
1069頁

2行
目

10
25.7×

18.3
―

―
―

陽
明
文
庫
蔵
古
筆
手
鑑
「
大
手
鑑
」
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物

語
注
釈
一
』
講
談
社
、
304）　

　『
古
筆
手
鑑
大
成
　
第
十
一
巻
　
大
手
鑑
（
上
）（
陽
明

文
庫
蔵
）』
角
川
書
店
、
54

14
若
菜
上

1069頁
4
～
9行
目

8
―

―
○

―
根
津
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑
「
一
号
手
鑑
」
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　

物
語
注
釈
一
』
講
談
社
、
305）

15
若
菜
上

1069頁
9行
目
～
1070頁

2行
目

10
―

―
○

○
五
島
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑
『
筆
陣
毫
戦
』
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　

物
語
注
釈
一
』
講
談
社
、
290）　

　『
定
家
様
』
五
島
美
術
館
、
102　

　『
五
島
美
術
館

の
名
品
【
絵
画
と
書
】』
五
島
美
術
館
、
ｐ
149

16
若
菜
上

1077頁
14行
目
～
1078頁

2行
目

3
25.9

5.2
―

―
原
豊
二
氏
蔵
　
　
原
豊
二
「
新
大
和
人
物
志
　
第
42回
　
一
条
兼
良
～
公
家
の
矜
持
と
し

て
の
古
典
文
学
～
」『
月
刊
大
和
路
　
な
ら
ら
』
2024年

1月
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【
表
四
】
伝
一
条
教
房
筆
『
源
氏
物
語
』
断
簡
　
所
蔵
・
所
在
情
報
一
覧

巻
名

『
源
氏
物
語
大
成
』
の
頁
数
・
行
数

行
数

法
量

字
高

注
記

漢
字
ル
ビ
・

人
物
比
定
等

所
在
・
所
収
情
報

1
葵

285頁
11行
目
～
286頁

4行
目

10
27.0×

19.8
約
22

―
―

鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
　
　
高
田
信
敬
『
文
献
学
の
栞
』
武
蔵
野
書
院
、

p158

2
葵

286頁
4
～
10行
目

10
25.1×

17.0
約
22

―
―

実
践
女
子
大
学
蔵
　
　『
源
氏
物
語
　
古
筆
の
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、
43

3
葵

289頁
14行
目
～
290頁

3行
目

5
―

―
―

○
個
人
蔵
手
鑑
『
深
懐
帖
』
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』

講
談
社
、
274）

4
葵

294頁
3
～
9行
目

10
―

―
―

○
根
津
美
術
館
蔵
手
鑑
『
翰
林
秀
葉
』
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物

語
注
釈
一
』
講
談
社
、
275）

5
葵

294頁
9
～
12行
目

5
25.0×

8.6
21.7（

1行
目
）

―
○

オ
レ
ゴ
ン
大
学
蔵
古
筆
手
鑑
所
収

6
葵

295頁
5
～
8行
目

5
―

―
―

―
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
所
収（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』講
談
社
、

303）

7
葵

295頁
8
～
14行
目

9
―

―
―

○
不
二
文
庫
蔵
古
筆
手
鑑
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』

講
談
社
、
276）

8
葵

298頁
10行
目
～
299頁

2行
目

10
―

―
―

―
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
所
収（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』講
談
社
、

277）

1
花
散
里

387頁
1
～
5行
目

8
23.0×

13.5
21.1（

1行
目
）

―
―

オ
レ
ゴ
ン
大
学
蔵
古
筆
手
鑑
所
収

2
花
散
里

389頁
4
～
9行
目

9
24.0×

15.6
21.3（

1行
目
）

―
―

舟
見
一
哉
氏
所
蔵

1
常
夏

830頁
2
～
5行
目

4
25.6×

6.9
約
22

―
○

実
践
女
子
大
学
蔵
　
　『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集
　
第
1集
』
思
文
閣
出
版
、
25　
　『
源

氏
物
語
　
古
筆
の
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、
44

2
常
夏

836頁
10行
目
～
837頁

2行
目

10
―

―
―

○
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
十
二
号
手
鑑
」
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　

物
語
注
釈
一
』
講
談
社
、
278）

3
常
夏

837頁
14行
目
～
838頁

6行
目

10
25.8×

18.2
―

○
―

『
源
氏
物
語
　
古
筆
の
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、45　

　『
源
氏
物
語
断
簡
集
成
』
汲
古
書
院
、

74　
　『
国
文
学
と
古
筆
』
春
日
井
市
道
風
記
念
館
、
ｐ
32

4
常
夏

840頁
10行
目
～
841頁

2行
目

10
25.7×

18.0
―

○
○

梅
沢
記
念
館
蔵
古
筆
手
鑑
『
あ
け
ぼ
の
』
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　

物
語
注
釈
一
』
講
談
社
、
279）　

　『
古
筆
手
鑑
大
成
　
第
七
巻
　
あ
け
ぼ
の
（
下
）
梅

沢
記
念
館
蔵
』
角
川
書
店
、
18

5
常
夏

841頁
5
～
8行
目

5
25.7×

9.0
―

―
○

石
川
県
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈

一
』
講
談
社
、
281）　

　『
古
筆
手
鑑
大
成
　
第
十
三
巻
　
手
鑑
（
石
川
県
美
術
館
）』
角

川
書
店
、
37

6
常
夏

846頁
2
～
6行
目

5
25.7×

8.8
―

―
―

出
光
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑
『
濱
千
鳥
』
所
収
　
　
別
府
節
子
「
出
光
美
術
館
　
古
筆
手
鑑

『
濱
千
鳥
』
に
つ
い
て
」『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
14、
2009年

1月
　
　『
源
氏
物
語
　

古
筆
の
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、
46

7
常
夏

849頁
2
～
8行
目

10
―

―
○

○
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
所
収（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』講
談
社
、

280）

1
野
分

863頁
1
～
4行
目

5
―

―
○

○
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
所
収（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』講
談
社
、

282）
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36
若
菜
上

1115頁
2
～
5行
目

5
24.8×

8.4
―

―
―

出
光
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑
『
墨
寶
』
所
収
　
　
別
府
節
子
「
出
光
美
術
館
蔵
　
古
筆
手
鑑

『
墨
寶
』
に
つ
い
て
」『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
21、
2016年

1月
　
　『
源
氏
物
語
　
古

筆
の
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、
52

37
若
菜
上

1115頁
6
～
8行
目

4
25.0×

6.8
―

―
―

『
源
氏
物
語
断
簡
集
成
』
汲
古
書
院
、
76

38
若
菜
上

1117頁
1
～
5行
目

6
22.9×

9.8
約
22

―
○

イ
ェ
ー
ル
大
学
バ
イ
ネ
キ
稀
覯
本
・
手
稿
図
書
館
蔵
古
筆
手
鑑
所
収

39
若
菜
上

1117頁
5
～
10行
目

8
―

―
―

―
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
『
旧
錦
嚢
』
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注

釈
一
』
講
談
社
、
301）

1
柏
木

1231頁
14行
目
～
1232頁

5行
目

9
―

―
―

―
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
所
収（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』講
談
社
、

302）

2
柏
木

1236頁
13行
目
～
1237頁

6行
目

10
―

―
―

―
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
『
筆
林
翠
露
』
所
収

3
柏
木

1244頁
6
～
13行
目

10
―

―
―

―
二
條
弼
基
氏
所
蔵
古
筆
手
鑑
所
収

4
柏
木

1247頁
9行
目
～
1248頁

1行
目

10
―

―
―

―
香
川
大
学
図
書
館
神
原
文
庫
蔵
古
筆
手
鑑
所
収

1
早
蕨

1989頁
4
～
9行
目

9
24.3×

16.4
約
21

―
―

鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
　
　
高
田
信
敬
『
文
献
学
の
栞
』
武
蔵
野
書
院
、
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17
若
菜
上

1078頁
12行
目
～
1079頁

1行
目

5
―

―
―

―
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
所
収（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』講
談
社
、

306）

18
若
菜
上

1080頁
14行
目
～
1081頁

6行
目

10
―

―
―

○
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
古
筆
手
鑑
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈

一
』
講
談
社
、
291）

19
若
菜
上

1082頁
4
～
10行
目

10
25.4×

19.5
約
21.5

―
○

南
園
文
庫
所
蔵
　
　『
源
氏
物
語
　
古
筆
の
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、
49

20
若
菜
上

1083頁
10行
目
～
1084頁

2行
目

10
25.4×

19.5
約
21.5

○
―

南
園
文
庫
所
蔵
（『
古
筆
学
大
成
　
第
三
十
巻
　
論
文
二
』
講
談
社
、
140）　

　『
源
氏
物

語
　
古
筆
の
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、
50

21
若
菜
上

1086頁
1
～
7行
目

10
25.7×

17.3
―

○
―

『
源
氏
物
語
断
簡
集
成
』
汲
古
書
院
、
75

22
若
菜
上

1092頁
10行
目
～
1093頁

3行
目

10
―

―
―

―
実
践
女
子
大
学
蔵

23
若
菜
上

1093頁
13行
目
～
1094頁

2行
目

5
24.3×

8.2
―

―
―

徳
川
黎
明
会
蔵
古
筆
手
鑑
『
玉
海
』
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物

語
注
釈
一
』
講
談
社
、
293）　

　『
徳
川
黎
明
会
叢
書
　
古
筆
手
鑑
篇
一
　
玉
海
・
尾
陽
』

思
文
閣
出
版
、
59

24
若
菜
上

1096頁
1
～
3行
目

3
25.7×

5.0
―

○
―

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
古
筆
手
鑑
所
収
（
函
架
番
号
：

E1・
46）　

　
田
代
圭
一
「
宮
内
庁
書

陵
部
所
蔵
『
古
筆
手
鑑
』（
新
収
本
）」『
書
陵
部
紀
要
』
69

25
若
菜
上

1096頁
7
～
13行
目

10
―

―
○

―
東
京
国
立
博
物
館
蔵
古
筆
手
鑑
「
十
三
号
手
鑑
」
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　

物
語
　
物
語
注
釈
一
』
講
談
社
、
292）

26
若
菜
上

1098頁
7
～
10行
目

5
―

―
―

―
日
本
学
士
院
蔵
古
筆
手
鑑
『
群
鳥
跡
』
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　

物
語
注
釈
一
』
講
談
社
、
294）

27
若
菜
上

1099頁
10行
目
～
1100頁

2行
目

10
25.8×

17.8
―

―
○

曽
根
誠
一
・
伊
豆
野
町
子
「
架
蔵
手
鑑
の
和
歌
・
物
語
切
抄
稿
」（『
九
州
女
子
大
学
紀
要
』

22）
11

28
若
菜
上

1100頁
14行
目
～
1101頁

3行
目

4
―

―
―

―
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
蔵
古
筆
手
鑑
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　

物
語
注
釈
一
』
講
談
社
、
295）

29
若
菜
上

1102頁
3
～
8行
目

6
―

―
―

―
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
所
収（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』講
談
社
、

296）

30
若
菜
上

1102頁
10
～
13行
目

5
―

―
―

―
個
人
蔵
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』
講
談
社
、
297）

31
若
菜
上

1107頁
11
～
14行
目

4
―

―
―

―
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
古
筆
手
鑑
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈

一
』
講
談
社
、
298）

32
若
菜
上

1107頁
14行
目
～
1108頁

3行
目

5
―

―
―

○
個
人
蔵
手
鑑
『
管
城
公
』（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』
講
談

社
、
299）

33
若
菜
上

1108頁
7
～
11行
目

6
25.5×

10.2
約
22

○
―

林
原
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑
『
日
本
古
筆
手
鑑
』
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　

物
語
　
物
語
注
釈
一
』
講
談
社
、
307）　

　『
源
氏
物
語
　
古
筆
の
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、

51

34
若
菜
上

1112頁
12行
目
～
1113頁

4行
目

10
25.0×

17.7
―

―
―

龍
興
寺
蔵
古
筆
手
鑑
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』
講

談
社
、
308）　

　『
古
筆
手
鑑
大
成
　
第
九
巻
　
手
鑑
（
京
都
・
龍
興
寺
蔵
）』
角
川
書
店
、

12

35
若
菜
上

1114頁
3
～
6行
目

5
24.4×

9.1
―

―
―

細
川
家
永
青
文
庫
蔵
古
筆
手
鑑
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注

釈
一
』
講
談
社
、
300）　

　『
細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊

 別
巻

 手
鑑
』
汲
古
書
院
、
39
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36
若
菜
上

1115頁
2
～
5行
目

5
24.8×

8.4
―

―
―

出
光
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑
『
墨
寶
』
所
収
　
　
別
府
節
子
「
出
光
美
術
館
蔵
　
古
筆
手
鑑

『
墨
寶
』
に
つ
い
て
」『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
21、
2016年

1月
　
　『
源
氏
物
語
　
古

筆
の
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、
52

37
若
菜
上

1115頁
6
～
8行
目

4
25.0×

6.8
―

―
―

『
源
氏
物
語
断
簡
集
成
』
汲
古
書
院
、
76

38
若
菜
上

1117頁
1
～
5行
目

6
22.9×

9.8
約
22

―
○

イ
ェ
ー
ル
大
学
バ
イ
ネ
キ
稀
覯
本
・
手
稿
図
書
館
蔵
古
筆
手
鑑
所
収

39
若
菜
上

1117頁
5
～
10行
目

8
―

―
―

―
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
『
旧
錦
嚢
』
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注

釈
一
』
講
談
社
、
301）

1
柏
木

1231頁
14行
目
～
1232頁

5行
目

9
―

―
―

―
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
所
収（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』講
談
社
、

302）

2
柏
木

1236頁
13行
目
～
1237頁

6行
目

10
―

―
―

―
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
『
筆
林
翠
露
』
所
収

3
柏
木

1244頁
6
～
13行
目

10
―

―
―

―
二
條
弼
基
氏
所
蔵
古
筆
手
鑑
所
収

4
柏
木

1247頁
9行
目
～
1248頁

1行
目

10
―

―
―

―
香
川
大
学
図
書
館
神
原
文
庫
蔵
古
筆
手
鑑
所
収

1
早
蕨

1989頁
4
～
9行
目

9
24.3×

16.4
約
21

―
―

鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
　
　
高
田
信
敬
『
文
献
学
の
栞
』
武
蔵
野
書
院
、
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17
若
菜
上

1078頁
12行
目
～
1079頁

1行
目

5
―

―
―

―
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
所
収（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』講
談
社
、

306）

18
若
菜
上

1080頁
14行
目
～
1081頁

6行
目

10
―

―
―

○
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
古
筆
手
鑑
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈

一
』
講
談
社
、
291）

19
若
菜
上

1082頁
4
～
10行
目

10
25.4×

19.5
約
21.5

―
○

南
園
文
庫
所
蔵
　
　『
源
氏
物
語
　
古
筆
の
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、
49

20
若
菜
上

1083頁
10行
目
～
1084頁

2行
目

10
25.4×

19.5
約
21.5

○
―

南
園
文
庫
所
蔵
（『
古
筆
学
大
成
　
第
三
十
巻
　
論
文
二
』
講
談
社
、
140）　

　『
源
氏
物

語
　
古
筆
の
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、
50

21
若
菜
上

1086頁
1
～
7行
目

10
25.7×

17.3
―

○
―

『
源
氏
物
語
断
簡
集
成
』
汲
古
書
院
、
75

22
若
菜
上

1092頁
10行
目
～
1093頁

3行
目

10
―

―
―

―
実
践
女
子
大
学
蔵

23
若
菜
上

1093頁
13行
目
～
1094頁

2行
目

5
24 .3×

8.2
―

―
―

徳
川
黎
明
会
蔵
古
筆
手
鑑
『
玉
海
』
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物

語
注
釈
一
』
講
談
社
、
293）　

　『
徳
川
黎
明
会
叢
書
　
古
筆
手
鑑
篇
一
　
玉
海
・
尾
陽
』

思
文
閣
出
版
、
59

24
若
菜
上

1096頁
1
～
3行
目

3
25.7×

5.0
―

○
―

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
古
筆
手
鑑
所
収
（
函
架
番
号
：

E1・
46）　

　
田
代
圭
一
「
宮
内
庁
書

陵
部
所
蔵
『
古
筆
手
鑑
』（
新
収
本
）」『
書
陵
部
紀
要
』
69

25
若
菜
上

1096頁
7
～
13行
目

10
―

―
○

―
東
京
国
立
博
物
館
蔵
古
筆
手
鑑
「
十
三
号
手
鑑
」
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　

物
語
　
物
語
注
釈
一
』
講
談
社
、
292）

26
若
菜
上

1098頁
7
～
10行
目

5
―

―
―

―
日
本
学
士
院
蔵
古
筆
手
鑑
『
群
鳥
跡
』
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　

物
語
注
釈
一
』
講
談
社
、
294）

27
若
菜
上

1099頁
10行
目
～
1100頁

2行
目

10
25.8×

17.8
―

―
○

曽
根
誠
一
・
伊
豆
野
町
子
「
架
蔵
手
鑑
の
和
歌
・
物
語
切
抄
稿
」（『
九
州
女
子
大
学
紀
要
』

22）
11

28
若
菜
上

1100頁
14行
目
～
1101頁

3行
目

4
―

―
―

―
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
蔵
古
筆
手
鑑
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　

物
語
注
釈
一
』
講
談
社
、
295）

29
若
菜
上

1102頁
3
～
8行
目

6
―

―
―

―
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
所
収（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』講
談
社
、

296）

30
若
菜
上

1102頁
10
～
13行
目

5
―

―
―

―
個
人
蔵
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』
講
談
社
、
297）

31
若
菜
上

1107頁
11
～
14行
目

4
―

―
―

―
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
古
筆
手
鑑
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈

一
』
講
談
社
、
298）

32
若
菜
上

1107頁
14行
目
～
1108頁

3行
目

5
―

―
―

○
個
人
蔵
手
鑑
『
管
城
公
』（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』
講
談

社
、
299）

33
若
菜
上

1108頁
7
～
11行
目

6
25.5×

10.2
約
22

○
―

林
原
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑
『
日
本
古
筆
手
鑑
』
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　

物
語
　
物
語
注
釈
一
』
講
談
社
、
307）　

　『
源
氏
物
語
　
古
筆
の
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、

51

34
若
菜
上

1112頁
12行
目
～
1113頁

4行
目

10
25.0×

17.7
―

―
―

龍
興
寺
蔵
古
筆
手
鑑
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注
釈
一
』
講

談
社
、
308）　

　『
古
筆
手
鑑
大
成
　
第
九
巻
　
手
鑑
（
京
都
・
龍
興
寺
蔵
）』
角
川
書
店
、

12

35
若
菜
上

1114頁
3
～
6行
目

5
24.4×

9.1
―

―
―

細
川
家
永
青
文
庫
蔵
古
筆
手
鑑
所
収
（『
古
筆
学
大
成
　
第
二
十
三
巻
　
物
語
　
物
語
注

釈
一
』
講
談
社
、
300）　

　『
細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊

 別
巻

 手
鑑
』
汲
古
書
院
、
39


